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　少女は、かつて一つの罪を犯おかした。

　だが、その罪は彼女の意思とは無関係に、世の全てから覆おおい隠かくされた。

　そして、少女は生き続けた。

　のうのうと。のうのうと。

　彼女は幸せになろうなどと思ってはいなかった。

　償つぐないをしようと思っていたわけでもなかった。

　ただ、何をすれば良いのか解わからなかっただけなのだ。




　だからこそ──私は、彼女に手を差し伸べたのだ。

　それがどのような結末を生むのか、一いつ寸すん先の崖がけすら目に映らぬままに。
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２００３年　イタリア　ロットヴァレンティーノ市




　青年がその箱を見つけたのは、全くの偶ぐう然ぜんだった。




　定てい職しよくにつくわけでもなく、数年前まえに事故で死んだ親の遺い産さんを食いつぶしながら、世界中を旅している20代の風ふう来らい坊ぼう。

　彼が故こ郷きようであるロットヴァレンティーノの街を訪れたのは、その遺産も底をつき始め、何かしら金に換えられる物がないかと漁あさりに来たからだ。

　ロットヴァレンティーノは、ナポリの北西に位置する小さな街だ。

　そこそこの歴史はあるらしく、数百年前の建物が今でも残り、街の創そう設せつ時じからあるという港は、今でも交こう易えきや観光に利用されている。

　坂道の多い街中には、まるで迷めい路ろのように路ろ地じが張り巡らされ、白い石いし壁かべに囲まれた狭い道から見上げる、青々とした空そのものが観光資し源げんとなっているような街だ。

　図書館の多さはイタリアの中でもトップクラスであり、その図書館の数々の史し跡せき性せい、芸術性などが評ひよう価かされ、時とき折おり海外からもテレビの取材などが来るが──それ以外はこれといった特とく徴ちようのない、平和な港みなと町まちにすぎない。それが、青年が故こ郷きように抱いてる印いん象しようだった。




　そんな街の外れにある青年の実じつ家か。

　屋根裏うら部屋の中にあった、出しゆつ自じの解わからない宝石箱ばこ。

　いや、宝石箱というには些いささか大きすぎ、もっと装そう飾しよくが絢けん爛らんなものであれば『宝たから箱ばこ』と称してもおかしくないような箱だ。

　小さなバスタブぐらいある箱だが、青年がそれを目にするのは初めての事だった。

　積み上げられた荷物の奥の奥。

　崩くずれかけた壁の奥に隠かくされたスペースがあることに気付いた青年が、壁を完全に破は壊かいする事でようやく見つけた代しろ物ものである。

　まるで封ふう印いんされるかのように置かれていたその箱に、青年は少なからず期待した。

　先せん祖ぞはこの町で少しは有名な詩人だったと聞いている。作さく劇げきもこなし、いくつかの作品は街の図書館にも置かれていた筈はずだ。

　もしかしたら、そうした先祖の残した芸術品、お宝の類たぐいがあるのではないかと。

　金に換かん金きんするだけではなく、旅そのものを趣しゆ味みとする青年が、まだ自分が見た事もない『何か』を見る事ができるのではないかという希望も膨ふくれあがった。

　そして、鍵かぎがこじ開けられ、蓋ふたが開いた時──期待に満ちたその顔には、少なからず失しつ望ぼうの色が浮かぶ。

　箱の中に納められていたのは、数十枚、数百枚に及ぶ羊よう皮ひ紙しだったのだから。




　どう見ても金になるようには見えない。

　だが、もしかしたら、先祖の詩人の書き記した詩や散さん文ぶんの類かもしれず、博物館などに持って行けば少しは金になるのではないだろうかと青年は考えた。




　──そもそも、詩としてのレベルが高ければ、今からでも名が売れるんじゃないか？




　自分の祖そ先せんの売ばい名めいをなんとか利り益えきに結びつけ、今後の旅費の足たしにできないかと考えた青年は、まずはその膨ぼう大だいな羊皮紙に書かれている文字を読み始めた。

　３００年程ほど前の古い言葉で書かれていたが、学生時代に趣しゆ味みで古こ典てんを嗜たしなんでいた為ために、青年はなんとかそれを理解する事ができた。

　所々難しい箇所はあったものの、街にある図書館で調べることができ、そこの館長がそうした分ぶん野やに強かったという巡り合わせにも助けられた。

　そうした偶ぐう然ぜんが重なり、青年は羊よう皮ひ紙しに書かれていた長い長い文章を読み進める事ができた。




　できてしまった。




　古びた羊皮紙の束たば。

　既すでに紙が流りゆう通つうしていたであろう時代に、敢あえて羊皮紙に綴つづられた──ロットヴァレンティーノの街に関わる、数年にわたる物語を。




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【伝えねばならないが、伝える事のできない独どく白はくをここに記す。




　最初に何を言うべきだろうか。

　まだ見ぬ人間に想いを伝える時は、いつも通り詩し吟ぎんを唄うたえばいいのだが、ただ私の記き憶おくを冗じよう長ちように書き記していくにあたって、読み人に対してなんと切り出せば良いのだろうか。

　できる事ならば、最終的に膨ぼう大だいな量になるであろうこの羊皮紙の束が、誰だれにも見つかる事がなければ良いとすら思う。

　だが、結局はこうして見つかってしまったというわけだ。

　この文章が読まれているという事は、君がこの羊皮紙の束を見つけたという事だろう。

　あるいは、自分では読めなかった発見者に頼まれた解かい読どく役やくといった所だろうか。




　だが、私からすれば、そのどちらでも構わない。

　ここに記された手記を読むのが一いつ体たい誰なのか、私がそれを知る事はないだろう。

　とはいえ、今から自じ害がいするというわけではないが、この手紙を書き終えたら、私はこの手紙の束そのものを、家の中でなるべく人に見つからないような場所、少なくとも、この先50年から１００年は見つからぬような場所に隠かくしておくつもりだからだ。

　重ねて言うが、今から自害するつもりはない。

　自分から命を絶つなど、神の意志に反する愚おろかな行為だ。

　私はここにそれを強きよう調ちようしておく。




　私の名前はジャンピエール・アッカルド。

　詩や散さん文ぶんを地元の瓦かわら版ばんに載のせる事で僅わずかな賃ちん金ぎんを得ているが、こうした長文を記す事には慣れていない。だから、これを読んでいる人よ。読みにくい事があるかもしれないが、どうか最後まで

　　　　いや、いい。




　もしも、読み進める事が苦痛であれば、この手紙の束たばはすぐに元の場所にしまい、全てを忘れて欲しい。誰だれにも言わず、この手紙そのものを無かった事にしてほしい。

　なんなら燃やしてくれても構わない。

　私はただ、私自じ身しんの心の安あん寧ねいの為ためだけにこの文章を書き綴つづっているのだ。

　それを理解した上で、尚なおも読み進めるのなら、聞いて欲しい。




　私が見た、信じられない存在の事を。

　不ふ死しを手に入れた、複数の錬れん金きん術じゆつ師し達。

　これを読んでいる君は、この文字の羅ら列れつを見ただけで絵え空そら事ごとだと笑うかもしれない。

　あるいは、既すでに不死など当たり前の世の中となっているのかもしれない。

　だが、私が生きたこの時代では、誰もが不可能と知りつつ追い求める幻げん想そうに過ぎなかった。

　そうだ。

　幻想だ。




　だが、それでも──私は実際に見たのだ。

　不死の人間を。

　これから私が書き記すのは、私が目もく撃げきした、ロットヴァレンティーノの街の情じよう景けいだ。

　全てを私の目で見たわけではない。

　後々に人から聞いた部分もあるのだが──

　まずは、私が見た『不死者しや』、それについて書き記すべきだろう。




　私がその『再生』を見たのは、１７０７年──

　街の有力貴き族ぞくである、アヴァーロ家の夜や会かいに呼ばれた時の事だった】
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１７０７年　ロットヴァレンティーノ市　アヴァーロ家




　イタリア半島、ナポリ総そう督とく管かん轄かつ区くの北西。

　ナポリ市近きん郊こうの海岸沿ぞいに、その街は存在していた。

　人口五万人の小しよう都市、ロットヴァレンティーノ。

　斜面の多い土地に、石造りの建けん造ぞう物ぶつが海を望む形で並んでいるが、他の都市ほど荘そう厳ごんな景けい観かんというわけでもなく、ただ粛しゆく々しゆくとそこに存在するといった印いん象しようの街である。

　ナポリに連なる交こう易えきルートの一つとして数えられているこの小都市は、地ち中ちゆう海かいの影えい響きようを受けて比ひ較かく的てき温おん暖だんな気候となっており、郊こう外がいでは果くだ物ものの栽さい培ばいも行われていた。

　地中海に属するティレニア海は今日きようも鮮あざやかな青色を映し、一つ一つの風景を絵画のように彩いろどっている。

　造つくりだけを見れば、ナポリの町並みをそのまま圧あつ縮しゆくした光こう景けいとも言えるのだが、特に有名な名所があるわけでもなく、交こう易えき以外の人の出入りは殆ほとんど見られない土地だった。

　後の世では数多くの図書館やその石いし造づくりの建築自じ体たいが観光資し源げんとなるのだが、この時点では単なる地方都と市しに過ぎなかった。




　だが、そんな小さな都市でも、貴き族ぞく達の夜は眩まばゆく光る。




　　　　⇔




　煌きらびやかな夜だった。

　王おう宮きゆうにでもあるような、装そう飾しよく華か美びなシャンデリア。

　真しん鍮ちゆう製の装飾燭しよく台だいに百本近ちかい数の蠟ろう燭そくが立てられ、暖かみのある光が広大な室内を柔らかく照らしている。

　灯あかりの下では数十人の男女が歓かん談だんに勤いそしんでおり、荘そう厳ごんたる装飾に囲まれたホールは、上流階かい級きゆうの人間達が織りなす社しや交こうの場と化している。

　上流階級の人間の集まりというのは、そのホールに満ちる色しき彩さいの艶あでやかさが示している。

　何十、何百という言葉が緩やかに行き交っているが、そのどれもが場の空気に見合ったもので、まるでこの場にいる全ての老ろう若にやく男なん女によが、一つの『貴族』という型に当てはめられているようだった。




　そんなホールの中で、型から少々外れた男が一人溜ため息いきをつく。

「来るんじゃなかった、まったくよ……」

　居い心地ごこちの悪さを隠かくそうともせずに呟つぶやいたが、彼の声など周囲の人間達の耳には入っていない。

　身に纏まとう服の質も周囲の者達と比べて明らかに劣っており、時とき折おり貴族達が訝いぶかしげな目で青年を見つめては立ち去っていく。

　青年は自分が完全に場の空気から浮いてしまっている事を理解し、更さらなる溜息を吐はき出そうと大きく息を吸い込んだのだが──




「よう、来てたのか、ジャン」




　周囲の貴族達とは異なる、実にフランクな調子の声をかけられ、息を止めたまま振り返る。

　すると、そこには細い眼めをした長身の男が立っていた。

　ホール内にいる貴族達と同じような格かつ好こうをしているが、身に纏う雰ふん囲い気きはどことなく他の者達と異なり、若さに見合わぬ威い圧あつ感かんを放っている。

　まるで盗とう賊ぞく団だんの首しゆ領りようといった雰囲気の男であったが、ジャンと呼ばれた青年──ジャンピエール・アッカルドは、肺に溜ため込んだ空気を安あん堵どの息として吐き出した。

「よかった。アイルも来てたのか」

「一応は、うちの親おや父じが主しゆ催さいしてる夜や会かいだからな。……それと、ここではマイザーでいい。実じつ家かの中で渾あだ名なを呼ばせると妙みように思われる」

「なるほど、マイザーもその辺りの体てい裁さいは気にするわけか。いや、数年前まえまでのお前なら、敢あえてアイルって呼ばせてたんじゃないか？　家に対する当てつけでね」

　先せん刻こくまでの居い心地ごこちの悪さは何ど処こへやら、ジャンピエールは楽しそうに笑いながら頭一つほど背の高い男の肩を叩たたく。一方、マイザーと呼ばれたその男は、細い眼めを不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがめながら溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「どうでもいいだろう。このマイザー守銭奴って名前が嫌きらいで仕方ないのは確かだがな、こんな場所で親父やお袋ふくろに当てつけても名前が変わるわけじゃねえ」

「いっそ勘かん当どうでもされたらどうだい。アヴァーロケチ野郎って家か名めいからも逃れられる」

「……それも一時期、本気で考えたがな」

　マイザーは首をコキリと鳴らし、眼がん下かの友人を見下ろしながら問いかける。

「そういうお前こそどうなんだ、こういう社しや交こう場じようは初めてだろうが、今にもネズミに食われそうな情なさけない面つらぁしてたじゃねえか」

「……まあ、正直、居心地は良くないね。マイザーがいなきゃ帰る所だった」

　ジャンはホールの壁に寄りかかり、目の前に広がる光こう景けいを見ながら呟き始めた。

「人、人、人。単純に目に映るのは結局の所それだけさ。だが、街中を闊かつ歩ぽする群ぐん衆しゆうのような活気に満ちているわけではなく、かといって葬そう列れつのような陰いん気きさでもない。お互い腹に何かを抱えながら、相手を試し、疑い、絡め取ろうとしているかのようだ。……っと、こんな風ふうなインチキ臭い感想でも期待してるのかい、詩人としてのこの俺おれに」

　もって回った口ぶりから、唐とう突とつに砕くだけた調子になるジャンの言葉に、マイザーは首を振りながら答えを返す。

「お前に詩人の才能を期待してる奴やつはいねえよ。お前は寧むしろ、文章よりも弁べんの方が達たつ者しやだしな。……まあ、読み書きの速さも異常だがな、お前は」

「せっかくこんな図書館だらけの街に生まれたんだ。最大限に生かさなきゃ損だろ」

　肩を竦すくめるジャンに対し、マイザーは再さい度ど溜息を吐つきながら言葉を紡つむぎだした。

「だが、どういうわけか、お前のへたくそな詩と作さく劇げきが妙みように評ひよう価かされちまって、こんな場ば違ちがいな所に呼ばれた……ってわけか」

「そう僻ひがむなよ。お前にだって何かの才能はあるさ。不良どものリーダーなんかで収まるタイプじゃないってのは解わかる」

　わざとらしく尊そん大だいな調子を見せてからかうジャンピエールに、マイザーは細い眼を虚こ空くうに向け、暫しばし沈ちん黙もくに包まれる。




　マイザー・アヴァーロは、このロットヴァレンティーノに住む20代の青年だ。

　貴き族ぞくの青年達による愚ぐ連れん隊たい『腐くさり卵たまご』のまとめ役であり、彼かれ自身、街の有ゆう力りよく貴族であるアヴァーロ家の長男であり、れっきとした貴族の一員である。だが、そうした家いえ柄がらや『街』そのものへの反発などから『腐り卵』を造つくり上げ、街にそこそこの悪あく名めいを響ひびかせながら現在に至る。

　もっとも、悪名の殆ほとんどは他のメンバーの素そ行こうの悪さから来るものであり、彼自身は率そつ先せんして悪あく事じを働くわけではない。それでも彼がリーダーとして祭り上げられているのは、彼自身の腕うでっ節ぷし──とりわけ、街一いち番ばんと言われる短たん剣けん技術による『喧けん嘩か強さ』が大きな理由となっていた。




　そんな彼の悪あく友ゆうであるジャンピエールは、古くからこの港みなと町まちに拠きよ点てんを置く交こう易えき商人の息むす子こであり、本来なら貴族の集まりに参加できるような身の上ではない。

　だが、彼はこの街唯ゆい一いつの『詩人』であり、若くして彼の作品はそこそこ周囲に認められ、ロットヴァレンティーノだけではなく近きん隣りんの都市でも僅わずかに名が知られている存在だった。

　もっとも、彼の本ほん分ぶんである詩よりも、片かた手て間まで書いた劇の脚きやく本ほんの方の評ひよう価かが高い事に些いささか不満を感じているのだが──そんな彼の心しん情じようが考こう慮りよされる事はなく、劇げき作家としてこの『夜や会かい』に招かれる結果となったのである。




「お前の親おや父じさんにお招き頂いたのはありがたいが、正直もう帰りたいね」

　隠かくすことなく愚ぐ痴ちを溢こぼすジャンピエールに、マイザーは苦く笑しようしながら口を開いた。

「そう言うな。こういう所にも慣れておいた方が、作さく劇げきの参考になるんじゃないのか？」

「現実を知らない方がイメージが膨ふくらむ、という事もあるさ。なるほど、こんな息いき詰づまる空気じゃ貴族の卵が腐るのも仕方ない」

　悪友に皮ひ肉にくを言いつつ、やはりもう帰るべきかと考えていると──




「あの……もしかして、ジャンピエール・アッカルドさんではありませんか？」

　と、遠えん慮りよがちな声がジャンの耳に入ってきた。

　マイザーと共に振り返ると──そこには、一人の青年が立っていた。

　年の頃はマイザー達と同どう程てい度どだろうか。長い前まえ髪がみによって目が隠されており細かい表情は窺うかがい知れないが、口元にはやや興こう奮ふん気ぎ味みの笑えみが浮かんでいる。

　貴族とも町ちよう人にんとも違う雰ふん囲い気きの服を身に纏まとっており、どこか学者を思わせるような出で立ちの男だ。

「そうですが……貴方あなたは？」

　訝いぶかしげに尋たずねるジャンに対し、青年はしまったという調子で、照れながら口を開く。

「これは失しつ礼れい致しました。憧あこがれの方を目の前にして舞い上がっていたようです。私はアヴァーロ家に懇こん意いにして頂いていた錬れん金きん術じゆつ師しの助手をしていた者でして……」

　男は口元に爽さわやかな笑えみを貼はり付けたまま、ジャンとアヴァーロに恭うやうやしく一いち礼れいして見せた。




「ラブロ……ラブロ・フェルメート・ヴィラレスクと申します。どうぞ、以後お見知りおきを」




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【それが、私とあの錬金術師……正確には錬金術師の卵たまごとの出会いだった。

　実に爽やかな男だった。

　前まえ髪がみが長いのが妙みように怪あやしく感じられたが、話していたらすぐに気にならなくなった。妙な事を言うようだが、昔からの知り合いと接する気軽さを持って話す事ができる人間といえるだろう。もっと単純に表現するなら、話しやすい人間だ。




　ともあれ、彼が『最初の一人』だった。

　恥はずかしながら、私はその時まで錬金術師という集団に会ったことなどなかった。

　特に会いたいとも思わなかった。

　錬金術がインチキ臭いと思っていたわけではない。

　もっと別の理由によるものだ。

　これは、我がロットヴァレンティーノの恥ち部ぶでもあるが、一つここに告こく白はくしなければならない事がある。この手紙をなるべく後こう世せいまで見つからないように隠かくさねばならない理由の一つだ。

　ロットヴァレンティーノという街は、１７０５年頃ころまで、些いささか特とく殊しゆな状況に置かれていた。

　錬金術師が持ち込んだ『薬』や『偽にせ金がね』の精せい製せいを町ちよう人にん達が独どく占せんし、その利益で貴き族ぞく達から街そのものを買い上げようとしていたのだ。

　そんな時期に、『仮か面めん職人』という連れん続ぞく殺人鬼きが現れ、街はちょっとした混乱に陥おちいっていた。本ほん題だいではないので、ここにその事件の顚てん末まつを詳しく記す事は避けるが──




　罪。

　そう、罪だ。

　あの時期、街の誰だれも彼もが罪を犯していた。

　私も直ちよく接せつ薬や偽金の製作に関わっていたわけではないが、そうした事が行われているのは知っていた。そして、その『薬』の作さく成せいの為ために、ある境きよう遇ぐうの子供達に惨むごたらしい仕し打うちをしていた事も知っていた。

　だが、私は何もしなかった。

　それが当然だと思う者もいた、間違っていると思う者もいた、様々な思し念ねんが緩やかな渦か動どうを生み出してはいたが、そんな事はなんの意味もない。何もしなかった時点で、結果の上では同どう罪ざいだ。ロットヴァレンティーノの街は、一つの事件を通して確かに同罪だったのだ。




　仮か面めん職人と呼ばれる殺人鬼きが、その罪を暴あばき出したのが１７０５年の事だったが──それをこの手しゆ記きの中で語る事は止やめておく。私もあの事件について全てを知っているわけではないのだから。

　もっとも、仮面職人についてはこの手記の中でも後のち々のち触れる事になると思うが、それはまだ先の話だ。




　ともあれ、我々は、そうした『罪』を、一時期錬れん金きん術じゆつ師し達になすりつけようとした事がある。やはり私は、冤えん罪ざいが生み出されようとしている事を知りながら何もしなかったのだ。

　仮面職人同どう様よう、その話はとりあえず横に追いやるとしよう。

　運命が味方すれば、君がその１７０５年の事件についての詳しよう細さいを知る事もあるだろう。私のこの手記は、君に味方すべき運命ではなかった。それだけの話だ。

　話を戻そう。

　そうした罪ざい悪あく感から、私は錬金術師達と積極的に関わろうとはしていなかった。

　マイザーの家が近きん隣りんの都市の錬金術師集しゆう団だんと懇こん意いという事は知っていた。その中でもベグ・ガロットという男は薬品作づくりのエキスパートらしく、この街に先述の『薬』の原げん型けいとなるものを持ち込んだのもその男だった。

　もっとも、その時点の私には、そんな裏うら事情など知る由よしもなかったのだが】




　　　　⇔




「……ああ、ベグの連れ合いか」

　マイザーの言葉に、ラブロと名乗った男は再度一いち礼れいしてみせた。

「これはこれは、同門のベグがいつもお世せ話わになっております」

「ベグはどうした？」

「ええ、マイザー様の御お父ちち上うえと会われているようです。私はその間、この子のお守もりというわけです」

「お守り？」

　ジャンとマイザーが首を傾かしげるのとほぼ同時に──

　ラブロの背後から、小さな影がゆっくりと顔を覗のぞかせる。

「ほら、チェス。御ご挨あい拶さつしないと」

　錬れん金きん術じゆつ師しの青年に促うながされ、小さな人ひと影かげはコクリと頷うなずき、恐る恐る顔を出しながら呟つぶやいた。

「あ、あの……チェスワフ・メイエルです。よろしくお願いします」

　人影の正しよう体たいは、まだ６歳さい前後と思おぼしき少年だった。

　怯おびえるように長身のマイザーを見上げる子供に、ジャンは思わず噴ふき出してしまう。

「おいおい、怖がられてるぞ、マイザー」

　そんなからかいの声を無む視しし、マイザーは身を屈かがめながらポン、と少年の頭に手を置いた。

「マイザーだ。宜よろしく。みんなにはアイルって呼ばれてる」

[image: ]

「呼ばせてる、の間違いだろ」

「こっちの馬鹿はジャンピエール。ジャンでいい」

　仏ぶつ頂ちよう面づらをなんとか笑顔に歪ゆがめる青年に、チェスワフはアワアワとしながら眼めを泳がせる。

　そんな少年をフォローするように、ラブロが柔にゆう和わな調子で謝しや罪ざいの言葉を口にした。

「すいません、人ひと見み知しりが激しくて。この子は我々の師の一人息むす子こでして……」

「ああ、ベグの奴やつから名前は聞いてる」

　マイザーはそのチェスワフという子供に対して複雑な感情を浮かべかけたが、それを抑え込みながら苦く笑しよう混じりに語りかける。

「まあ、錬れん金きん術じゆつ師しなら話の種たねにも困らないだろ。ゆっくりしていってくれ」

　そして、ジャンの方に視線を送り──

「どうやら、あんたはこの劇げき作家のファンらしいしな」

「えッ？」

　ジャンは呆ほうけた顔を見せ、最初の挨あい拶さつでラブロがマイザーではなく自分に声をかけてきたという事を思い出した。一方、ラブロはマイザーの声に合わせて口元に笑えみを浮かべ、呆けたままのジャンの手を取って子供のようにはしゃいだ言葉を紡つむぎ出す。

「ええ、ええ！　本当にお会いできて光こう栄えいですジャンピエールさん。最さい新しん作さくの戯ぎ曲きよくである『ドルゴー家の石せき柱ちゆう』、楽しませて頂きました」

「止やめて下さい。恥はずかしい」

　ストレートな賞しよう賛さんの声に、ジャンは顔を赤くする。

　本来は詩し吟ぎんで成功する事を夢見ている彼にとって、食いつなぐ為ために書いた劇の脚きやく本ほんが評ひよう価かされるのは複雑な気分だった。さりとて怒りがこみ上げるわけでもなく、純じゆん粋すいに気き恥はずかしさだけが心の中に渦うず巻まいていた。

　だが──そんなジャンの心を読んだかのように、ラブロはチェスの頭を撫なでながら口を開く。

「貴方あなたの処しよ女じよ作さくである詩集も読ませて頂きました。いや、実に独どく創そう的で、失礼ながら、あれが最初の作品とは信じられませんでした」

「なッ……」

「あの独創性が根こん底ていにあるからこそ、新たに足を踏み入れた作さく劇げきの領りよう域いきにおいても人の心を捉とらえる事ができるのでしょう。この街に来た時は単なる物もの見み遊ゆ山さん気分でしたが、貴方に会えて本当に光こう栄えいです」

「はは、随ずい分ぶん口の回る人だね。お世せ辞じを言っても何も出ないよ」

　そんな事を呟つぶやきつつも、口元が今にも笑い出しそうに震えているジャンの顔を見て、マイザーは確信する。

　──ああ、ジャンの奴やつ、本気で嬉うれしがってるな。




　ラブロによる賞賛はその後暫しばらく続き、ジャンはそれをむずがゆそうに聞いていたが、さりとて本気で止める事もなかった。

　マイザーは呆あきれながらも口を挟むような真ま似ねはせず、ラブロの陰に隠かくれる子供に眼めを向ける。

　──この子が、チェスか。

　既き知ちである錬金術師、ベグ・ガロットが、この少年について語っていた事がある。

　──たしか、この子の両親は事故で死んでるんだったな。

　──このラブロ・フェルメートって奴とベグが家族代がわりって事か。

　──まだ小さいのに、可哀かわい相そうにな。

　──……いや、こいつにはまだ家族がいるだけマシか。

　そこで、マイザーはこの街に住むある種の子供達の事を思い出した。

　──……下へ手たすりゃ、そのまま売られてこの街に来て……あの仕事をやらされてたって可能性もあるんだからな。……まあ、今はもう大だい丈じよう夫ぶだが……。

　数年前まえのとある事件の事を思い出しつつ、マイザーは再び少年の顔を見た。

　チェスワフは本当に人ひと見み知しりが激しいようで、ラブロの服の裾すそを摑つかんだまま放そうとしていない。間まが持たなくなったマイザーは、とりあえずその少年に話しかける事にした。

「チェスワフ……ああ、チェスでいいか。何か腹は減ってないかチェス？　用意させるぜ」

　マイザーの言葉に、チェスワフはピクリと体を反応させ、子こ猫ねこのような表情でマイザーを見上げた。そして、恐る恐る自分の言葉を口にした。

「……シャーベット」

　すると、それを聞いたラブロが、ジャンへの賞しよう賛さんを中ちゆう断だんして苦く笑しようしながらチェスを諫いさめる。

「ほらほら、いけないよ、チェス。そんなワガママを言っちゃ」

「……でも、食べたいよう、フェルメート」

　おねだりするようにお守もり役を見上げるチェスに、マイザーは笑いながら言った。

「ああ、今いま用意してやるよ」

「よろしいんですか？　あの、お気き遣づかいなく。シャーベットなど高級品でしょう」




　１７００年代初しよ頭とう、まだ冷凍庫と呼べる物は発明されていなかった。保ほ冷れい庫こならばともかく、水を凍こおらせる箱という概がい念ねんが生まれるのはまだ少し先の事となる。

　だが、シャーベットは当時既すでに存在していた。無む論ろん、遥か古こ代だいから雪や天てん然ねんの氷を利用した氷ひよう菓かは存在していたのだが──この時代には、ひと味違ちがった氷菓の製法が広まっていた。

　硝しよう石せきを水に溶かす際、周囲の熱が吸収されるという現げん象しようが発見されて以降、硝石を大量に手に入れられる貴き族ぞく達の間で『ワインを冷やす為ため』にその技術が伝でん播ぱし、その中で、応用としてジュースなどを凍らせてシャーベットを作る事が知られるようになったのだ。

　とはいえ、当然ながら庶しよ民みんがおいそれと作れるようなものではなく、貴族達の間だけに広まった贅ぜい沢たく品ひんの一つであったと言えるだろう。




「すいません。チェスワフは本当に氷菓が好きで……。以前、北の街に行った時などは酷ひどかったんですよ。食料の中から砂糖や蜜みつを持ち出したと思ったら、積もっていた雪にかけて食べ始めるんですから！」

「だって……おいしかったんだもん……雪……」

　恥はずかしそうに顔をうつむけるチェス。

　そんなチェスの頭を再度撫なでつつ、マイザーは言った。

「いや、いいさ。どうせ客のお嬢じようさん方の為ために余よ分ぶんに用意してあるだろ。給きゆう仕じに頼んでくるから待っててくれ」




　マイザーはそのまま場を去り、後には詩人と錬れん金きん術じゆつ師しと子供という奇き妙みような取り合わせの三人が残される。賞しよう賛さんも途と切ぎれた事だし、話の間まが持たなくなるのではと考えたジャンは、何かしら話題を探すのだが──

　──どうしようか。錬金術の話など私がついていけるわけもないし……。

　そんな事を考えていると、また心を見み透すかしたかのようにラブロの方から声をかけてきた。

「カフェ・ド・プロコープ」

「え？」

「シチリア人の商人、フランソワ・プロコープがパリに開いたカフェだそうですが、氷ひよう菓かなども扱っているそうですよ。貴方あなたのような詩人や劇げき作家、他にも画家や学者に人気のある店だそうです。もしパリに行かれる事があるのなら、覗のぞいてみては如何いかがですか？」

　目の前の男は本当に自分の事を『芸術家』として扱ってくれているのだなと気付き、ジャンは再び気き恥はずかしくなり、誤ご魔ま化かし混じりの早はや口くちで言葉を返す。

「……はは、パリにまで出向く予定はありませんよ。私はきっと、この街に留とどまり、この街の中に沈んでいく事でしょう。そんな予感がある」

「なるほど。確かに、貴方がそれを望むならそうなのかもしれません」

「……」

　意い外がいと素そっ気けないラブロの言葉に対し、心の底で『そんなことはない。貴方は世界に羽ばたくべき人材だ』と言って欲しかった自分に気付き、ジャンはますます顔を赤らめた。

　だが──ラブロは、そんな彼の顔を更さらに火ほ照てらせる台詞せりふを口にする。

「でも、貴方が詩や台だい本ほんとして記した言葉は、貴方の意い思しとは関係無なく、広く世界に飛び回っていますよ。だからこそ、私も貴方の名を知り、こうしてお会いする事ができたのですから」

「止やめて下さい、恥ずかしい。私の話より、ラブロさんの話をしてくださいよ」

　照れ隠かくしで思わず出た言葉だが、直後にジャンはしまったと思う。

　──だから、錬金術の話をされても……。

　慌あわてて言い直そうと思った時には既すでに遅く、ラブロは爽さわやかな笑顔で口を開いていた。

「ああ、これは失礼。……とはいえ、錬金術の専門的な話をした所で、私のような見習いではその深しん淵えんをお話しできる筈はずもないのですが……」

「それを言ったら、私は錬金術に関しては無む知ち同どう然ぜんの素人しろうとです。深淵などを話されても頭に入りはしませんよ。あくまで、今後の作さく劇げきや詩しい歌かの参考になればと思うだけです」

「鉄くずを金に変える。そんな途と方ほうもない夢に取とり憑つかれた男達を描いた喜き劇げきですか？」

　笑いながら言うフェルメートに、ジャンは慌てて首を振る。

「とんでもない！　そんな貶おとしめるような真ま似ねなど……」

「いいんですよ。私も、滑こつ稽けいだと思っていますから」

「？」

　訝いぶかしむジャンに、ラブロは笑いながら語り出す。

「賢けん者じやの石にホムンクルス。鉄くずを金に変える、更さらにはオプス・マグナム大いなる作業による神と自分自じ身しんの同どう一いつ化か……そんな『到とう達たつ点てん』だけを見ると、確かに滑稽極きわまりない道どう化けに過ぎませんよ。本来の考えでは金の精せい製せいは金かね儲もうけが目め当あてではないのですが、端はたから見れば金目当ての欲よく深ぶかな学者崩くずれ……今の時代ではそう見られても仕方ないでしょうね」

「いや、そこまでは……」

「ああ、誤ご解かいなさらずに。私も自らの学問を卑ひ下げしているわけではありません。その途と方ほうもない夢を目指す過か程ていで、実用的な『科学』を生み出してきたわけですから。錬れん金きん術じゆつとは、私にとって尊そん敬けいすべき道です」

「なるほど」

　自分にも理解できる話で良かった。

　そう安あん堵どしつつ、ジャンは適当に頷うなずいたのだが──

「だが、畏い敬けいすべき道という物もあります」

　不ふ意いに、ラブロが妙みような事を言い出した。

「え？」

「それを扱う者はあくまで錬金術の一いつ端たんと言いますが、端から見れば錬金術ではなく、寧むしろそれを一段階飛とび越えた魔ま術じゆつの類たぐい……そんな物の方が、貴方あなたの創作意い欲よくを刺し激げきするのではありませんか？」

「いや……どうでしょうね。私は現実の中に皮ひ肉にくを見つけるタイプですから……。それに、金を作ったりしようって時点で、私にとっては魔術と変わらない」

「それもそうですね」

　柔にゆう和わな笑顔を崩くずさず、悪戯いたずらを思いついた子供のような調子で、尚なおも語り続けるラブロ。

「ですが、実際眼めにしてみるとまた違った感覚かもしれませんよ？」

「実際、金を作る所を見せてくれるんですか？　それは凄すごい。金きん相そう場ばが崩れて市し場じよう経済が破は綻たんするのが眼めに浮かぶようだ」

　悪意の無い皮肉で返すが、ラブロはゆっくりと首を振る。

「それならば良かったのですがね。目め利ききのできない人達にとっては、この街から生まれる偽にせの金でも十分でしょうけど」

「……おいおい、錬金術師しなら知っているのは当然だろうが……その話は、この貴き族ぞくの集まりではしない方がいい」

　周囲を気にしながら、ジャンは小こ声ごえになって相手を諫いさめた。

　偽にせ金がねがいまだにこの街から出回っているのは確かだが、その背はい後ご関係までは解わからない。

　ただ、その偽金によって、かつて民みん衆しゆうから街を買われかけた事のある貴き族ぞく達にとっては、触れてはならない一種のタブーのようなものなのである。

　マイザーが『腐くさり卵たまご』を組織した理由の一いつ端たんにも、『偽金』と『薬』によって腐ふ敗はいした街に嫌いや気けが差したという事があるのだろう。それを知っているだけに、ジャンは余よ計けいに神しん経けい質しつになっていた。

「これは失礼しました。まあ、そうした『魔ま術じゆつめいたもの』を、実際に眼めにできるとしたら……如何いかがですか？」

「勿もつ体たいぶらないで言ってくれないか？　その魔術めいたものっていうのは一いつ体たい何なんだい」

　周囲を気にしつつ、適当に話を合わせる為ために返した言葉だったのだが──

　ラブロが次に呟つぶやいた言葉に、ジャンは眼を丸くする事になる。




「不ふ老ろう不ふ死し」




「……何だって？」

「不老不死を手に入れた錬れん金きん術じゆつ師しがこの街にいる……そう言ったらどうしますか？」




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【最初に聞いた時は、性た質ちの悪い冗じよう談だんだと思った。

　だが、少し話しただけの関係ではあるが、子供じみた噓うそをつくような男にも思えなかった。

　話を詳しく聞いてみると、街に無む数すうにある図書館の一つ。そこの館長をしながら若者達に錬金術を教えているダルトンという男が、かつて『悪あく魔ま』を呼び出し、不死の体を手に入れたのだという。ダルトンという男はラブロの古い知り合いらしく、その日、彼がこの街にやって来た理由の半分は、その男に挨あい拶さつをする為ためだったらしい。

　ラブロは、ダルトンの不死の力を見たければ、話を通してもいいと言いだした。

　何な故ぜ私に？　そう聞いたら、ラブロは笑いながら答えた。

　『貴方あなたのような、現実を正しく見られる人間にこそ、真実を知って欲しい』と。

　そして、私はその単たん純じゆん極まりない言葉に乗せられた。自ら望んで乗せられたのだ。

　興きよう味みが無いと言えば噓になるからだ。

　下らない与よ太た話ばなしだと思うだろう。

　悪あく魔まなどという単たん語ごが出てきた時点で、君はこの手しゆ記きを箱に戻すかもしれない。

　そうしてくれるなら、寧むしろその方がありがたい。

　私自じ身しん、この手記を書いている今の段階……最初に『それ』を見た時から幾いく星せい霜そうを経た今になっても、まだ心の整理がついていないのだから】










【さて、羊よう皮ひ紙しを捲めくった君は、まだ、私の手記に興きよう味みがあると思っていいのだろうか。

　私の手記の中に真実の匂においを感じたのか、単に与よ太た話ばなしの続きを知りたかったのか、それは問わない。ただ、君が羊皮紙の続きを眼めにしたという事実だけを尊そん重ちようする。

　未来への確かく証しようなど何も無いが、私はあらゆる可能性を考こう慮りよしてこの続きを記そうと思う。




　結局、私は疑いながらもパーティーを抜け出し、ダルトンという男に会いに行く事になった。

　もっとも、不ふ死しなどという物に興味を持った愚ぐ者しやは、私一人ひとりではなかったのだが】




　　　　⇔




「マイザーまで来る事はなかったのに」

「アイルと呼べ」

「家から出た途と端たんにこの調子だ。全く、とんだ我わが儘ままぼうやだよお前は。俺おれが心配でついてきてくれたんなら、少しは俺に自由を寄よ越こそうとは思わないのか」

「別にお前を心配したわけじゃないし、相手が心配なら余よ計けいに自由なんざ与えたくないだろ。……ダルトンという男には、俺も興味があった。それだけだ」

　マイザーと並んで、フェルメートとチェス──そして、後から合流した一人の錬れん金きん術じゆつ師し、ベグ・ガロットが夜の町を歩み続ける。

　本来ならば貴き族ぞくの息むす子こであるマイザーがこんな面子メンツで夜に出歩く事などあってはならないのだが、『腐くさり卵たまご』のまとめ役である彼に関しては、本人も周りも特に気にはしないようだ。

　そして、少し前を歩く錬金術師達には聞こえぬように、小こ声ごえでジャンに語りかける。

「そもそも、ダルトンってのは謎なぞの多い奴やつでな。あの色キチ領りよう主しゆと繫つながりがあるらしい。どんな縁えんなのかは知らねえがな」

「色キチって……ボロニアル様の事か？　少しは自分の町の領主に敬けい意いを払ったらどうだい」

「一昨年おととし、町の暴ぼう動どうを鎮ちん圧あつした時は少しは見直したがな。あくまで少しだけだ。まあ、あの色キチぐらい開き直れたら、俺の弟も苦労しねえんだがな」

「ああ、そういえば君の弟、給きゆう仕じの女の子に惚ほれたんだっけか？　名前はシルヴィだったかな。まだ親おや父じさんも知らないんだろ、それ。バレたら勘かん当どうされる前にその女の子がどうにかされてしまいそうだな。戯ぎ曲きよくのネタとしては少々古こ典てん的すぎるかね」

　無ぶ粋すいなジョークを口にするジャンを睨にらみ付けながら、マイザーは話の流れを元に戻す。

「……とにかく、うちの親父がそこを歩いてるベグって奴やつと組んだように、領りよう主しゆは錬れん金きん術じゆつ師し様と繫つながりがあるってわけだ」

　歩きながら首をゴキリと鳴らし、細い眼めを更さらに細めるマイザー。

「そんな錬金術師が『不ふ老ろう不ふ死し』だなんて話を聞いちゃあな。あの色キチの事だ。『女達を若いまま永遠に手元におく』とか言い出して不老不死の研究に手を出しかねねえ」

「しかし、ラブロ氏もどういうつもりかね。俺おれはともかく、お前まで誘うなんて」

「……なんだよ『俺はともかく』って」

「彼は、私のセンスを買ってくれていたからこそ誘ってくれたわけだからな。お前みたいな粗そ暴ぼうの塊かたまりみたいな奴、仮に不老不死なんて奇き跡せきを目まの当たりにしたとしても、その半分も理解できるかどうか」

　威い圧あつ感かん漂う男に軽かる口くちを叩たたくジャン。

　その後こう頭とう部ぶをマイザーが平ひら手てで叩き抜いた瞬しゆん間かん、前を歩くラブロが振り返った。




「何、簡単な事ですよ。マイザーさんは普通の貴き族ぞくとはどこか違う。ですから、あなたにも町が孕はらむ一つの異い質しつ、それをお見せしておいた方がいいと思いましてね。貴方あなたとダルトンさん、お互いの為ために」




　──聞こえてたのか。

　マイザーとジャンは同時にそう思い、気まずい空気が漂いかける。

　それを誤ご魔ま化かす気があるのかないのか、マイザーは溜ため息いきを一度吐ついた後、いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで問いかける。

「お互いの為ってのは良く解わからんが……。そもそも、そのダルトンって奴は、俺達みたいな部ぶ外がい者に不老不死がどうこうの証しよう拠こってのを見せてくれるのか？」

「別に隠かくしてもいないそうですから。仮に『あの男は不老不死だ！』なんて噂うわさが出たとして、そんな話を真剣な顔をして語る人がいたらどう思います？」

「……酒か薬か、どっちかのやり過ぎを心配するな」

「そういう事です。あまりにも現実離ばなれした事実など、隠そうが隠すまいが絵え空そら事ごとにしてしまう。それが人間の本ほん質しつです。……と、着きましたよ。ベグ、どうですか」

　ラブロの言葉に、ベグと呼ばれた錬金術師が反応した。

　ターバンを巻いた無ぶ精しよう髭ひげの男で、お世せ辞じにも人にん相そうが良いとは言えない。

　だが、その手を握っているチェスが夜よ道みちだというのに安あん堵どの表情を見せている事から、少なくとも少年には信頼されているのだろう。

　ジャンはそう判断し、マイザーとも知り合いだというその錬れん金きん術じゆつ師しに関してはあまり詮せん索さくしなかった。

　ただ、その錬金術師は妙みように饒じよう舌ぜつで、歩いている間もずっとチェスと話し続けていたような記き憶おくがある。だからこそ、それに呆あきれたラブロがこちらの話に聞き耳を立てていたのかもしれないが。

「さあ着いたがダルトン氏はいつもどおりの場所にいるってこった。しかし驚いたね俺おれはマジで驚いたよ人ひと付き合いの少ないフェルメートがここに人を連れて行きたいとか言い出すから何か夜や会かいで悪いもんでも食ったと思ったがまさかマイザーとはねえ。しかももう一人はラブロが熱心に読みあさってた詩集の作家とはなこれは何かの偶ぐう然ぜんかね」

　いつ息いき継つぎをしているのかという程ほどの勢いでまくし立てつつ、ベグは図書館の門をくぐっていった。

　その際、彼らは数人の男女とすれ違う。

　まだ若い男女で、図書館を利用していた町まち人びとか、あるいはここで開かれている錬金術の私し塾じゆくの生徒達と思われる。

　実際、町の図書館のいくつかは錬金術師達たちの私し有ゆう地ち状態となっており、錬金術師を避けてきたジャンにとって、この図書館は『使わない図書館』に分ぶん類るいされる場所だった。

　なるべく眼めを会わさぬように通り過ぎようとしたジャンだったが──

　すれ違う少年の一人が、唐とう突とつに立ち止まって声をあげた。

「あれ、アイルさん！」

「？」

　その場にいた全員が、マイザーと少年に眼を向ける。

　図書館から出てきたのは三人。

　一人は黒くろ髪かみに金きん眼がんという冷たい表情の少年。

　一人はブロンドの長ちよう髪はつを靡なびかせ、頰ほおを染そめながら黒髪の青年に寄り添そう少女。

　そしてマイザーに声を掛けたのは、どこか北ほく欧おう風ふうの顔立ちを思い起こさせる金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年だ。特別美び青せい年ねんというわけでもないが不ぶ細さい工くというわけでもなく、子供っぽい笑顔が似に合あう、極ごく々ごく普通の青年だ。

　年とし頃ごろは三人とも16、７歳さいといった所だろうか。

　愚ぐ連れん隊たいである『腐くさり卵たまご』の一員にはとても見えず、そもそも貴き族ぞくとは思えない。ジャンは一体どのような知り合いなのか気になり、マイザーの反応を窺うかがった。

「……よう、久しぶりだなエルマー。相変わらず薄ら寒い笑顔を貼はり付けやがって」

　特に再会の悦よろこびや嫌けん悪おといった感情の蠢うごめきはなく、淡たん々たんとした調子で言葉を返すマイザー。

　そんな彼に対し、エルマーと呼ばれた少年は、長身の不ふ良りよう貴族を恐れもせずに口を開いた。




「そういうアイルさんは、もっと笑った方がいいですよ」




　　　　⇔




数分後　大おお通どおり




「……なあ、エルマー。さっきの奴やつ、『腐くさり卵たまご』のリーダーだろう？」

「ん？　そうだよ？　アイルさんね」

　ジャンやマイザーとすれ違った少年達が暗くなった町の中でそんな会話を紡つむぎ合う。

「なんであそこに居たんだ？」

「さあ？　本でも読みに来たんじゃない？」

「……周りに居た奴らの事、知ってるか？」

　黒くろ髪かみの少年の言葉に、エルマーと呼ばれた青年は暫しばし考え──笑いながら手を振った。

「全ぜん然ぜん覚えがないや。どうしたの？　そんなに気にして」

「いや、あの前まえ髪がみが長かった奴……俺おれを見て驚いたような顔を一いつ瞬しゆんしたからさ」

「そうなの？　なら、直接聞きけば良かったのに」

「お前じゃないんだ、一いつ緒しよにするな」

『腐り卵』のリーダー以上の仏ぶつ頂ちよう面づらで呟つぶやく黒髪の少年に、傍かたわらに立っていた少女がポンと手を叩たたいて口を開く。

「きっと、ヒューイ君が素す敵てきだったから、思わず女の子かと思って見とれちゃったんだよ！」

「気持ち悪い想そう像ぞうは止やめてくれ」




　それ以上想像するのが嫌いやになったのか、その後、黒髪の少年は先せん刻こくの男達について考える事を止めた。彼にとっては、たとえあの男が以前に会ったことがあろうが無かろうが、どうでもよい事だったのだから。




　少なくとも、この時点の彼にとっては。




　もしもこの時、前髪の男について更さらに深く思い出そうとしていたら、少しでも警けい戒かい心しんを植え付けていれば、彼らの運命は大きく変わっていたかもしれない。




　彼らがそれに気付くのは、まだ先の話。

　ほんの数年だけ──先の話。




　　　　⇔




同どう時刻　『第三図書館』館かん内ない




　ロットヴァレンティーノの町で、かつて貴き族ぞく達がそれぞれの家ごとに建築させた図書館の数々。まるで貴族達が自分自じ身しんの知識を誇ろうとしたかのように、惜おしむ事こと無なく財が注つぎ込まれた建築群ぐん。

　その中において、過か度どの装そう飾しよくこそないものの、一ひと際きわ年ねん季きの入った雰ふん囲い気きの建築物がある。

　俗に『第三図書館』と呼ばれる場所で、この町の貴族ではなく、何な故ぜかプロイセン王国の北部の島に住む一族が援えん助じよを行っているという、町の中でも少々特とく殊しゆな存在だ。

　そんな図書館の中を、奇き妙みような取り合わせの五人組が闊かつ歩ぽする。

　通路の所々にはまだランタンの火が灯ともされており、館内に人が残っている事を想そう像ぞうさせる。

「なあ、軽く挨あい拶さつしただけで行っちまったが、さっきの小こ僧ぞうは誰だれなんだ？」

「いや……俺おれも詳しくは知らんが、町でたまに会う奴やつでな、暇ひまつぶしにちょくちょく話をしてる程てい度どの奴だ」

「お前みたいなおっかない奴に、あんな気き軽がるに話しかけるなんざ、確かに変わり者だな」

「ああ、お前と良い勝負かもな」

　毒どくにも薬にもならない会話を交わしつつ、石いし造づくりの図書館の通路を進む一いつ行こう。

　周囲に人ひと影かげは無く、彼らの足音だけが冷れい涼りような空気の中に木霊こだまする。




「……怖いよう、ベグ」

「なにも怖い事があるか。夜ってのは大たい抵ていこんなもんだしうちの町の方はもっともっと真まっ暗くらだろうよチェス。初めて来る場所だからまだ慣れてないだけさ。それにそんなこと言ってたらダルトンのダンナに会った時に腰を──────」

　怯おびえるチェスにベグがそう笑いかけた所で、通路の奥にある灯あかりが揺れた。

　通路の曲がり角に、唐とう突とつに影が浮かびあがる。

　漆しつ黒こくの蛇へびを思わせる、滑なめらかに曲がった巨大な影だ。

「キャアァアッ！」

　少女のような悲鳴を上げ、ベグの足にしがみつくチェス。

　寧むしろその悲鳴に驚いてジャンはビクリと体を震わせたのだが──

「……騒さわがしいな。本に響ひびくから静かにしたまえ」

　通路の奥から現れたのは、リンゴほどの大きさの丸いカーブを描く、くすんだ銀ぎん色いろの鉤かぎ爪づめだった。

　ジャンが眼めを丸くしていると──その鉤かぎ爪づめに続いて、白はく髪はつを生はやした老ろう齢れいな男が顔を出す。

　どうやら鉤爪は男の義ぎ手しゆらしく、右手て首くびの代わりに腕に装そう着ちやくされているようだった。

　長く伸びた口くち髭ひげと顎あご髭ひげ、頭に被かぶる鍔つば広ひろ帽ぼう。錬れん金きん術じゆつ師しというより軍ぐん人じんか商人のような風ふう格かくを見せており、鉤爪も考こう慮りよすればカリブの海かい賊ぞくと言われてもおかしくない外がい観かんだ。

　そんな老人の姿すがたに、チェスはますます怯おびえたように身を震わせ、ジャンも思わず背に冷ひや汗あせを滲にじませた。

　だが、ラブロはそんな男に歩み寄ると、恭うやうやしい一いち礼れいと共に爽さわやかな声をあげた。

「これはこれは、ダルトン先生。お久しぶりです」

「ふん……単なる定てい例れい交流の機会というのに、随ずい分ぶんと客を連れてきたな」

「何な故ぜ今日きようは鉤爪なんです？　普ふ段だんの木製の義手は如何いかがなさいました？」

「ちと調子が悪くなってな。馴な染じみの技師に修理を頼んだのだが……うちの生徒の一人が、試しに鉤爪をつけてみてくれと五う月る蠅さくてな」

　ダルトンと呼ばれた老人は、鉤爪で帽子のツバをクイと上げ、ジャンやマイザーの方に視線を向けた。

「ほう……珍めずらしい客きやく人じんだ。アヴァーロ家の長男に、町唯ゆい一いつの詩人様さまか。錬金術を学んでいるなどという話は聞かなかったが……不ふ死しに興きよう味みがおありかね」

　片手が義手で、髪が白髪に染そまった老ろう爺や。

　不ふ老ろう不死という言葉からは程ほど遠とおい印いん象しようの男を見て、ジャンとマイザーは顔を見合わせる。

　──だが、ギリシャ神しん話わの神々や東とう洋ようの仙せん人にんと呼ばれるような存在と考えれば、イメージからかけ離れてはいないな。

　そんな事をぼんやりと考えるジャンとは対たい照しよう的に、マイザーは威い圧あつ感のある相手を逆に吞み込まんとする勢いで双そう眸ぼうの輝きを尖とがらせた。

「爺じいさん、俺おれ達の事を知ってんのか。詩人のこいつはともかく、単なる貴き族ぞくのボンボンの俺の顔なんざどうして覚える必要がある？」

　するとダルトンは、マイザーの鋭い眼がん光こうを受け流し、顔かお色いろ一つ変えずに口を開く。

「なに、錬金術師には錬金術師の繫つながりがあるだけだ。私は貴族だろうが町ちよう人にんだろうが罪ざい人にんだろうが、この奇き異いなる学問の前では平びよう等どうと考えているからな。学びたければ私の知る限りの事は教えてやるぞ」

　まるで、マイザーが自分に弟で子し入りをしてきた前ぜん提ていで話すような老爺に、マイザーは舌した打うちしながら言葉を返す。

「ふざけんな。俺はただ、あの色キチ領りよう主しゆと組んでるのがどんなペテン師か見に来ただけだ」

　挑ちよう発はつとしか思えぬその言葉に、ダルトンは初めて顔に表情を浮かべた。

　もっとも、それは嘲ののしられた事に対する怒りではなく、薄い微笑ほほえみだったのだが。

「ペテンか。なるほど。上う手まい事を言う。他者との感覚を完全に共きよう有ゆうせぬ限りは、自分の見た空の青さを語るにしても完全には伝わるまい。そういう意味では、他者に何かを教える事は、全てがペテンであるとも言えるな。どう足あ搔がいた所で、真実など己おのれの中にしか存在しないのだからね」

「……何を言ってやがる？　煙けむに巻く気か？　この糞くそ爺じじい」

「私は生徒は選ばんが、その口の悪さは直した方がいいな。錬れん金きん術じゆつ師しはタダでさえ君が思うようにペテン師と思われがちだ。せめて言葉使づかいぐらいは清せい楚そであるべきだろう。そうだな、最初の授業は言葉使いにするかね？　まずは沈ちん黙もくしたまえ」

「何をごちゃごちゃ……」

「おい、落ち着けよマイ……アイル」

　苛いら立だちを募つのらせるマイザーを落ちつかせようと声をかけるジャン。

　だが、事じ態たいは思わぬ方向に転がり始めた。




「ベグ君。その子の眼めを押さえたまえ。少々子供には刺激が強かろう」




　ダルトンが呟つぶやくと同時に、ベグが手ての平ひらでチェスの眼を覆おおい隠かくす。

「わッ、べ、ベグ！　どうしたの!?」

　チェスが不安げに声をあげるのと、ダルトンが鉤かぎ爪づめを振り上げるのは、ほぼ同時の事だった。

「ちょッ……」

　この場に居る誰だれかが、鉤爪で切り裂さかれる。

　そんな光こう景けいをジャンは想そう像ぞうしたが、駆かけ出す事すらできず、ただ全身をビクリと波なみ打うたせる。

　マイザーも同じ光景を想像したのか、ジャンとは対たい照しよう的に、ダルトンに向かって駆け出した。




　だが、間に合わない。

　老人の動きとは思えぬ素す早ばやさで、鉤爪が宙ちゆうを走り──

　激しい鮮せん血けつが、ランタンの明かりを覆おおい隠かくした。




　ただし、それはチェスやマイザーたちのものではなかった。

　己の首を鉤爪で切り裂いたダルトン自身の血液が、夜の図書館通路に降り注いだのだ。




　ジャンもマイザーも、何が起こったのか解わからずにその動きを止めている。

　ベグも驚いたように眼を見開いており、何が起こったのか解らぬチェスは、小さく震えながらベグの裾すそを握り続けた。

　ただ一人、ラブロだけが冷静な顔でその光景を見守っていたのだが、ジャン達はそれに気付く事はなく、首から血を噴ふん出しゆつするダルトンだけが、呆あきれたような目つきでラブロの顔を見つめている。




　沈ちん黙もく。

　血の噴ふき出す音はすぐに止やみ、圧あつ倒とう的な沈黙がジャン達の体を押しつける。

　──まずは沈黙したまえ。

　先せん刻こくのダルトンの言葉通り、マイザーは全身を強ばらせたまま沈黙を続けている。

　だが、目の前の凄せい惨さんな光こう景けいを前に、何をしているんだこの爺じじいと叫び出しそうな勢いの表情だ。

　昔から彼を知るジャンには、数秒後ごに叫び出すマイザーの声がリアルに想そう像ぞうできる。

　しかし、本当に彼らが沈黙したのは、この直後の事だった。




　血が──蠢うごめき始めた。

　ダルトンの首くび筋すじから溢あふれる血がいつしか止まり、それと入れ替わるように、石の床や壁に貼はり付いた赤い血液そのものが蠢き始めたのだ。

　通路を濡ぬらす血の一いつ滴てき一滴、

　いや、滴しずくよりも更さらに小さい塊かたまりがそれぞれ独立した生き物のように蠢き始め、石の隙すき間まから不ぶ気き味みな動きで這はいだしていく。

　赤い粘ねん菌きんが数百倍ばいの速度で蠢くかの如ごとく、絡み合いながら移動を続ける血の滴。

　そして、自分の故こ郷きようを目指す群ぐん衆しゆうを思わせる動きで、蠢うごめく『血ちの群むれ』はダルトンの足元から首くび筋すじに向かって濡れ登っていった。
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　明らかに物理法ほう則そくを無む視しした動きに、ジャンもマイザーも目の前の光こう景けいが夢か幻げん術じゆつの類たぐいではないかと疑った。

　血に染そまった筈はずの衣服が、床が、壁が、天てん井じようが、何事もなかったかのように元の色に変へん貌ぼうしていく。

　まるで世界の時間そのものが巻き戻っていくかのような錯さつ覚かくを覚える、赤の行進。

　一いつ体たい何が起こっているのか。

　理解するよりも早く、理解しようとするよりも早く──

　流れ出た筈の血は全てダルトンの首へと収まり、最後にはその首の傷きず痕あとすらも跡あと形かたなく消え去ってしまった。




「いつ見ても、信じがたい光景ですね」

「話には聞いていたが実際に見ると凄すごいな俺おれはてっきり自分の造つくった薬のやりすぎで幻げん覚かくでも見てるものかと思ったぞ」

「ね、ねえ、どうしたの？　ベグ、見えないよう」

　錬れん金きん術じゆつ師しの一いつ派ぱがそれぞれの声をあげる一方で──

「……」

「……」

　不ふ意い打うちのように、これでもかという程ほどの『不ふ死しの証しよう拠こ』を見せつけられたジャンとマイザーは、悲鳴をあげることすらできなかった。

　自分が本当に現実の中にいるのか、足元に床があるのか、そんな事さえ曖あい昧まいになる。

「それでいい。沈ちん黙もくするという課題は合ごう格かくとしておこう」

　ダルトンは首をコキリと鳴らしながら、マイザーとジャンに向き直って口を開く。

「さて、まどろっこしい理り論ろんは抜きで、単純な結果だけつきつけさせてもらったが……、改めて聞こうか。響ひびきほど素晴らしいものでもなく、錬金術の道からは反れた外げ法ほうと言われるかもしれんが……」




「不死に……興きよう味みがおありかね？」




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【結けつ論ろんから言うと、マイザーは、その場でダルトンに弟で子し入りした。




　私は少なからず驚いたものだ。マイザーは確かにどうしようもない不ふ良りようだったが、不ふ老ろう不ふ死しなどという俗ぞくっぽい欲望などは持ち合わせていないと思っていたからだ。長なが生いきしたいと思う奴やつが、あんな刹せつ那な的な生き方をするはずがないと。

　だが、今いま思い返してみると、彼は彼で『街』の空気を払う為ための力が欲しかったのだろう。

　偽にせ金がねと薬に踊らされた街。澱よどんだ空気はまだ街の中に渦うず巻まいていた。

　だが、貴き族ぞくのボンボンに過ぎない自分にはその空気をどうにかするだけの力がない。そう思っていたのかもしれない。たまたま彼が見つけた具体的な『力』の一つが、ダルトンの見せた錬れん金きん術じゆつとも魔ま術じゆつともつかない不ぶ気き味みな『不死』の力だったというわけだ。




　そんなマイザーを見て、私は逆にダルトンに頭を下げる事を思いとどまった。

　本ほん音ねを言うなら、すぐにでもダルトンに摑つかみかかって『俺おれも不死にしてくれ』と叫びたかった。理由は単純だ。長生きしたかったから。それだけだ。

　だからこそ、そうした俗な理由ではなく、真しん摯しな熱ねつ意いからダルトンに錬金術を学ぼうというマイザーが眩まぶしく見えたのかもしれない。あくまで、今になって思い返せばの話だが。

　そう……何年も経てから考えてみれば、あの時に不死にならずに済んで良かったと思う。

　簡単に不死にして貰もらえる筈はずもないが、仮にあそこで不死になっていたら、私は永遠に停てい滞たいしたままの石ころと変わらぬ存在に成り果てていた事だろう。

　いや、石ころですら転がるうちに姿すがたを変えると思えば、石ころですらない、それこそこの世に存在してはならない何かへと変へん貌ぼうを遂とげていたことだろう。不死でありながら何かを生みだし続ける事ができるのならばまだしも、私が不死になれば、その時点で詩しい歌かを詠よむ事にも作さく劇げきを行う事もできなくなっていたのではないか。そんな確信にも近い予よ感かんがある。

　だが、あの瞬しゆん間かんが──

　不死というものを目まの当たりにした衝しよう撃げきそのものが無む駄だだったとは思わない。

　あの出で来き事ごとが、あの光こう景けいが、私の人生を動かす歯は車ぐるまとなったのは確かなのだから。

　正直な話、私はその日、その瞬間まで停滞していた。

　澱んだ空気の街の中で、どうしようもない現実に対する皮ひ肉にくしか表現することのできなかった自分が、何か特別なものになれた気がしたのだ。

　無む論ろん、それは錯さつ覚かくに過ぎない。私はただ『見た』だけだ。

　どれほどの奇き跡せきを目もく撃げきしようと、所しよ詮せんは傍ぼう観かん者に過ぎない。

　だが、確かにあの出来事は私の運命を変えた。

　言っておくが、この手しゆ記きを書いている段階でも、私は不死者しやなどではない。ただの人間だ。

　いや、ただの人間ではない。卑ひ怯きような人間だ。




　私はその瞬しゆん間かんの衝しよう動どうを利用し、一つの台だい本ほんを書き上げた。

　永遠の命を手に入れた一人の男。永遠の命が持つ悲ひ哀あいと皮ひ肉にく、そしてその男の力を追い求めるが故ゆえに、滅びていく人、街、国そのものを描いた一つの悲ひ劇げき。

　それがたまたま評ひよう価かされ、半はん年とし後ご、私は劇げき作家としての地位を一つあげる結果となった。

　もっとも、当時はスペイン継けい承しよう戦争の真まっ直ただ中なか。ナポリの都市がオーストリア軍に占せん拠きよされ、イタリア半はん島とうも否いや応おう無なしに戦せん乱らんの渦か中ちゆうへと投げ込まれていく最さい中ちゆうでは、私の地位など腐くさりかけの椅い子すにも劣おとる危うげなものに過ぎなかったのだが。

　それでも、私はその腐った椅子に座り続けた。居い心地ごごちが良かったのだ。

　私はただ、借り物の衝動を描いただけなのに。マイザーのようにその世界に足を踏み入れるわけではなく、ただ自分の衝動を物語の形に組み替え、利用しただけだ。

　自分の身を危険に晒さらすことなく甘い汁だけを啜すすった卑ひ怯きよう者ものだ。




　私が悩んでいた時、ラブロから『貴方あなたの仕事は、自分の衝動を世の人々に共きよう有ゆうさせる事です。悩む必要などなく、寧むしろ誇りに思うべきだ』と言われた。

　私は、彼の言葉を受け入れた。

　受け入れたふりをした。

　そうしないと、自分が壊こわれてしまいそうだったからだ。

　ラブロの好こう意いを無にしてはならぬという言い訳わけをしながら、その甘かん美びな言い訳の言葉を受け入れたのだ。実際、私以い外がいの創そう作さく者しやの多くはそれを誇りとしているのだろう。

　だが、私は違う。そんなに大した人間ではないのだ。

　私はこの時点で既すでに壊れていたのかもしれない。

　いや、確実に壊れていたのだろう。

　私は『不ふ死し』という現実と出会った事により、停てい滞たいから動き出す事ができた。

　その代わりに、止まる事ができなくなった。

　眼めを閉じる事もできぬまま泳ぎ続ける魚のように、私は眼を逸そらす事すらできぬまま、走り続ける事しかできなくなったのだ。




　だからこそ……。

　だからこそ、私はあんな行動を取ってしまった。

　私が自分自じ身しんを呪のろい、この手しゆ記きを残す事を決意する事となったのだ。




　私が数年後ごに犯した罪に対する贖しよく罪ざい。

　許されるとは思わないが、せめて、この手記を君が読む事で彼女が救われる事を信じて】







[image: 第二章　『私はマヌケじゃないつもりだよ？』]






















１７０９年　冬　ロットヴァレンティーノ




　それは、不ぶ気き味みな平和だった。




　当時ヨーロッパに渦うず巻まいていたスペイン継けい承しよう戦争の戦せん禍かは、イタリア半はん島とうをも容よう赦しやなく吞み込み、ナポリ王国がオーストリアに占せん拠きよされてから２年の時が経けい過かしようとしていた。

　しかし──このロットヴァレンティーノの街に何か変化があったのかというと、答えは否いなと言わざるを得ない。

　総そう督とくのエスペランサ・ボロニアルは健けん在ざいであり、現在もスペイン領として町人達は数年前まえと変わらぬ生活を送っていた。

　何かしら上の方では動きがあるのかもしれないが、市井しせいにまでその暗あん雲うんは広がらない。

　それにしても、ナポリからそう遠く離れているわけではないこの都市が、ヨーロッパ全土に広がろうかという大だい戦争に関わらずに済んでいるのは、どう考えても不ふ自然な事だった。

　後のちの世の歴史書しよも、詳しく書かれた物には『謎なぞの中立地ち帯たい』として記される事となるのだが──街の人々は、そんな不ぶ気き味みな平和に気付きつつも、普ふ段だんと変わらぬ生活を続けていた。

　何な故ぜなら、彼らは何年も前から気付いていたからだ。

　このロットヴァレンティーノという街が、周囲の都市から緩やかに隔かく絶ぜつされた土地であるという事に。

　また、彼らは知っていた。

　その原因である『薬』を生み出したのが、他ならぬ自分達たち自身であるという事を。




　かつて『仮か面めん職人』によって引き起こされた連れん続ぞく殺人事件。

　それから４年もの時が流れようとしていたが──街は、いまだに当時の澱よどんだ空気を引きずっていた。

　しかしながら、その空気に惑まどわされぬものも数多く存在する。

『腐くさり卵たまご』の首しゆ領りようのような、最初からその空気を打だ破はせんとする者達。

　幼おさな子ごや他の都市から来た交こう易えき人にんのような、４年前の事件について全く無む知ちな者達。

　そして──




「ねえねえヒューイ君！　聞いた聞いた!?　ジャンピエール・アッカルドの新しい戯ぎ曲きよくが、来月から町の劇場で上じよう演えんされるんだって！」

　港に面したロットヴァレンティーノの市いち場ば通どおり。

　様々な地方からの船が行き交う交易都と市しだけあって、市場には各地の交易品ひんが集まり、街の中で一番の活かつ気きを見せている。

　市場には様々な人間が往おう来らいしており、ローマ、ケルト、ギリシア、アラブ、ゲルマン、フェニキア、その他ほか様々な人種の姿すがたが窺うかがえる。これは何もこの都市に限ったことではなく、イタリアの大たい半はんの地ち域いきに言える事なのだが──港みなと町まちなだけあって、一ひと際きわ多くの人種が集まっているように思われた。

　無む論ろん、この町は何故かまだ平和とは言え、現在はスペイン継けい承しよう戦争の真まっ直ただ中なかであり、港に入ってくる船や人にも独どく特とくの緊きん張ちよう感かんが張り詰めている。

　それでも、商売に勤いそしむ人々の活気が自然と彼らの緊張をほぐしていった。

　斯か様ような市場の活気に負けぬとばかりに、白い肌はだを薄うす紅べに色いろに染そめた若い女が、無む邪じや気きな調子で声をあげる。

「だ、だから、ヒューイ君、あのね？　凄すごく安く劇場に入場できる伝つ手てがあるんだけど……一いつ緒しよに見に行ってみないかな？」

　ブロンドの髪かみを風に靡なびかせ、大人おとなびた体つきに幼さの残る顔が乗っている女だ。

　年の頃は18前後といった所だろうが、言葉使づかいや仕し草ぐさだけを見ると些いささか幼く感じられる。

　そんな年とし頃ごろの少女に好こう意い的な調子で声をかけられたのは、黒くろ髪かみ金きん眼がんの無ぶ愛あい想そうな青年。

「……興きよう味みないね」

　表情の通りに愛想の無い返事をする青年──ヒューイ・ラフォレットに、少女はめげること無く語り続ける。

「興味が無いからって、見ちゃいけないってことはないんだよ？」

「見なきゃいけないってこともないだろう。観かん劇げきの趣しゆ味み自体がないんだ。気になるんだったら、モニカだけで見に行けばいいじゃないか」

　どこまでも素そっ気けない言葉を返すヒューイに、モニカと呼ばれた女は哀かなしそうに俯うつむき、拗すねるような声で呟つぶやいた。

「ヒューイ君と一いつ緒しよじゃなきゃ、意味ないよ……」

「僕と一緒であることに意味があるなら、別に観劇じゃなくて、そこらへんを散歩するだけでも事こと足たりるんじゃないか？」

　青年の返した言葉に、モニカはパア、と顔を輝かせる。

「じゃ、じゃあ、それでもいいよ！」

「いや、今日きようはもう帰るから」

「えっ？　え、あれ？　……ええー？」

「それじゃ、また明日あした」

　モニカの顔を見ながら淡たん々たんと呟き、ヒューイは足早に市いち場ばから去っていった。

　全く脈がない。

　今いまし方がたの光こう景けいを、何も知らぬ者が客きやつ観かん的に見たならば、誰だれもがそう思うだろう。

　だが、モニカは残念そうに溜ため息いきを吐ついた後、僅わずかに頰ほおを火ほ照てらせる。

　──よかった。

　──ヒューイ君、今日も私の眼めを見ながら『また明日』って言ってくれた。

　些さ細さいなことだが、彼女にとってはそれで十分だった。

　何な故ぜなら、彼女は知ってるからだ。

　ヒューイ・ラフォレットという青年が、この世のほぼ全てを憎にくんでいるということを。

　彼が愛想笑わらいもなく、素すの表情で眼を合わせたまま挨あい拶さつをするのは、彼女の知る限りこの世で二人だけだ。

　そのうちの一人が自分であるという事実が嬉うれしく、モニカは毎日のようにその悦よろこびを嚙かみしめた。数年間に亘わたり、飽あきることなく続くその悦び。彼女の内ない情じようを知るものが居れば、十じつ中ちゆう八はつ九く『彼女はおかしい』と断ずることだろう。

　だが、モニカはそれを自覚していた。

　自分はおかしい。

　しかし、それで構わない。

　市いち場ばの通りから路ろ地じ裏うらに入り、誰だれにも邪じや魔まされぬ場所で彼女は自分の胸を抑え込む。

　先せん刻こくのヒューイの冷れい淡たんな顔を思い出しながら、モニカは顔を伏せたまま再び微笑ほほえみを浮かべかけた。




　ところが──彼女にとっての至し福ふくの時間は、背後からの野の太ぶとい声によって打ち砕くだかれる。

「よう、姉ねえちゃん。フラれたみてぇだな」

　顔から赤みと表情を消し去りつつ、モニカはおもむろに顔をあげた。

　するとそこには、見み慣なれない数人の男達が路地の入口を塞ふさぐような形で立っていた。

　見るからに粗そ暴ぼうな顔つきをしており、服ふく装そうだけを見ればどこかの交こう易えき船せんの船ふな乗のりといった所だろう。イタリア語を用いていることから、この近きん隣りんの貿ぼう易えき船せんと思われるが──どうにも、おせっかいな船乗りが振られた少女を慰なぐさめる、という雰ふん囲い気きではなさそうだった。

「あんなモヤシにフラれたところで気にするなよ」

「それより、この町を色々と案内してほしくってな」

　恐らくは今日きようか明日あしたにでも出港する船の乗のり組くみ員いんだろう。後あと腐くされが残るようになってもすぐに逃げられる状態なのを良いことに、軽い気持ちで傷しよう心しんの娘むすめをひっかけようと思ったのかもしれない。

　だが、口くち八はつ丁ちようで丸め込むにしろ、力尽ずくで連れ回すにしろ、船せん員いん達にとって少々相あい手てが悪かったと言える。

　その理由の一つは、モニカはヒューイに振られたつもりなど微み塵じんもなく、男達の言葉は挑ちよう発はつ以外の何物でもなかったということ。

　もう一つは──

「……」

　先刻までのあどけない微笑は何ど処こへやら、俯うつむいたままのモニカの顔に、鋭く冷たい無表情が浮かび上がる。

　まるで仮か面めんのように、何の感情の浮き沈みも表さない面おも持もち。

　しかし、無む表情なのにも関わらず、その眼めには明確な敵意、あるいは殺意めいた色が湛たたえられている。

　だが、粗そ忽こつ者の船員達はそれに気付くことはない。

「なあ、俺おれ達ならもっと優しく扱ってやれるぜ？　昼も夜もよぉ」

　下げ卑びた言葉を呟つぶやきながら、男の一人が躊躇ためらいもなくモニカの胸に手を伸ばし──

　その肘ひじ先さきに、激げき痛つうが奔はしった。

「っつっ！　あぉあぁっ!?　なんだぁ!?」

　女から一いつ瞬しゆんで離れ、自らの肘を確認する船乗り。

　すると、その肘ひじ先さきから血が滴したたり落ちているではないか。

「な、なな、なんだぁ!?」

　自分の身に何が起きたのか解わからず、慌あわてて肘を押さえる男。

　混乱する相手の呻うめきに対し、畳たたみかけるような勢いでモニカの声が被かぶせられる。

「大変……！　怪け我がをしてますわ！」

「畜ちく生しよう！　一体なんなんだぁ!?　何が刺ささったんだよ畜生！」

　男が腕を捲めくると、日に焼けた肌はだの上に赤黒い液体が広がっているのが見えた。どう見てもかすり傷の類たぐいではなく、何か鋭いもので深く刺し貫つらぬかれたような傷きず痕あとだ。

「どこかに引っかけていた傷きず口ぐちが開いたのかもしれません……！　すぐに医者に診みせないと！」

「え？　あ、あぁ」

　痛みと恐きよう怖ふで顔を歪ゆがめる男に、モニカは真しん摯しな表情で路ろ地じの外に眼めを向ける。

「右に曲がって少し行った所に医者の看かん板ばんが出ています！　この土地では破は傷しよう風ふうが流は行やっていますから、すぐに手当てをしないと……」

「は、破傷風だぁ!?」

「お、おい。いいからすぐに医者に行こうぜ」

「畜生！　一体どうやったらこんな傷……」

　唐とう突とつな話の流れに、血を見たばかりの男達が混乱する。海の上や多少の喧けん嘩かにおいての傷には慣れていそうなものだが、全く予想外がいのタイミングで怪我をしたこともあり、理由の解らない出しゆつ血けつの不ぶ気き味みさにパニックを起こしているようだった。

　男達はモニカに関わる暇ひますら惜おしいとばかりに、怪我を負った男を連れて医者の方へと走り去っていった。

　モニカはそんな男達の背を冷たい視線で見送ると、何事も無かったかのように踵きびすを返し、路地の奥へと歩み出す。

　だが、そんな彼女の前に、一人の青年が現れた。

　いつからそこに立っていたのか、路地の脇わきに積まれたタルの上に立ち、青空を背にしたままモニカに向かって語りかけた。

「やあ、相変わらず見事だねぇ、モニモニの猫ねこかぶりって」

「……エルマー、見てたの？」

　モニカの無む表情が瞬しゆん時じに崩くずれ、僅わずかに頰ほおを膨ふくらませ、あどけなさの混じった渋じゆう面めんを作り出す。

「そんな怖い顔しないでよ。被ったネコが悲鳴をあげちゃうよ？」

　言葉の内容は皮ひ肉にくに満ちているが、声こわ色いろには一ひと欠片かけらの悪あく意いも感じられない。

　独どく特とくな爽さわやかさを纏まとい、恵え比び寿す顔がおの青年は両手をパンと打ち鳴らした。

「さあ、無事にピンチも切り抜けたことだし、あの傷を作ったのがモニモニだっていうのもばれなかった事だし、あのお兄にいさん達も医者で無事に怪我が治って万ばん事じ解決だね！　さあ、笑った笑った！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、エルマー」

　妙みような言い回しの言葉に、モニカは深い溜ため息いきと共に渋じゆう面めんを崩くずし、苦く笑しようしながら口を開く。

　袖そでの中から、僅わずかに血に濡ぬれた錐剣ステイレツトの先せん端たんを覗のぞかせながら。

「あんな人達にバレるほど、私はマヌケじゃないつもりだよ？」




　ヒューイに見せていた無む邪じや気きな顔。

　男達と対たい峙じした時に見せた、仮か面めんのような冷れい徹てつな顔。

　今エルマーに見せている、少し大人おとなびた微笑ほほえみ。

　全く別べつ人じんと思わせる表情の数々。

　その全てが、モニカ・カンパネルラという娘むすめの本ほん性しようだ。




　彼女は『第三図書館』において錬れん金きん術じゆつを学ぶ生徒の一人である。

　周りから浮いている少年、ヒューイ・ラフォレットに恋こい心ごころを抱く少女に過ぎなかった。

　４年前に、とある事件が起こるまで──少なくとも、周囲の人間達たちにはそう思われていた。

　そして、その『とある事件』が起こった後も、彼女の多た面めん的な本性を知るのは極ごく々ごく限られた人間だけだったのである。




　多た重じゆう人格者しやというわけではない。単に、いくつもの顔を意い図と的に使い分けているだけだ。

　それを知る数少ない一人であるエルマーは、そうした彼女の性質を欠片かけらも気にする事なく接していた。

「いやー、なんか港に珍めずらしい船が入港するっていうからさ、なにか面白い事でもあるんじゃないかと思って見に来たんだけど、なんかモニモニが絡まれてるから吃びつ驚くりしたよ」

「笑いながら言われても、説せつ得とく力りよくないよ」

　再度溜ため息いきを吐つくモニカに、エルマーは両手で自分の顔を歪ゆがませながら笑いかける。

「そんな呆あきれた表情してないで、もっと笑って笑って」

「作り笑いならしてあげるよ？」

「えー、それは困るなあ」

　ハハ、と笑いながら、エルマーはタルの山から飛び降り、モニカの肩をポンと叩たたく。

「ヒューイの奴やつは？　もう帰ったの？」

「うん。劇げき場じように誘ったんだけど、興きよう味み無ないって言われちゃった」

「あいつも相変わらずだなあ。あいつが笑えるような喜き劇げき、ちょっと探してみようか」

「いいよ。無む理りに笑わせなくても」

　モニカはゆるやかに首を振り、路ろ地じの壁に寄りかかって青空を見上げながら呟つぶやいた。

「私は、今のヒューイ君が好きなんだから。あの無ぶ愛あい想そうな所も、全ぜん部ぶ全部好すきだから」

　想おもい人びと本ほん人にんの前では、照れてしまって声が震えてしまう言葉。

　だが、モニカとヒューイ、共通の友人である青年──エルマー・Ｃ・アルバトロスの前では、驚くほどすんなりとその言葉を口にする事ができる。

　普通の人間なら、聞いているだけで恥はずかしくなりそうなモニカの言葉だったが、エルマーは「だよね」と頷うなずきつつ、顔かお色いろ一つ変えずに話を聞き続けた。

「……エルマーはいいよね。気き軽がるにヒューイに話しかけられて」

「あれ？　もしかして嫉しつ妬とされてる？　何度も言うけど、俺おれにその手の趣しゆ味みは無いよ」

「女はね、男同どう士しの友情にも嫉妬するものなんだよ……っと」

　モニカは壁から背を離し、服の埃ほこりを払いつつ別の話を切り出した。

「あれからもう４年、か」

「どうしたのさ、急に」

「さっきみたいな男達に絡まれて、ちょっと思い出したの」

　彼女は、エルマーと初めて会う前後、ヒューイとの距離が近づいた時期の事を思い出す。

　──あの時は、私が『腐くさり卵たまご』の連れん中ちゆうに絡まれた時……ヒューイ君が身を挺ていして助けてくれたんだよね。

　実際に絡まれたのはヒューイで、彼は自身に降りかかった火ひの粉こを払っただけなのだが──モニカにとっては、記念すべき思い出として都つ合ごう良く嚙かみ砕くだいているようだ。

「私が初めてヒューイ君に告こく白はくしてから、10日も経たたないうちに色々な事があったの。エルマーがこの町に来たのもその一つだよ」

　そこで僅わずかに眼めを伏せ、過去を懐なつかしむ微笑ほほえみを浮かべながら言葉の続きを吐き出した。

「エルマーが私の秘ひ密みつを暴あばいたり、ヒューイ君の心を動かしたり、町の子供達を救おうとしたり……本当に、あの時はいろんな事があったよね。ううん、あれからも、たくさん色んな事があった」

「そうだねえ。笑える思い出だけでいくつあるかな」

「でも、私達……もう知り合って４年にもなるのに、お互いの事は殆ほとんど知らないよね」

「そうかな？」

　首を傾かしげるエルマーに、モニカは淡たん々たんと語り続ける。

「私もヒューイ君の事を全部知しってるわけじゃないし、エルマーの過去も知らない。エルマーもヒューイ君も、私の詳しい過去は知らない。あ、エルマーは少しだけ知ってるのかな？」

　モニカは路ろ地じを行き交う人々を見つめ、その雑ざつ踏とうの中に過去の思い出を重ねていく。

「それこそ、エルマーの過去なんて想そう像ぞうもつかないよ？」

「聞いてくれれば教えてあげるのに」

「駄だ目めだよ。なんかフェアじゃないから、秘密を話す時はみんな一いつ緒しよにしよう？」

「なるほど。なんだかワクワクして笑えるかもしれないね」

　そのままモニカは路ろ地じの外に歩き出し、エルマーも彼女の後についていく。

　ヒューイと共に歩いていた時よりもよほど自然な歩みだが、モニカの眼めにはエルマーに対する恋れん慕ぼの情じようは欠片かけらもない。

　彼女自じ身しん、それをお互いに確かく認にんするかのような言葉を口にする。

「エルマーはね、友達として好き。ヒューイは、もちろん恋人として好き」

「そっか、それは嬉うれしいねえ。ヒューイは、もっと嬉しがるといいねえ」

　あっけらかんとした調子の友人の顔を見て、モニカはクスリと微笑ほほえんだ。苦く笑しようではなく、自然な悦よろこびによる微笑みだ。

　港の方に顔を向け、潮しお風かぜに艶つややかな髪かみを広げつつ、モニカは更さらに言葉を続けようとする。

「私ね、時とき々どき思うんだ。本当は、そんなの望んじゃいけないことなんだけど……」

「うん」

「このまま、ずっとこの時間が続……」




　だが──

　そこまで言った所で、彼女の言葉が唐とう突とつに止まる。

「？」

　エルマーが眼を向けると、モニカは言葉だけではなく、その全身の動きを止めていた。

　風に揺らめく髪だけが激しく蠢うごめき、奇くしくもそれは、モニカ自身の胸きよう中ちゆうを表しているかのようだった。

「モニモニ？」

　エルマーは首を傾かしげながら前に回り込み、モニカの顔を覗のぞき込む。

　すると、彼女の眼は驚きよう愕がくに見開かれて固まっており、その視線は港のある一点へと釘くぎ付づけになっている。

「？」

　彼女の視線の先を追い、エルマーが眼を向けると──

　そこには、港に停てい泊はくする一いつ隻せきの船があった。

　船は何なん隻せきも止まっているが、モニカが見ているのはその船だろうというのは、エルマーにもすぐに解わかった。

　何な故ぜなら、その船は他の船と比べてあまりにも目立っていたからだ。

　全体的に黒く塗られた船せん体たいに、砂すな時計をモチーフとした奇き妙みような紋もん章しようが描かれている。

　金きん色いろの砂時計の周囲に複ふく数すうの球きゆう体たいが配置された紋章で、金色の盾たてに赤い球体を鏤ちりばめた『メディチ家』の紋章を彷ほう彿ふつとさせる。

「あの……船……」

「あ、あれだよあれ。港に来たっていう大きな船。凄すごいね。どこの船だろう」

「……」

「でも、砂すな時計の紋もん章しようなんて、まるで海かい賊ぞくみたいだね」

　この時代の海賊達たちの間では、まだお決まりの髑髏どくろマークの旗はたというものはメジャーではなかった。それぞれの船ごとに様々な意い匠しようの海賊旗きが掲かかげられていたのだが、その中には『時間切ぎれだ』という脅おどしの意味を込めた『砂時計』のモチーフが使われる事がしばしばあった。

　後に黒くろ髭ひげと呼ばれる海賊が砂時計の旗を用いる事から一気にその知ち名めい度どが広まっていく。

　黒髭の海賊旗には、同時に骸がい骨こつも描かれていた為ため、砂時計と骸骨が海賊のシンボルとして世に広まっていく事になるのだが──まだ黒髭が海賊としての活動を行っていないこの時代においては、エルマーのような物もの好ずきが知るだけのマイナーな知識に過ぎなかったのだが。

「なん……で……」

　そんなエルマーの蘊うん蓄ちくめいた呟つぶやきなど耳に入っていないのか、モニカはその砂時計の紋章を見て、それこそ『時間切れだ』と宣せん告こくされた海賊の被ひ害がい者のように呟つぶやいた。

　青ざめた顔。

　唇くちびるが小こ刻きざみに震え、瞬まばたきもせずに双そう眸ぼうが歪いびつに見開かれている。
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　モニカの様々な『本ほん性しよう』を知るエルマーだったが、それは、彼にとっても初めて見る表情だった。

「どうしたの、モニモニ」

　エルマーは笑顔を消し、心配そうにモニカの肩を揺さぶった。

　だが、モニカはそれに反応する事すらなく──

　よろけるように膝ひざを落としながら、

「どうして……ここに……」

　と、ただそれだけを呟つぶやいた。




　エルマーは知っていた。

　彼女の浮かべる表情の意味が──俗ぞくに、絶ぜつ望ぼうと呼ばれるものだという事を。




　　　　⇔




同どう時刻　港




「なんというか、見上げただけで絶望するような威い圧あつ感かんだな、これは」

「そうですね。まあ、乗る側からすればこの上なく頼もしい城じよう壁へきに思えるでしょうけど」

　軍ぐん艦かんを思わせる巨きよ大だいな船を見て、町の人々も『ついにこの町にも戦せん禍かが？』と怯おびえた表情でささめき合っている。

　そんな喧けん噪そうを背後に聞きながら、ジャンピエールは横に立つラブロに問いかけた。

「見せたいものがあるっていうから来てみれば、こんな物ぶつ騒そうなものを見せてどうしようってんだ？　今こん度どは俺おれに戦争ものの戯ぎ曲きよくでも書けってのか？　それとも反はん戦せんを訴え平和を讃さん美びする詩でも唄うたえってのかい？」

「私が先生の作品の方向性に口など出せるわけがありませんよ。それに、これは軍艦ではありませんよ」

「は？　軍艦じゃない？」

　黒くろ塗ぬりの巨大な船せん体たいという威圧感を前に、ジャンは自分が勝かつ手てに軍艦と判はん断だんしてしまったのだろうかと考えたのだが──

　船の横に数十の砲ほう門もんがあるのを見て、眉まゆを顰ひそめながらラブロに言った。

「どう見ても戦せん列れつ艦かんじゃないか」

「形はそうですが、実際に戦争に使われてるわけじゃありません。これはスペインのある貴き族ぞくが使し用ようしている船です。砲門はあくまで護ご衛えい用ようといった所ですよ」

「君の言い分は、この船をオールで動かせば、手こぎカヌーと呼べるというようなもんだぞ」

「それは申もうし訳わけ無い」

　笑いながら謝るラブロに、ジャンは続いて気になった事を問いかける。

「なんだってこの町にこんな船が？　今は戦争の真まっ最さい中ちゆうだ。こんな船を持ってたらとっとと国に徴ちよう収しゆうされて軍ぐん用ように使われるんじゃないのか？」

「この船を所しよ有ゆうするドルメンテル家の一族は、既すでに何なん隻せきもの戦せん列れつ艦かんを『寄き付ふ』しているそうですからね。ドルメンテル家は名前こそ有名ではありませんが、イギリスのマーズ家などと並び、ヨーロッパでも指ゆび折おりの資し産さん家かでしてね。かつてのメディチ家に迫る勢いだそうですよ」

「景気のいい話だ。聞いただけで皮ひ肉にくが次々と浮かんでくる」

「先生の創作意い欲よくを搔かき立てたのなら何よりですよ」

　尊そん敬けいの念ねんと、友人に対する気き軽がるさが合わさったラブロの言葉に、ジャンはすっかり気をよくしていた。

　ジャンが初めてラブロと出会ってから２年以上経たつが、ジャンはすっかりラブロと友人同どう士しになっていた。錬れん金きん術じゆつの事はいまだに良く解わかっていないし、学ぶ気もない。会うのは月に一度といった所で、ダルトンに師し事じしているマイザーの方が接せつ触しよくの機会は多いかもしれない。

　だが、会う度たびにこうして何かしらの『刺し激げき』を与えるラブロによって、ジャンの創作する作品の方向性が広がっていくのは確かだった。

「そういえば、お前ら、この町に今こん度ど越こしてくるんだって？」

「ええ、あちらの町も徐じよ々じよに戦せん禍かの影えい響きようが出てきましたからね……。それに、師し匠しようが亡き今となっては、この町の『図書館』の方が研究をするにも色々と都つ合ごうが良いんですよ」

「みんなこっちに来るのか。使用人にんの連れん中ちゆうも？」

「はい、この町出しゆつ身しんの子も何人かいますから。もっとも、あまり良い思い出が無い子もいるのですが……」

　何か含みが感じられる物もの言いいだったが、ジャンは敢あえて追及はしなかった。

　現在のジャンにとって、ラブロは自分を尊敬するファンであり、友人であり、アイディアをくれるパートナーでもある。

　自分の創作が他た人にん任まかせになるようで最初は気にもしたが、周囲からの賞しよう賛さんはそんな疑ぎ念ねんを吹き飛ばした。

　この時点で、ジャンピエール・アッカルドという詩人にとって、ラブロ・フェルメート・ヴィラレスクという存在は完全に生活の一部に食い込んでいたと言えるだろう。

「しかしな、ラブロ。なんだってそんな大だい貴き族ぞく様の船が、こんな図書館しかないような町にやってきたんだ？　水と食料の補ほ給きゆうって雰ふん囲い気きでもなさそうだが」

　当然と言えば当然の疑問に、ラブロは軽く頷うなずきながら答えを返す。

「確かに、こんな大型船せんで乗り付けるのは大おお袈げ裟さな話だとは思いますが……」




「なんでも、人を捜しに来たそうですよ」




　　　　⇔




同どう時刻　市内北ほく東とう部ぶ




　ロットヴァレンティーノの街は、海から離れるに従って急速に標ひよう高こうが高くなる。

　貴き族ぞく達の住まう屋や敷しきは、町の中でもやや標高が上の区画に建ち並び、町を見下ろすような形で自分達の豪ごう邸ていを誇こ示じしている。

　その中でも一番高たかい場所に建つ、巨きよ大だいな邸てい宅たく。

　他の都市の大だい貴族の邸宅を見た事が無い者達ならば、まるで王の宮きゆう殿でんだと錯さつ覚かくしてもおかしくはない建築物ぶつだ。

　スペインの支配下か、決して裕ゆう福ふくとは言えない地域ではあったが──この屋敷の荘そう厳ごんな外がい観かんは、そんな経済事じ情じようを一時の間だけ忘れさせるには十分なものだった。

　白を基き調ちようとした邸宅の周囲には、町の風景と調ちよう和わの取れた造ぞう園えんが形けい成せいされていて、中に入った者を二度圧あつ倒とうさせる光景を生み出している。

　花と華はなに埋め尽くされた庭てい園えんの中に浮かぶ白い砦とりで。

　邸てい内ないでは数人の使用人にん達が身を粉こにして働いており、その細こまやかな動きすらも装そう飾しよくの一部となって屋敷全ぜん体たいを引き立てている。




　ただ一つ、特とく筆ひつすべきことがあるとすれば──

　屋敷の中にいる数多くの使用人。

　その九割以い上じようが女性であるという事だった。




「伯はく爵しやく、お客様がお見えになりました」

　数少ない男の使用人である執しつ事じが恭うやうやしく告げると、執しつ務む室しつの椅い子すにもたれていた男が気だるげな声をあげる。

「ドルメンテルの犬どもだろう。本来なら追い返したい所だが……なんとか適当な理由をつけて追い返せないものかな」

　そう呟つぶやいたのは、奇き妙みような外観の男だった。

　確かに、この屋敷に住む『貴族』と言えば『貴族』らしい衣い装しようを身につけていた。

　ただ、それはあくまで『貴族にしか着られないような高級な布ぬの地じを身につけている』という意味に過ぎない。

　年ねん齢れいはまだ30手て前まえといった所だろうか。薄うす手でのアビ・ア・ラ・フランス風フランセーズ余所行きを身に纏まとい、上うわ着ぎには決して派は手で過ぎない宝ほう石せきの装飾と共に、背中の布地には何か異い国こくの文字と思おぼしきものが紋もん様ようとして大きく描かれていた。

　それは漢かん字じ圏けんの人間が見れば『火』という一ひと文字が入っていると解わかるのだが、何も知らない者が見れば単なる模も様ようとしか思えない。

　貴き族ぞくにしては珍めずらしくペ貴リ族ュかーつクらは被かぶっておらず、同じように欧おう州しゆう貴族の間で流は行やっていた『ムーシュ』と呼ばれる布ぬのボクロもつけてはいなかった。その代わりとでも言うのか、一ひと際きわ派は手でなトリコルヌ三角帽を深々と被かぶり、フクロウのようにギョロリと見開かれた目の下には、つけボクロの代わりに化け粧しよう墨ずみで小さな星が描かれている。

　見開いた目の下には隈くまが縁ふち取どられており、寝ね不足なのかワザと描いているのか解らないような顔つきだ。

　劇げき場じようの舞ぶ台たいの上なら斬ざん新しんな道どう化けとして受け取られる事だろうが──彼は、この町でもっとも高い土地に住み、同時に、もっとも高い地ち位いを持つ貴族だった。

　エスペランサ・ボロニアル。

　ナポリを統とう括かつするスペイン王おう朝ちようの中で、伯はく爵しやくの称しよう号ごうを持つ貴族である。

　この小さな都市を領りよう地ちとして統括しており、その独どく特とくな格かつ好こうから本ほん国ごくでは『道化伯はく』と呼ばれて笑いものにされているような男だ。ロットヴァレンティーノの町は、基本はナポリ総そう督とくの管かん轄かつ下かなのだが、特とく殊しゆな事情があり、この街はこの伯爵が特別に管轄していた。

　それはオーストリアによってナポリが占せん領りようされた後も変わらず、統括元もとがナポリから別のスペインの都市へと移り変わり、そのまま特別自じ治ち領りようという形でこの男が管理している状態だ。

　噂うわさでは、本国で厄やつ介かいものだったボロニアル家が厄介払ばらいとばかりに送り込まれたという話だが──町の人々から見れば、そんな噂も納なつ得とくせざるを得ない奇き人じんと言える。




「とりあえず、私は男にしか掛からぬ不ふ治じの病やまいにかかって、男と会うと爆ばく発はつして死ぬと伝えてくれ。そしてその血と肉にく片へんを浴びた物は同じようになって死ぬと」

　ムチャクチャな事を言い出す道化伯に、執しつ事じの男は顔かお色いろ一つ変えずに呟つぶやいた。

「いいえ、伯爵様。その言い訳わけは無む意味です」

「言ってみなければ解らないだろう。……いや、ちょっと待て。……うん、やはり言ってみなければ解らない。何な故ぜ無む意味だと言い切れるんだい。人生とはなんだ？　人生とは挑ちよう戦せんの連続によってのみ成り立ち、それ以外の停てい滞たいは死んでいるのと一いつ緒しよだ。信じるんだ。相手がこの大いなる噓うそを真まに受けて逃げ帰ってくれるほどに間まの抜けた人間であると！」

　更さらに無む茶ちやな事を言う伯爵だったが、執事はその無茶を説くのではなく、もっと合理的な理由を口にした。

「まず、それでは伝でん令れい役やくの私がその病気にかかっていなければおかしいですし、何より──」




「ドルメンテル家の使いの方は、女性だからです」




　次の瞬しゆん間かん、エスペランサはバネ人形のような勢いで椅い子すから即そく座ざに立ち上がった。

「何な故ぜそれを先に言わない！　ああ、もう２分近くも待たせてしまっているではないか！」

　言うが早いか、手て近ぢかな鏡かがみで即そく座ざに身なりを整え、自ら客きやく人じんを迎えに行くために。




　無む類るいの女性好ずき。

　それが、マイザーや一部の貴き族ぞく達がエスペランサを『色キチ』や『色ボケ』と呼ぶ所以ゆえんである。無む論ろん、女好きの貴族などこの町にも掃はいて捨てる程ほどいるのだが、エスペランサの場合は、その度ど合あいが違っていた。

　屋や敷しきの使用人の殆ほとんどを女性が占しめているだけならまだしも、彼はその女性を平等に愛していると言ってもいい。とはいえ、毎夜淫みだらな事をしているわけでもなく、彼にとってはただ女性を眺ながめているだけで幸せなのだという、周囲にはおよそ理解したがい性せい癖へきがあった。

　他の貴族が屋敷に来た時も、『この邸てい内ないにいる女性の言葉は全て私の言葉として扱って頂きたい』と言う程の壊こわれっぷりで、本ほん国ごくだけではなく、この町の貴族からも笑われている始し末まつだ。

　だが──本国で何度か女性絡がらみの件で他の貴族と決けつ闘とうをしたという噂うわさもあり、実際に彼の目の前で女性を侮ぶ辱じよくする者は皆かい無むだった。




「お初はつにお目に掛かります。ボロニアル伯はく爵しやく閣かつ下か。ドルメンテル家より派は遣けんされました、カルラ・アルバレス・サントーニャです」

　エントランスの入口でそう名乗ったのは、まだ20代前半と思おぼしき女性だった。

　整った顔立ちだが、鋭い目つきと凛りんとした物もの腰ごしが、年ねん齢れいを２～３歳さい高く感じさせる。

　当時の女性として珍めずらしかったのはその口く調ちようだけではなく、その服ふく装そうがあげられた。

　小こ麦むぎ色いろに焼けた肌はだの上に、男おとこ物ものの軍ぐん服ぷくと似た衣服を纏まとっており、短めの髪かみの毛を含め、遠とお目めに──とりわけ背中側がわから見れば、殆ほとんどの人間が男と見み間ま違ちがえる事だろう。ただし、骨こつ盤ばんの形などから即座に女性と見み抜ぬくエスペランサのような人間を除いて。

　だが、実じつ際さい男と間違えられる事を半分望のぞんでいるとしか思えない出で立ちなのは確かだった。帯たい刀とうしている事で威い圧あつ感かんもあり、やや膨ふくらんだ胸元をサラシか何かで押さえ込めば、完全に『男だん装そうの麗れい人じん』という称しよう号ごうが与えられる事だろう。

　そんな、当時としてはとりわけ奇き異いな──それこそ劇げき場じようで「そのような役」が演じられているケースを除いてはお目に掛かれないような存在の女性に対し、やはり劇場の道どう化けにしか見えない男──エスペランサは全く動じた様よう子すもなく、他の女性客きやくと全く変わらぬ調子で口を開いた。

「初めまして、カルラ。エスペランサ・ボロニアルです。今回の来らい訪ほうが、君にとって幸福な結けつ末まつとなる事を祈ろう」

「……」

　一いつ瞬しゆん、鋭い目つきを揺らめかせたカルラに、エスペランサが尋たずねかける。

「どうかしましたか、カルラ」

「いえ、何でもありません」

　淡たん々たんと答えるが、エスペランサはオロオロとしながら更さらに問う。

「何か失礼な事を口にしてしまったのなら謝しや罪ざいします」

　この町の領りよう主しゆのような存在であるとは思えぬエスペランサの態度に面めん食くらったのか、カルラは正直に自分の感じた事を口にした。

「こちらこそ失礼致いたしました。初めて私を見た方々は、皆奇き異いの眼めや好こう奇きの視線を向けてくるのが普通ですが、エスペランサ様からはそういう様よう子すが見られなかったので驚いただけです」

「それは買いかぶりです。私は世に存在する女性には常に奇異の目を向けています。何な故ぜ世の中にこのような美しい存在が生まれたのかという驚きと共に」

「お止やめ下さい。私のような下げ賤せんの人間には勿もつ体たいない御お言葉です」

「下賤などと卑ひ下げする必要はありません。そもそも、他の方々にしても、それ以外に貴女あなたに奇異の視線など送る理由など何がありますか？」

　エスペランサの言葉に、カルラは鋭い眼を細め、エスペランサの顔を窺うかがった。

　表情などから、どうやら相手が欠片かけらの皮ひ肉にくもなく言っていると確信すると、彼女は小さく息を吐き出しながら、心しん中ちゆうで呟つぶやいた。

　──驚いた。

　──本当に、噂うわさ通どおりの奇き人じんだ。




　カルラは、ドルメンテル家に古くから仕つかえる使用人の一いち族ぞくの一人だ。

　ドルメンテル家の使用人にんの中でも護ご衛えいを多く輩はい出しゆつしている一族で、彼女は女性ではあるが、幼少の頃からの男おとこ勝まさりな性格と、様々な事情によって護衛としての地ち位いを身につけた。もっとも、当時の世では女性の下に就つく事を喜ぶ男は少なく、彼女は護衛のチームなどにはつかず、女性しか入れぬ場所などで麗れい人じん達を守る役目を与えられる事が多かった。

　そんな彼女が、今回の『使者』として選ばれたのは──ドルメンテル家の人間達が、エスペランサのこの性格を知っていたからに他ならない。

　だが、いくら話を聞いても、単なる女好ずきの好こう色しよく貴き族ぞくに過ぎないだろうと高をくくっていたのは確かである。

　実際に目の前にして、寧むしろ自分の方が道どう化けのような格かつ好こうのエスペランサに奇異の視線を送り、相手がなんの偏へん見けんもなく自分に接したという事に気付き、彼女は自分を恥はじながら口を開いた。

「男のような格好をしている私が周囲から浮いているのは確かですから」

　彼女には彼女なりに、その格好をしている理由はあるのだが──まさか自分からこのような事を言うハメになるとは思わず、奇き妙みような感情に包まれる。

　そして、仕事に徹てつして自分を取り戻そうと、彼女は淡たん々たんとした調子で言葉を紡つむぐ。




「正直に申し上げます。私がドルメンテル家から与えられた任にん務むに結果を出し、幸福な結けつ末まつとなった場合、エスペランサ様にとっては不ふ本ほん意いな結果となるかもしれません」

「どういう事です」

　首を傾かしげるエスペランサに、淡たん々たんと、あくまで淡々と語り続けるカルラ。

「私の仕事は、ある罪ざい人にんを捜し出す事です。それは貴方あなたの古ふる傷きずを抉えぐり、あなたの町にその賊ぞくがのうのうと潜ひそんでいた事を証明する事になるからです」

　そこまで聞いて、エスペランサは小さく息を吐き出し、半分独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「そうか。やはり、そうとは思っていたが……」

　エスペランサのその呟きが聞こえていたのかいないのか──

　カルラは、凛りんとした声で自分に与えられた任務の対たい象しようを口にした。




「貴方の御ご両親と、ドルメンテル様の長ちよう子し……そして、貴方の妹君ぎみであるマリベル・ボロニアルを殺した、双そう方ほうの家にとって許されざる殺人者を」
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　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【当時、町にとってドルメンテル家というのは異い物ぶつでしかなかった。

　元々、通常の交こう易えき船せんの乗のり組くみ員いん達すら余よ所そ者もの扱あつかいするような性た質ちの人間が多いロットヴァレンティーノの町で、スペイン本ほん国ごくの大だい貴き族ぞくなど、不ぶ気き味みな腫はれ物でしかなかった。

　私もそう思っていた。

　だが、この手紙を書く今になって解わかる。

　異物は、このロットヴァレンティーノの町の方だったのだ。

　このイタリア半はん島とうという土地で、この大たい陸りくの中で、この世の全ての中で──

　ロットヴァレンティーノは、緩やかな隔かく絶ぜつに甘んじる異物に過ぎなかった。




　だからこそ……私は、外の世界に憧あこがれる一方で、自らの土地を憎にくんでいたのかもしれない。

　当時は自分が憎しみを抱いているなどとは考えもしなかったが、私の書き綴つづる詩しい歌かを見直せば、なんと世界への皮ひ肉にくに満ちあふれていた事か。




　話を戻そう。

　そんな幻げん想そうと噓うそに塗まみれたロットヴァレンティーノの土地に、ドルメンテル家という『現実』が突然その姿すがたを現したのだ。

　町の人々は怯おびえていたよ。

　１７０５年の事件で、多くの人間が投とう獄ごくされ、町人達は貴族や軍というものに対する恐きよう怖ふを強く認にん識しきされたばかりだったからだ。もっとも、戦争に巻き込まれていた他の土地と比べればなんとも温ぬるい恐怖もあるものだと感じられるかもしれないが──この町は、先せん述じゆつの通り少々特とく殊しゆであり、町人達の力が強い時期が確かにあったのだ。

　その常識、いや、非ひ常識が覆おおってからまだ数年。不ふ安定な彼らの心に、巨きよ大だいな戦せん列れつ艦かんの入港がどれだけの戦せん慄りつを催もよおしたか……。




　しかし、しかしだ。

　私はラブロに案内されてその船を見た瞬しゆん間かん──希望の風が吹いたように感じられたのだ。

　八十にも及ぶ砲ほう門もんを眺ながめながら、私は心しん中ちゆうで、期待していたのだ。

　マイザーが不ふ死しの肉体にこの世を変えるだけの『力』を求めたように。

　錬れん金きん術じゆつ師しの卵が、世界を壊こわす為ために財ざいを蓄たくわえたように。

　若い娘むすめが、想おもい人びととの間にある薄うす皮かわを破ろうとしていたように。

　万ばん人にんの笑顔を求める異常者が、他人を幸せにすることで自分の幸せを得ようとしたように。

　主人に忠ちゆう誠せいを誓ちかう番ばん犬けんが、自分の牙きばと鎖くさりに最大限の誇りを持ち合わせていたように。

　道どう化けと罵ののしられる貴き族ぞくが、純じゆん粋すいに異い性せいの幸せを願うように。

　私は、そうした願いや誇りに向かう為ための足がかりとして、その戦せん列れつ艦かんがもたらす『変化』に確かな希望を見いだしたのだ。

　人は何かに希望を持ち、その道に辿たどる縄なわに囓かじりつきながら生きている。

　慌あわてて囓って自らその縄を千ち切ぎる者も多いが、それこそが人が何かを生み出す原げん動どう力りよくだ。

　希望など無いと悟さとった者も、その希望の無い日々が無ぶ難なんに続くであろうことを期待しているのだ。さもなくば、その退たい屈くつな日々から死をもって解放される事を期待しているのだろう。

　ともあれ、私は期待していたのだ。

　この船が、町に新しい風を巻き起こす事を。

　１７０７年、初めて不ふ死し者を見た時のような驚きと悦よろこびが、町に何か新しい風を起こすのではないかと。

　無む論ろん、私は自分の希望を全て他た人にん任まかせにするつもりはない。

　世界を熱ねつ狂きように包み込むには、その風に煽あおられ、燃え上がる火が必要だ。

　始まりの火ひ種だねを生み出すことこそが、私に与えられた使命だと。

　私は驕おごっていたのだ。

　少しばかり賞しよう賛さんされたからといって、自分が世界を変える力を持っているなどと。

　いや、確かに……結果として、私の書いた台だい本ほんは世界を変えた。

　ほんの数人の世界を、粉こな々ごなにぶち壊こわしてしまう結果となった。

　私の望んだ事とは、全く違う結けつ末まつに。







　だから私は、この手しゆ記きを残す事にした。

　ああ、もう気が付いているかもしれないが、この手記は私が見た様々な怪かい異い、例えば不死者などの話を集めた奇き譚たん集しゆうというわけではない。

　だとすれば、私はこの手記を書いた後に隠かくそうなどと考えないだろう。今の時点で心変わりする事もないし、恐らく書き終えた後もその決意は覆くつがえらないだろう。

　これは、懺ざん悔げであり、告こく白はくだ。

　王の耳がロバであるという秘ひ密みつを、古ふる井い戸どに叫んだ理り容よう師し。

　私はその理容師であり、王自じ身しんでもある。

　この秘密が漏もれれば、私は私自身によって処しよ刑けいされる事だろう。

　つまり君の役目は古井戸だ。私が秘密を叫びあげる古井戸の役目なのだ。

　この手しゆ記きをどうしようが構わない。世に広めても、君の心にしまっても構わない。

　しかし、私はロバ耳の王のように広い心で、私自じ身しんを許す事ができるとは思えない。

　だから、この手紙を隠かくすのだ。

　君がこれを見つけた時代にまで、ロバ耳の王の寓ぐう話わが残っているかは解わからない。だから、今の例えが君に通じているのかどうかは保ほ証しようできないがね。







　そう──私は、罪を犯おかした。

　世に隠された真実を暴あばくという、償つぐない切れぬ大たい罪ざいを】







[image: 第三章　『恋の病って奴じゃないかな』]






















１７０９年　ロットヴァレンティーノ　港こう湾わん部　倉そう庫こ




　港の中でも、市いち場ばから離れて閑かん散さんとした空気が漂う倉庫街がい。

　船も周囲には停てい泊はくしておらず、寂さびしげな雰ふん囲い気きに包まれた場所だ。

　そんな中でも、更さらに奥にある古びた倉庫。

　中には殆ほとんど貨物は置かれておらず、ゴーストタウンの一部のような有あり様さまの倉庫なのだが──その二階にあたる部分は居きよ住じゆう区くとなっており、場ば違ちがいに明るい言葉が響ひびき渡る。




「というわけで、あの船に潜せん入にゆうしてみないか？　きっと楽しいよ！」




　もっとも、その声を放ったのは、この倉庫の居住者ではなかったのだが。

　一方で、この生活スペースの主ぬしである青年は、冷めた調子で言葉を返す。

「楽しくないな」

「えー」

「えー、じゃないだろう。えー、じゃ」

「ええー」

　そんな子供のような声をあげるエルマーに、ヒューイ・ラフォレットは大きな溜ため息いきを吐き出した。

「少しは論ろん理り的に考えてから物を言え。モニカがその船を見てショックを受けていたからって、なんでその船に忍しのび込む必要がある？」

　気分の悪そうなモニカを家に送り届けた後、エルマーはその足でヒューイの住処すみかにまでやってきた。そして、港で船を見た時のモニカの様よう子すをヒューイに告げるやいなや、唐とう突とつに先せん刻こくの台詞せりふを口にしたのだ。

「もしかしたら、モニカを安心させられるような材料があるかもしれないだろう？」

「バカを言うな。そもそも、どうしてモニカがそんな反応をしたのかも解わかってないんだろう？」

「もちろんさ！」

「力強く答えられても困るんだが……」

　ヒューイはそれまで本を読みながら相手をしていたが、その本を閉じ、ゆっくりとエルマーの顔を見る。

　笑顔中毒者スマイルジヤンキーの顔は相変わらず天てん真しん爛らん漫まんな喜き色しよくに満ちており、自分の発言になんの迷いも無さそうだった。

「理由を知らないのは確かだけど、なんか本ほん人にんには聞きづらいっていうか、聞いても教えてくれなさそうな雰ふん囲い気きだったからさ、自分で調べた方が早いかなって思って」

「……お前の楽らく天てん家かっぷりは、時とき折おり尊そん敬けいに値するな」

　僅わずかな苦く笑しようを浮かべつつ、ヒューイは静かに首を振る。

　もしも──エルマーとモニカを除いた──普ふ段だんのヒューイ・ラフォレットを知る者が見れば、少々その苦笑を奇き妙みように思う事だろう。

　普段彼かれが見せるのは、他人を騙だます為ための愛想あいそ良い笑顔か、もしくは厭えん世せい的な無む表情だ。

　苦笑という人間らしい表情を見せる事は滅めつ多たになく、それこそ彼にその表情を浮かばせる事ができるのは、この町に三人存そん在ざいするかしないかといった所だろう。

　エルマーにとっては見み慣なれたその苦笑を貼はり付けたまま、ヒューイは更さらに否定的な言葉を口にした。

「第一、モニカがその船の中身を恐れたかどうか解らない。単に戦せん列れつ艦かんにトラウマがあるのかもしれないし、黒い船が嫌きらいなのかもしれない」

「でも、『どうしてここに』って感じのことを言ってたと思うから、やっぱりあの船の……あの金ぴか砂すな時計の紋もん章しようを見て驚いたんじゃないかなあ」

「だとしても、まず軍ぐん艦かんに乗り込めるわけがない。そもそもだ、それがモニカにとって触れられたくない過去だったらどうする気だ？　俺おれ達に知られたくない過去を暴あばいたら、ますますモニカを追い詰める事になる」

　もっともらしい事を言うヒューイに、エルマーは首を傾かしげながら言葉を返す。

「え？　その時は見なかった事にして全部忘わすれればいいだけじゃないの？」

「……お前は本当に楽らく天てん家かだな」

　ヒューイは大きく息を吐き出し、椅い子すの背もたれをギシリと鳴らす。

　彼は机つくえの上にあった奇き妙みような道具を手にとり、エルマーの目の前で弄いじり始めた。

「なにそれ？」

　興きよう味み津しん々しんといった表情で尋たずねるエルマーに、ヒューイはその装置を手に嵌はめながら言葉を返す。装置の先には何本かの細い管くだが伸びており、ヒューイが腰の横に付けている革かわ袋ぶくろの中へと繫つながっている。

「ちょっとした手て品じなの道具さ」

　ヒューイはそう言って立ち上がると、紙や本が積んである場所から離れ、倉庫の中の虚こ空くうに向かって手を振った。

　すると、一体どういう仕組みなのか──彼の手から小さな炎ほのおの塊かたまりが生まれ、空中で一いつ瞬しゆんだけ燃え広がって消しよう失しつする。

「うわっ!?」

　目の前が突とつ然ぜん赤く輝き、驚いた声を上げるエルマー。そんな青年を余よ所そに、ヒューイはその奇妙な装置を手の平の中に握にぎりこんだ。

　装置自じ体たいは大した大きさではなく、手の甲こう側から見れば綺き麗れいに隠かくれる大きさだ。

　その装置を握る感かん触しよくを確かめながら、ヒューイは独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「……後は、籠こ手てにでも組み合わせるだけだな」

「ちょ……凄すごいよ！　どうやったの今の!?　魔ま法ほう！」

　目を輝かせるエルマーに背を向け、ヒューイは再び椅子に座りながら言葉を返す。

「大した事じゃない。『ギリシアの火』をなんとか再現できないかと思ってね、ナフサをいくつかの原料と組み合わせて発はつ火か燃ねん料りようを造つくったんだ。この装置はそれを噴ふき出すと同時に発火させる……まあ、ただの玩具おもちやさ」

　玩具と言い切るには物ぶつ騒そう極まりない装置を手の中で弄もてあそぶヒューイに、エルマーは手を叩たたきながら賞しよう賛さんの声をあげる。

「凄い凄い！　よくもまあ、懲こりずにそんなものを造るねえ！」

『ギリシアの火』というのは、数百年前まえにローマ帝てい国こくで使われていたという『燃える水』を用いた火か薬やく兵へい器きの事だ。謎なぞが多く、再現は不ふ可能と言われていたが、錬れん金きん術じゆつ師し達の中には独どく自じにその製法を探ろうとした者が数多く存在する。

　しかし、それが『ギリシアの火』そのものであるかどうかという疑問は別として、二は十た歳ちに満たぬ齢としでこのような奇き妙みような装置まで造つくり上げるというのは異常とも言える事だった。

　ダルトンやルネの教えによるものか、あるいは彼かれ自身の才能か。こうしたヒューイの技術を見れば、多くの錬れん金きん術じゆつ師しはそのルーツを探ろうとするだろう。

　だが、どちらだろうか気にもせず、単純に賞しよう賛さんの声をあげる錬金術師の卵たまごが一人。

「流石さすがはヒューイだ！　君、そういうの造るの本当に好きだよねえ」

「……ふん」

「でも、ヒューイの研究とか、こういう『作品』とかって、火を使ったのが多いよね。何か火に特別な思い入れでもあるのかい？」

「……。いや、そんなものは無いな。最初に偶ぐう然ぜん手をつけたものを応用しているせいで、結果としてそう見えるだけだろう」

　素そっ気けなく答えたヒューイだが、彼はこの時、噓うそをついていた。

　心の中では、思い当たる節ふしはあった。

　自分が住んでいた村を襲おそった、魔ま女じよ狩がりの暴ぼう威い。

　ヒューイの母親は魔女の嫌けん疑ぎをかけられ、裁さい判ばんの果てに命を落とした。

　だが、魔女と断じられて火ひ炙あぶりにされたわけではない。

　幼い頃のヒューイの目に映るのは、そんな母の命がけの『告こく発はつ』によって、多くの村むら人びと達が火炙りにされる姿すがただった。慕したっていた村むら娘むすめが悲鳴を上げながら燃えていく姿は、文字通り、少年の目に嫌いやというほど焼き付けられた。

　自分が火にこだわるのは、果たして恐れか、それとも自分の母親を魔女と訴えた村人達に対する憎にくしみを思い出すのか──あるいは、そんな母の仇かたきが燃えていく姿を思い出し、嬉うれしいのだろうか。

　彼かれ自身にも、自分の感情の流れが解わからない。

　ただ、本当に自分が世界を滅ほろぼす事があるとすれば、恐らくは世界を火に包むのが妥だ当とうだろうという、空くう想そうに近い希望はあった。

　ヒューイ・ラフォレットにとっては、この世界そのものが魔女のようなものなのだから。

　よって、この世界には火炙りこそが妥当なのだという妄もう執しゆうに囚とらわれていた青年だが、その思いは月日を経る事に薄れていく。

　薄れさせた原因の一人が、ヒューイに向かってポンと手を叩たたく。

「よし、じゃあ、ヒューイがその手て品じなで見張りを驚かせてる間に、俺おれが船に忍しのび込むっていうのはどうだろう！」

「普通に藁わらでも燃やして、ボヤ騒さわぎでも起こした方が早いだろ」

　それはそれで物ぶつ騒そうな事を言うヒューイに、エルマーはなるほどと頷うなずき──

「じゃあ、誰だれも怪け我がしないように藁の量を調ちよう整せいしよう。燃え広がって家が焼けたり誰かが死んだりしたら、笑えなくなっちゃうからね」

「誰だれもやるとは言ってないぞ。そもそも、どうして俺おれが手伝う必要がある？」

「君だって、モニモニが絶望したまま自殺したりしたら嫌いやだろ？」

「……お前は、楽らく天てん的な癖くせにそういう事はあっさりと口にするな……。いや、そもそも俺にとって、モニカなど死んでも構わない存在だとは思わないのか？」

　不ふ敵てきな笑えみを顔に浮かべるヒューイに、エルマーは答えた。

「思わないね」

「何な故ぜ、そう思う」

「たった今、君の笑いが作り笑いになった。それだけの事さ」

「……」

　エルマーの特とく技ぎの一つに、『作り笑いを見み破やぶる』というものがある。

　他人の笑顔が好きで好きでたまらないというエルマーからすれば、長年の観察の結果身みにつけた必ひつ然ぜん的な技能とも言えるのだが──何も知らない者からすると、まさに読どく心しん術じゆつや魔ま法ほうの類たぐいとしか思えない正確さだった。

「……」

　沈ちん黙もくを続けるヒューイの肩に手を置き、エルマーは静かに笑う。

「そもそも、君はモニモニをいつも突き放してるように見えるけど、そうやって君が素すの自分を見せるの自体が珍めずらしいじゃない」

「したり顔で言うな。お前に何が解わかる」

「そりゃもちろん、君自身の目からじゃ解らない事が解るんだよ」

「……屁へ理り屈くつを」

　顔面に再び苦く笑しようを貼はり付け、更さらに暫しばらく沈黙を続けたが──

　彼のモニカに対する感情は明かさぬまま、自分の行動指し針しんを口にした。

「とりあえず、明日あした次し第だいだな。モニカの様よう子すを見てから決める」

「講こう義ぎを休んだら？」

「……その時は、見み舞まいという口こう実じつで様子を窺うかがいにいくさ」

　ヒューイの答えに、エルマーは一ひと際きわ笑顔を輝かせる。

「なあんだ！　やっぱりモニモニの事、好きなんじゃないか！　口実もなにも、見舞いだろ？」

　冷やかすように言う友人に対し、ヒューイは無む理り矢や理り無む表情を作り上げ、そっぽを向きながら呟つぶやいた。

「好きとか嫌きらいの問題じゃない」




「俺達が仮面職人である限り──俺もお前も、モニカと運命を共きよう有ゆうしているようなものなんだからな」




　　　　⇔




　ヒューイ・ラフォレット。

　エルマー・Ｃ・アルバトロス。

　モニカ・カンパネルラ。

　彼らは、第三図書館で錬れん金きん術じゆつを学ぶダルトンの弟で子し達だ。

　同時に、その三人はある『秘密』を共きよう有ゆうしている。

　『仮か面めん職人』。

　彼らは、かつてこの町で恐れられた連れん続ぞく殺人鬼きに所属している。

　もっとも、エルマーもヒューイも実際に人を殺した事はない。元々はモニカが何らかの事情で『仮面職人』として暗あん躍やくし、ある種の人間達たちの自殺を『見送ってきた』事が始まりである。

　だが、１７０５年のとある事件を経て、仮面職人は、ヒューイ・ラフォレットが作り出した『偽にせ金がね作づくり』のシステムと融ゆう合ごうし、一つの組織となる。

　もっとも、それを知っているのはこの三人だけで、ヒューイも自分の正しよう体たいを明かす事こと無なく、陰から偽金作りを指し示じしているような状態なのだが。

　エルマーに至っては何もしていない。だが、モニカとヒューイの『仮面の裏うら側がわ』を巡り合わせた要よう因いんであり、その両面を貼はり合わせる糊のりとなったのが、エルマーという少年の存在だったのだ。

　──それから数年の月日が流れた現在でも、その『仮面職人』としての妙みような縁えんは続いている。

　１７０５年に起きた事件によって町の暗あん部ぶが暴あばかれ、ある種の子供達が虐しいたげられ、時には命を失うという状況は改善された。

　ヒューイもその後は直ちよく接せつ偽金作りに関わる事を控ひかえていたが、町の裏側から色々と何かを手引きしているようだ。エルマーはそれを知っていたが、特に口を出す事もしなかった。

　ただ、エルマーは口くち癖ぐせのように『どうせ悪わる巧だくみするなら、みんなが笑えるような悪巧みにしよう』と言い続ける。ヒューイも最初は苛いら立だち混じりにそれを聞いていたのだが、数年経たつうちに、その苛立ちはいつしか苦く笑しように変わっていた。

　ヒューイはそんな自分自身の変化に気付いているのかいないのか、モニカの過去にもエルマーの過去にも触れぬまま、今まで通り『ダルトンの私し塾じゆくの生徒』としての自分を護まもり続けた。




　そして今日きようも、彼は第三図書館に足を運ぶ。







「あー、もう。昨日きのうは本当にごめんね、エルマー。急に気分悪わるくなっちゃって。お昼御ご飯はんが何か古くなってたのかな」

　講こう義ぎの場となっている蔵ぞう書しよ庫この片かた隅すみで、モニカが明るい笑顔を輝かせた。

　まだ講義は始まっておらず、講こう師しであるルネ・パルメデス・ブランヴィリエも来ていない。

　数人が席を並べる机のまわりで、モニカは開かい口こう一番にエルマーにそう語りかけたのである。

　だが、エルマーは笑いながら相手の言葉の裏うら側がわに踏み込んだ。

「えー、『なんでここに』とか言ってたじゃん」

「なんでここに来た途と端たんに吐き気がしたんだろう、って言いかけたんだよ？」

　あっさりと答えを返すモニカの笑顔は、エルマーから見ても作り笑いなどではなく、心の底から浮かべられたものだった。




　ヒューイは一人離はなれた席から、そんなモニカとエルマーの会話を眺ながめていた。

　窓まど際ぎわの席で本をパラパラと捲めくりつつ、横よこ目めで二人の様よう子すを観察し続ける。

　一見すると、なんの問題も無さそうだが──ヒューイは、何かひっかかりを感じていた。

　あの笑顔は確かにモニカのものだ。作り笑いならエルマーがこの段階で空気も読まずに指し摘てきしている事だろう。

　だが、いつもと違うような気がするのも確かだ。

　──なんだ？

　──何が違う？

　本に目を向け、暫しばし考えるヒューイ。

　何も思い当たる事はないのだが、どうしようもない違い和わ感かんだけが青年の心を支配する。

　──……。

　無む視しすればいいのかもしれないが、妙みような居い心地ごこちの悪さが首くび筋すじの辺りに渦うず巻まき、もう一度だけモニカの方に視線を送る。

　彼女はずっとエルマーや他の生徒達たちと談だん笑しようを繰り広げており、別べつ段だん変わった様子はない。

　だが──ヒューイはそこで気が付いた。

　それこそが、明らかにおかしい状況なのだと。

　暫しばらくモニカの方に視線を送り続けたが、彼女がこちらを向く様子はない。

　普ふ段だんならば、たまにヒューイが視線を向けると、必ずこちらに意識を向けていた。たとえ、他の人間達と話をしている間だろうと、講義の最さい中ちゆうであろうと。

　つい数日前まえもそんな事があり、『よくも５年近く人の顔を見続けて飽あきないものだ』と感心した記き憶おくがある。

　たまたま彼女がこちらを向かない時間が続いている。

　普通に考えればそうだろうが、妙な違和感としてそれがヒューイの心の澱よどみとなったのも確かであり、彼は試しに何かこちらから声をかけてみようかと考えたのだが──




「はーい、お待たせしまし……きゃひっ!?」

　気の抜けた女性の声と悲鳴が響ひびき渡り、室内の談だん笑しようが強きよう制せい的に打ち切られる。

　積んであった本に自分の胸をひっかけてしまい、盛せい大だいに蔵ぞう書しよを散らかしたのは、眼鏡めがねをかけたグラマラスな女錬れん金きん術じゆつ師しだ。

　彼らの講こう師しであるその女性に、クラスの中から失しつ笑しようが漏もれる。

　ヒューイは笑いもせずに溜ため息いきを吐き出し、モニカに声をかけるのは後に回す事にした。

　最後にもう一度モニカの方を見たのだが──やはり、彼女と視線が合う事はない。

　寧むしろ、意い図と的にヒューイの方を向く事を避けているかのように。







「それでですね、バスマスの精せい製せい段階でアマルガム化を促うながす手しゆ法ほう、それを応用すれば──」

　のんびりとしたルネの声が、専門的な話を紡つむいでいく。

　いつもと変わらぬ調子の授業が続く中、ヒューイは自らもいつも通り努めようと、ルネの講こう義ぎを適当に聞き流しつつ、窓の外の風景と手元の本の間で意識を往おう復ふくさせていた。

　そんな時間がどれほど続いた時だろうか──




　図書館の正門の方に意識を向けると、そこに違い和わ感かんのある人間達たちがやってきた。

　──軍ぐん人じん？

　カッチリとした服に身を包み、背せ筋すじを伸ばした歩き方をしている男達。

　──……いや、先頭にいるのは……女か？

　やや膨ふくらんでいる胸元や顔つきを見てそう判断したが、この位置からでは正確には確かく認にんできない。視し力りよくは良い方だが、見み間ま違ちがいが無いとは言い切れないからだ。

　──いや、あんな格かつ好こうをしてる女なんている筈はずないか。

　これまでの常じよう識しきに当てはめた結けつ論ろんを出しつつ、ヒューイはふと考える。

　──自じ警けい団だん……都市警けい察さつの連れん中ちゆうにも見えないな。

　──かといって、あれは正式な軍ぐん服ぷくでも無さそうだが……。

　──一体、なんの用だ？

　頭の中に、僅わずかに危き機き感かんが膨れあがる。

　４年前、この錬金術の私し塾じゆくに通う者達が『仮か面めん職人』ではないかという冤えん罪ざいを被かぶされ、拘こう束そくされかけた記き憶おくが蘇よみがえった。

　もっとも、それは全てが冤罪とは言い難がたいものだったのだが。

　──……警けい戒かいはしておくか。

　頭の中で逃とう走そうルートを描くが、この蔵書庫こは二階に位置している。

　最さい悪あく窓から飛び降りる事までシミュレートしつつ、扉とびらの入口に目を向け続けた。




　結局、講こう義ぎが終わるまでは何も起こる事はなく──ヒューイは、自分がどこか気を張り詰めているのかと疑い、改めてモニカの方に目を向ける。

　だが、やはり彼女の目がこちらを向く事はない。

　──……。

　──なんだ？

　──俺おれは、何を考えている？

　普ふ段だんうざったいと思っていた筈はずの視線が無い。

　ただそれだけのことだ。

　そんな事で強い違い和わ感かんを覚えた自分自じ身しんに、軽い苛いら立だちが湧わき上がる。

　──馬ば鹿か馬鹿しい。

　──これでは、俺の方がモニカを気にしてるみたいじゃないか。

　ヒューイ・ラフォレットにとって、世界の全ては敵だ。

　15歳さいの頃から、その思し考こうは基本的に変わっていない。

　今はただ、どうすれば世界に復ふく讐しゆうしたと言えるのか、どうすれば自分が満足するのか、その方法を模も索さくしている最さい中ちゆうなのであって──もしも『大量殺さつ戮りく』などという答えが出ようものなら、彼は迷わずそれを実行するだろう。その先に、如い何かなる結けつ末まつが待ち受けていようとも。

　心の中の本に記記録憶した、これまでに出会った人々の名。

　その名に併へい記きされている説明文ぶんには、共通して『敵』と書かれている。

　思し春しゆん期きの少年が抱くような妄もう想そうだが、彼の場合は、ある経験から、その妄想が現実として刻きざみこまれてしまっているのだ。

　だが──ある事件をきっかけとして、モニカとエルマーの項にだけは、『敵』という文字は記されていない。

　ヒューイもまた、摑つかみかねているのだ。

　二人が自分にとって一体なんなのか、他者と同じように敵なのか、それとも今こん後ご人生を共にする価か値ちのある味方なのか。

　敵か味方かだけで世界を二に分ぶんするなど愚おろかな事かもしれない。

　しかし、ヒューイは自分は愚かでも構わないと思っていた。

　だからこそ、彼らが敵であるのか味方であるのか、慎しん重ちように判はん断だんせねばならないと思っていた。

　そして、それから数年の月日が流れるも、彼はまだ二人に対する態度を決めかねていた。

　寧むしろ、彼らについて敵か味方か判断するということ自体を忘れかけていたのだ。

　──……まさか、な。

　ヒューイはそんな自分の変化を感じ取ってはいたのだが、無む理り矢や理り心の奥に抑え込む。

　──こんな曖あい昧まいな状況が心地ここち良いなど……ありえるものか。

　──だが……。

　──これが、俺おれの変化の結けつ末まつか？

　かつて、ヒューイは予よ感かんを感じていた。エルマーがこの街にやってきた頃から、自分の中で何かが変わるのではないかと。

　自分の心は、果たして本当に変化してしまったのだろうか？

　──いや、それを考えるのは後あと回まわしだ。

　彼は小さく溜ため息いきをつくと、休きゆう憩けい時間に入ってエルマー達と話しているモニカの方に歩み寄っていった。




「なあ、モニカ」

「えっ……ヒューイ君！　どうしたの!?」

　声を掛けられたモニカはいつものように照れた顔で笑うが、ヒューイの中にある妙みような違い和わ感かんはぬぐえない。一体どこが違うのか、それが論ろん理り的に説明できるのならば苛いら立だちも消えるのだろうが、『なんとなく』という言葉しか出てこない自分に腹が立つ。

　しかし彼はそんな苛立ちを欠片かけらも浮かべる事なく、普ふ段だん通りの無む表情で問いかけた。

「昨日きのう別れたあと、調ちよう子し悪かったらしいけど……大だい丈じよう夫ぶか？」

「えっ!?　や、やだ！　エルマーに聞いたの!?　もう！　エルマーのお喋しやべり！」

　そう言って隣となりに座るエルマーの肩をポカスカと叩たたくモニカだが、ヒューイの目には、その必ひつ要よう以上に子供っぽい行動も、本ほん心しんを隠かくす為ための陽よう動どうとしか受け取れない。

「本当に、ちょっと気分が悪くなっただけだから！　気にしないで！」

「そうか……。今はもう、大丈夫なのか？」

「うん、全ぜん然ぜん平気！」

　朗ほがらかな声をあげるモニカを前に、ヒューイは暫しばし沈ちん黙もくする。

　その僅わずかな時の間に、天てん井じよう、壁、エルマーへと視線を送り、やがて意を決したようにモニカへと目を向けた。

「昨日言いってた劇げき場じようの伝つ手てっていうのは、今日きようでも使えるのか？」

「？」

　微笑ほほえみながら首を傾かしげるモニカに、ヒューイは告げる。

「興きよう味みが出てきたんだ。良かったら、一いつ緒しよにその新しい芝しば居いを見に行かないか？」

「……っ！」

　モニカの顔が、驚きよう愕がくに見開かれる。

　だが、それはモニカだけに限らず──10歳さいぐらいの少女から二は十た歳ち前後の青年までが入り乱れる蔵ぞう書しよ室しつに、混こん沌とんとしたざわめきが巻き起こる。




（おい、今の聞いたか!?）

（ヒューイの奴やつが……自分からモニカを誘ったぞ？）

（どうしたんだあいつ。今までずっとそっけなかったのに）

（あの鈍どん感かん蟲むし、やっとモニカの気持ちを受け入れたのよ！）

（よかったねモニカ！　本当に良かったね！）

（畜ちく生しよう！　いつかモニカも諦あきらめるだろうと思って後あと釜がまを狙ねらってたのに！）

（ねえねえエルマー、ヒューイったらどうしたのよ!?　病気!?）

（死ぬの!?）

（いやー、恋の病やまいって奴じゃないかな！　アハハハハ）

（おいおい……変な船が港に来たと思ったら、ヒューイまでおかしくなったぞ）

（この街、一体どうなるんだ……）

（アルカンジェロ先生に報告しといた方がいいんじゃないか？）

（ルネ先生も脱ぬいだりしないかな）

（寧むしろ脱がせよう！　エルマー、なんとかできないか!?）

（……部屋を物もの凄すごく暖かくすれば、暑いって言って脱いでくれるんじゃないかな！　男はみんな笑顔になって、涼しくなったらルーニーも笑顔になる……凄すごいぞ！　完かん璧ぺきなスマイル計画だ！　どうしよう！）

（待ちなさいよ！　ルネ先生って、必死でお願いすればタダで脱いでくれると思うわ！）




　そんな混こん沌とんとしたざわめきを耳にして、ヒューイは思わず頰ほおを引きつらせた。

　──こ、こいつら……。

　どうやら、自分が周囲に無む関心を貫つらぬいているのとは裏うら腹はらに、錬れん金きん術じゆつ師しの卵たまご達はモニカとヒューイの関係に興きよう味み津しん々しんだったようだ。４年も進しん展てんが無く、半なかば諦あきらめていた所にこの唐とう突とつな変化である。不ふ意いを討うたれた形となった若者達は、珍めずらしい娯ご楽らくだとばかりにこの状況を楽しんでいるようだ。

　──というか、俺おれは陰で『鈍感蟲』なんて呼ばれてたのか……。

　表情を無む理り矢や理りクールに保ちつつ、ヒューイは周囲の生徒達を見回した。既すでにざわめきの内容はルネに移りつつあったが、そんなざわめきに堂どう々どうと加わっていたエルマーの首くび根ねっこをひっつかむ。

　そして、無表情のまま、苛いら立だち混じりの声を相手の耳に囁ささやいた。

「……何をお前は、普通に騒さわぎに加わっているんだ？」

「まあそう言わないでよ。あんまりピリピリしてると鈍感蟲から敏びん感かん蟲って渾あだ名なに変わっちゃうよ？」

「さては、お前がつけた渾あだ名なか……!?」

「やだなあ、俺おれは『鈍どん感かん兎うさぎ』って渾名を付けたんだよ？　いつの間にか蟲むしに変わってたけど」

　けろりと言い切るエルマーの首を、無む表情のまま片手で締め上げるヒューイ。

　だが、流石さすがに周囲の視線の方が気になり、すぐに手を離すとモニカの方に向き直った。

「……で、どうかな、モニカ。君が良ければ、だけど」

「えっと……あ、あのね、曜よう日び次し第だいだから、今日きようすぐは無む理りだけど、来週だったら確実に大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「そうか」

　今日すぐにと思っていたヒューイは、やや当てが外れたと思いつつ席に戻ろうとしたのだが──周囲の好こう奇きの視線に晒さらされている自分に気付き、ヒューイは心しん中ちゆうで舌した打うちしながら、何も言わずに教室から出て行った。

「あ!?　待ってよ、ヒューイ君！」

　モニカは慌あわててその後を追い、教室を出て行ってしまった。

　そんな男女を見送った後──再び、蔵ぞう書しよ庫この中にざわめきが広がった。




（……駆かけ落ち!?）

（こりゃ午後の講こう義ぎはさぼるかね）

（俺もサボりたい。午後の講義ってアルカンジェロ先生だろ？）

（ルネ先生だったら良かったのに……）

（ていうか、ヒューイの奴やつが出て行ったのって、照てれ隠かくしだよなエルマー）

（もちろんさ！）

（あいつ、涼すずしい顔をしててもやっぱりモニカの事を気にしてたんだなあ）

（でも、エルマーの言う通り、あいつも人間らしいとこあったんだな！）

（ヒューイはちょっと照れ屋なだけなんだって！）




（だから、モニカと上う手まくいったら、みんなで笑って祝福しよう！）




　　　　⇔




同どう時刻　第三図書館　特別資し料りよう室しつ




「……随ずい分ぶんと、賑にぎやかな図書館ですね」

　階上の部屋から聞こえてくる若者達の笑い声を聞いて、女は静かに呟つぶやいた。

　化か石せきや骨こつ格かく標ひよう本ほんなどが並ぶ、独どく特とくな空気に包まれた資料室。

　部屋の奥から中央部にかけては広いスペースが設けられており、中心に置かれた椅い子すからすれば、この部屋はそうした品物の持もち主ぬしが来らい客きやくにコレクションを自じ慢まんするための接せつ客きやく室しつとも受け取れる。

　だが、現在の来客である褐かつ色しよく肌はだの女性──カルラは、コレクションではなく眼がん前ぜんの男に目を向けていた。

「五う月る蠅さいようなら黙だまらせてくるが、どうするかね」

　木もく製せいの義ぎ手しゆをギチリと軋きしませながら、老ろう齢れいの男──ダルトンが淡たん々たんと答える。

　部屋に入って、この図書館の主あるじである錬れん金きん術じゆつ師しと相あい対たいしたカルラ。

　広いスペースとはいえ限りがあるため、彼女の部下達は部屋の外に待たい機きさせており、現在は一対たい一で老ろう爺やと向き合っている状態だ。

　ダルトンが老ろう齢れいの錬金術師と聞いていたカルラは、最初は細い薪まきのような手足の老人を想そう像ぞうしていたのだが、予よ想そう以上にがっしりとした体つきをしており、風ふう体ていや威い圧あつ感かんからは錬金術師というよりも熟じゆく練れんした船ふな乗のりか海かい賊ぞくの主ぬしといった雰ふん囲い気きが感じられる。

　すぐに目が行ったのは、机の上に置かれていた鉤かぎ爪づめ型の義手だ。今は通常の手の形をした木製義手を付けているが、もしこの鉤爪の方をつけていたら本当に海賊さながらの外がい見けんになるだろう。

　そんな老人に気け圧おされる事なく、カルラは凛りんとした調子で言葉を紡つむぐ。

「既すでに書しよ状じようでお伝えしていると思いますが、今後、我々ドルメンテル家の使し者しや団だんが長期的に街に滞たい在ざいする事になります。この図書館にも部ぶ下かが出入りする事があるかと思いますが、どうか御ご容よう赦しや願いたい。基本的に利用者の行動を妨さまたげるような事は致しません」

「基本的には、か。君達のような存在がこの街にやってきた時点で、既に基き礎そからは外れてしまっていると思うのだがね」

　皮ひ肉にくめいた事を口にするが、ダルトンの表情は岩のように固まったままだ。

「だが、律りち儀ぎなのは良い事だ。こうして街の全ての施し設せつに挨あい拶さつ回りをする気かね？」

「民間施設や住居までは回りません。余よ計けいな不安を住民に与える事は、我々の本ほん意いではありませんから。特に、『図書館』は貴き族ぞくの御お歴れき々れきとの関わりが深いと聞いていますし、この第三図書館はボロニアル伯はく爵しやく閣かつ下かが懇こん意いにしていらっしゃると伺うかがっております故ゆえ、最初に御ご挨あい拶さつに伺った次第です」

「なるほど。要は、『自分達が今こん後ご街に居い座すわる事になるが、邪じや魔まをするな』と釘くぎを刺さしに来たという事かね」

「否定はしません」

　横おう柄へいな要求ではあるが、誠せい実じつな態度で相対するカルラ。

　女性だからという理由で軽く見れば火傷やけどをする事になるだろう。

　ダルトンはそう判はん断だんし、相手を観察しながら口を開く。

「さて……この街に潜ひそんでいるという罪ざい人にんを捜しに来たそうだが……」

「はい」

「……それだけかね？」

　片かた眉まゆを上げながらジロリと睨にらみ付けるダルトンの視線に、カルラは表情を変えずに答える。

「……なにか、気になる事でも？」

「否ひ定ていや肯こう定ていより先にそのような事を尋たずねるのは止やめたまえ。裏があると認めているようなものだ。……まあ、講こう義ぎの邪じや魔まをしないというのなら、何をしようと詮せん索さくはしないがね」

　淡たん々たんと告げるダルトンは、既すでに興きよう味みが無いとでも言いたげに手元の書類に目を落とした。

「それでは、失礼します」

　カルラも用は済んだと、一いち礼れいをして踵きびすを返すのだが──

　ドアに手をかけた彼女の背に、ダルトンが柔らかい調子で声をかける。

「そうそう、一つ言い忘れていた」

「は……？　なんでしょうか」

　背せ筋すじを伸ばしたまま振り返るカルラに、ダルトンは髭ひげをニヤリと歪ゆがませながら呟つぶやいた。




「ロットヴァレンティーノにようこそ、美しいお嬢じようさん」




　　　　⇔




市内某ぼう所しよ




「ねえヒューイ君、もう休きゆう憩けい時間終おわっちゃうよ？」

　当然といえば当然なモニカの言葉を黙もく殺さつし、ヒューイはゆっくりと図書館から離れる道を歩んでいく。

　モニカもそれを無む理りに止める気はないのか、歩ほ調ちようを合わせて青年の後ろについていく。

　ヒューイは黙だまり込んだままで、モニカも声を掛けることを止め、二人の歩みに合わせるかのように、静かに風が流れていく。

　不ぶ器き用ような青年と恋する女が、互いにかける言葉も無いまま街の景け色しきに埋もれていく。

　二は十た歳ち近い男女としては、妙みような幼さすら感じられる図だ。

　後ろを歩く少女も、それで満足だというように、薄く微笑ほほえみながら俯うつむいている。

　だが、それは路ろ地じの中から彼ら以外の気け配はいが消えるまでの儚はかない時間だった。

「……なにがあったんだ？」

「えッ……？」

　坂道の途と中ちゆうで立ち止まり、壁に背をもたれかけさせるヒューイ。

「君がおかしい、というのは俺おれにも解わかる」

「そ、そんなことないよ？　私はいつも通り……」

「誤ご魔ま化かさなくていい」

　少し強い調子で呟つぶやくと、モニカは口を閉ざして目を逸そらした。

　逆に、その態度がヒューイの疑ぎ念ねんを確信へと昇しよう華かさせる。

　──やはり、モニカは何か隠かくしている。

「どうして、そう思うの？」

　モニカは目を逸らしながら、尚なおも肯こう定ていせずに問いかけてくる。

　ヒューイは口を開き、そこで一いつ端たん動きを止めた。

　『君が俺に視線を送っていなかったからだ』とは言う気になれず、ヒューイはモニカから一いつ瞬しゆんだけ目を逸らし、再び彼女を見るのと同時に口を開く。

「忘れるな。俺と君は、『仮か面めん職人』として一いち蓮れん托たく生しようだ。君に何か心変わりがあれば、俺にまで迷めい惑わくが降りかかるかもしれないんだ。そんな事がないように、君の態度はそれなりに観察してきたつもりだからな……些さ細さいな変化があれば気が付くさ」

「……そっか」

　彼女はそれで納なつ得とくしたのか、暫しばし表情を暗くして黙だまり込む。

　二人の間を風が吹き抜け、ただ刻こく々こくと時間だけが過ぎ去っていく。

　路ろ地じに人が通りかかる事はなく、動き出すきっかけすら摑つかめぬまま、尚なおも静せい寂じやくは続くかと思われたのだが──

　ヒューイが自らの溜ため息いきでその状況を壊こわし、真剣な表情でモニカに問う。

「俺にも、話せない事か？」

「……うん」

　即そく答とうだった。

　答えた時も、答えた後も、モニカは変わらず目を伏せたままだった。口元だけはかろうじて笑っているが、目元は敢あえてヒューイに見せないようにしているのだろう。

　それが何を意味しているのか、それが解わからない程ほどにヒューイは愚おろかではなかった。

　だが、そんなモニカの悩みを払える程に賢かしこくもなかった。

「そうか。無む理りには聞かないさ」

　彼はそう答えると、モニカにゆっくりと歩み寄る。

　モニカは、近づく想おもい人びとに自らの顔を見せぬように、体ごと顔を背けようとしたのだが──

　その右腕を、ヒューイの手が摑み止める。

「あッ……」

　驚きに目を見開くモニカに、ヒューイは言った。

「どうせ、もう午後の講こう義ぎには間に合わない」

「え、あ、あの……ヒューイ君？」

　戸と惑まどいの表情のまま首を傾かしげるモニカ。ヒューイはそんな彼女の手を引きながら、再び坂道を上り始めた。

「たまには、こっちの暇ひまつぶしにも付き合ってくれ」




　　　　⇔




ロットヴァレンティーノ　市いち場ば通どおり




　ヒューイ達が午後の講義を無む視しして歩いている一方──

　ここにも一人、講義を抜け出してきた青年がいた。

　──アルカンジェロ先生、三人も授業をずる休みしたって言ったら怒るかなあ。

　──明日あした、どうにかして笑わせる方法を考えないと。

　そんな事を考えながら、エルマーはとある集団の後をつけていた。

　つかず離れず、市場にごった返す人々の間に紛まぎれて慎しん重ちように追つい跡せきする。




　ヒューイ達が抜け出した少し後、休きゆう憩けい時間中ちゆうに窓の外を眺ながめていた時にたまたま見かけた集団だ。軍ぐん人じんらしき格かつ好こうをしているが、どうもスペインの正せい規き軍ぐんとは違うようだ。滅めつ多たに見かけぬ服ふく装そうの面めん々めんが気になり、蔵ぞう書しよ庫こから一階に下りて接近した所──

　彼らの服に、黒い船に描かれていたのと同じ、金きん色いろの砂すな時計の紋もん章しようがあったのだ。

　──やっぱり、あの船の関係者の人達だよね。

　──こっそり後をつけて忍しのび込むのと、直接挨あい拶さつして話を聞くの、どっちがいいかなあ。

　双そう方ほう共に異常と言える行為なのだが、ブレーキの無い青年は真剣に考える。

　そして、まだ異常度どの低い後者を選び、移い動どう方法を尾び行こうから接近に変えようとした。




　刹せつ那な──

　後ろから襟えりを摑つかまれ、強きよう制せい的に引き戻された。

「うぐわむっ？」

　慌あわてて手足をばたつかせ、喉のど元もとに隙すき間まをあけながら背後を振り返る。

　するとそこには──頭半はん分ぶん以上背せの高い、眼鏡めがねをかけた男の姿すがたがあった。

「何をしているんですか、エルマー」

　柔にゆう和わな物もの腰ごしの男に、エルマーは一いつ瞬しゆんキョトンとしたが、すぐに笑顔を浮かべて相手の名前を口にした。

「ああ、マイザー！　久しぶりだねえ！」

「先せん週しゆう図書館で会ったばかりでしょう。……それはともかく、何をしているんですか」

　男はそう呟つぶやきながらエルマーと道の先にいる集団を見み比くらべ、『やっぱりか』という顔で溜ため息いきを吐き出した。

「エルマー……」

「なに？」

「あなたは、また余よ計けいな事に首を突っ込もうとしていますね」




　マイザー・アヴァーロは、この数年の間に大きな変化を見せた。

　言葉使づかい、服ふく装そう、顔つき、そのどれもが、『腐くさり卵たまご』のリーダーだった頃の彼を知っている人間が見たら、別べつ人じんとしか思えない程ほどの変化を遂とげていた。貴き族ぞくらしくなった、というよりは、寧むしろ学者っぽくなったという印いん象しようなのだが、どちらにせよ彼を知る人間達はその変化に驚き、陰で様々な事を囁ささやき合う。

　それを成長と呼ぶのかどうかは解わからないが、貴族達の多くは物もの腰ごしが一八〇度変かわった有ゆう力りよく貴族の息むす子こに対し、『大人おとなになったな』という言葉を漏もらしていた。

　エルマー達と共に講こう義ぎを受ける事はなかったが、ダルトンの指し示じの元、半分独どく学がくで錬れん金きん術じゆつを学び続けるマイザー。図書館の蔵ぞう書しよはこの数年の間で殆ほとんど読み終え、今では自分で有用な資料の編へん纂さんを行うまでになっている。

　自然と第三図書館に出入りする機会も増える為ため、エルマーとは自然と顔を合わせる機会も増え、以前よりもよく話すようになっていた。

　それ以前から、マイザーはエルマーの性格と行動力りよくを目にしており──直ちよつ感かん的に彼が今から何をしようとしているのか理解したのだろう。




「いやあ、それにしても偶ぐう然ぜんだねマイザー。こんな所で会うなんて」

　誤ご魔ま化かすように笑うエルマーに、マイザーは眼鏡めがねを片手で直しながら再さい度ど溜息を吐き出した。

「半分は必然ですよ。私も、あの人達に用があったので」

「え？　知り合いなの？」

「いいえ。ちょっと気になる事があったので、様よう子すを窺うかがっていたんです。……そこに、こそこそと後を付ける顔かお見み知しりがいたというわけです」

「さっすがぁ」

　何が流石さすがなのか解らないが、笑いながらマイザーの背をパンパンと叩たたくエルマー。

　彼は至って自然な調子で、マイザーに問いかけた。

「で、誰だれなの？　あの人達」

「……知らずに尾び行こうしていたんですか？」

「知る為ために尾び行こうしてたんだよ」

　あっさりと答える笑顔中毒者スマイルジヤンキーに、マイザーは本ほん日じつ三度目の溜ため息いきを吐き出し、諦あきらめたように笑いながら言葉を返す。

「……貴方あなたは、本当に後あと先さきを考えませんねえ」




　　　　⇔




ロットヴァレンティーノ　丘きゆう陵りよう部ぶ




　ボロニアル邸ていより更さらに高い標ひよう高こうに位置する、少しだけ開けた丘の上。

　背後には森が広がり、前方にはロットヴァレンティーノの街の全景を見渡す事ができる。

　足元には野や生せいの花が群ぐん生せいし、なんとも牧ぼつ歌か的な空気に包まれている場所だ。

　街の恋人同どう士しの逢あい引びき場所の一つであり、時とき折おりそうしたカップルが街を眺ながめている姿すがたが目もく撃げきされるのだが──

　そんな噂うわさに違たがわず、現在も一組の男女が街を眺めている。

「……さっき、講こう義ぎ室しつの連れん中ちゆうが騒さわいだろ」

「うん」

　眼がん下かに広がる街の景け色しきを眺めながら、ヒューイとモニカが言葉を交わす。

　ヒューイは無む表情のままで、普ふ段だんは決してしないような『世せ間けん話ばなし』を口にした。

「あいつら、雰ふん囲い気き変わったな。昔は、なんていうか、あんなことでギャーギャー騒ぐような連中とは思わなかったが……」

「エルマーが来てからだと思うよ？　みんながあんなに明るくなったの。ほら、エルマー、私達だけじゃなくって、みんなともすっごく仲良かったから……」

「腹立たしい事しか言わないのに不ふ思し議ぎなもんだな。……いや、錬れん金きん術じゆつ師しになろうなんて奴やつは変わり者だから、案外変わり者同士、気が合うのかもな……」

　皮ひ肉にくのつもりで言った言葉だった。

　だが、そんなヒューイの言葉に、モニカは小さく噴ふき出した。

「……っ！　アハ……アハハっ！」

　普ふ段だん見せた事のないタイプの笑顔に、ヒューイは心に軽い戸と惑まどいを浮かべる。

「？　どうした？」

「だって……！　ヒューイ君たら、あんまりおかしな事こと言うから……っ！　アハハハハハっ！」

「？　何かおかしい事を言ったか？」

「クラスのみんなが変わり者って……」

　一ひと通とおり笑い終えると、モニカは笑い過ぎて滲にじんできた涙を手で拭ぬぐいながら答えた。

「エルマーと一番気が合ってるの、ヒューイ君じゃない！」

「……っ！」

　ヒューイは露ろ骨こつに目を見開き、何か否ひ定ていの言葉を吐き出そうとした。

　だが、口から漏もれるのは空気のみで、頭の中にはなんの言葉も浮かばない。

　そして──諦あきらめたように口を閉じ、草むらの上に腰を下ろす。

　足を伸ばしつつモニカを見上げながら、ヒューイは無む表情のまま尋たずねかけた。

「やっぱり、そう見えるのか？」

「うん」

「俺おれは、エルマーには苛いら立だたされてばかりだ。あいつの楽らく天てん的な考えには呆あきれても物も言えないし、俺の都つ合ごうなど気にもかけずに『笑え』『笑え』だ」

「うん」

　優しく頷うなずくモニカに、ヒューイは更さらに問いかける。

「アイツのせいで、俺の人生は随ずい分ぶんと無む駄だな時間を過ごすハメになった。それでも、俺とエルマーが一番仲なかがいいと思うのか？」

「無駄な時間を一いつ緒しよに過ごせる相手っていうのが、一番仲がいいと思うよ？」

「……」

　沈ちん黙もくし、ヒューイは周囲の景け色しきに目を向ける。

　海からの風に吹き上げられ、ヒューイを笑うようにざわめく草くさ花ばな。

　そんな擬ぎ人じん化かされた草花の視線にすら気き恥はずかしさを感じ、ヒューイは深い深い溜ため息いきを吐き出した。

「まあ、そういう考え方もあるか……」

　諦てい念ねん混まじりの苦く笑しようを浮かべるヒューイに、モニカは少しだけ笑いに寂せき寞ばくとした色を加えて話しかけた。

「私ね、ずっと、エルマーに嫉しつ妬としてたんだ」

「流石さすがにそういう関係だと思われるのは心外だな……」

「あ、ち、違うの！　そういうのじゃなくて……純じゆん粋すいにね、ヒューイ君がエルマーと一緒にいる時間が長かったから……」

　モニカはそのままヒューイの横に腰を下ろし、空を眺ながめながら言葉を続ける。

「私の方が先にヒューイ君の事を知ってた筈はずなのに、エルマーは、いっつも私の知らなかったヒューイ君を見つけるんだから。それが、なんだか悔くやしかった。なんだか、ヒューイ君とエルマーが進めてる時間の中から置いていかれているみたいだった」

「……」

「だけど、エルマーの事も好きだから、憎にくみきる事もできなくて……。あ、ち、違うよ!?　エルマーが好きっていうのは、あくまで友達としてってことで、ヒューイ君の好きとは全ぜん然ぜん違うんだからね！」

「解わかってるよ」

　ヒューイは座ったまま両手を後ろにつき、モニカと同じように空を見上げた。

　雲くも一つ無い青空を見て、まるで巨大な青いキャンバスが落ちていきそうな錯さつ覚かくを感じる。

　──世界の全てがあの空に落ちて、粉こな々ごなになってしまえばいいのに。

　数年前まで、ヒューイは空を見上げてはそんな事を考えていた。

　だが、今は──その妄もう想そうが、僅わずかに『恐い』という事に気が付いた。

　天てん地ちが突然逆さかさまになって、周りの全てが、あるいは自分一人が空に落ちていくという状況を空くう想そうし、僅かに身み震ぶるいすら感じたのだ。

　──ああ……そうか、

　自分の心の変化を整理し、ヒューイはゆっくりと結けつ論ろんを出す。

　──さっき……他の連れん中ちゆうがいる前では考えたくもなかったが……。

　一いち度ど心の底に押し込めた答えを、モニカを横よこ目めに見ながらゆっくりと紐ひも解とくヒューイ。

　──俺おれは、恐いのかもしれない。

　──俺は、この……今のモニカやエルマーとの関係を失う事が、恐いんだ。

　──いや、違う。それは遠とお回まわしな言い方だ。

　──俺は……今の世界が、居い心地ごこちがいいとすら思ってる。

　──ただ、それだけの事じゃないか。

　ヒューイは自分自じ身しんの捻ひねくれた性しよう分ぶんに苦く笑しようしつつ、モニカに言った。

「ただ、一つ間違ってる所があるな」

「えっ……？」

「俺が無む駄だな時間を過ごしたのは、エルマーだけじゃない。モニカにも相そう当とう俺の時間を割さいてるさ。……それこそ、出会いが早かった分……エルマー以上かもしれないな」




　モニカからの答えはなかった。

　ただ、沈ちん黙もくだけが二人の間を行き交い、潮しお風かぜに揺れる草くさ花ばなのざわめきが丘の上に木霊こだまする。

　妙みような事を言ってしまったなと思い、ヒューイがモニカの顔を見ると──

　彼女は、泣いていた。

「えっ!?」

　先せん刻こくの言葉で、モニカを少し喜ばせようとしたのは確かだ。

　だが、今のモニカの顔は無む表情に固まっており、涙だけをポロポロと溢こぼしているような状態である。

「おい、どうしたんだ、モニカ。どこか痛むのか!?」

　普ふ段だんクールを装よそおっている青年は、こうした状況に慣れていなかった。

　見けん当とう違ちがいな事を言いつつ、モニカの肩を揺するのだが──

「ちがっ……違う、違うの、ご、ごめん、ね、ヒューイ君」

　時とき折おり涙と息を吞み込みつつ、モニカは無む理りに笑おうとする。

　エルマーでなくても解わかる、あからさまな作り笑いだ。

「おい、無む理りをするな。どうしたんだ、急に」

「……嬉うれしい、の」

「？」

「ヒューイ君が、今みたいに言ってくれた事も、こんなに素す敵てきな場所、に、連れてきてくれた、ことも、ヒグっ……凄すごく、凄く、嬉しい。世せ間けん話ばなしを、してくれたのが、嬉しい。ヒューイ君の事を、話して、くれたのも……凄く、凄く、凄、く、嬉しいの」

　モニカは涙を止めようともせずに語るが、嬉し泣きとも思えない泣き方だ。

「私……バカ、だよね。まだ……ヒューイ君と、恋人になったわけでもないのに……」

　徐じよ々じよに喉のどを落ちつかせるも、溢あふれ出る感情の波は止まらない。

　涙と共に、言葉が洪こう水ずいとなってヒューイの前に溢れ出る。

「だけど……だけど、幸せだった。ヒューイ君がいて、エルマーに嫉しつ妬として、でもそんなエルマーも嫌きらいになれなくて……ううん、それだけじゃない。エルマーにつられてみんなと話すうちに、私し塾じゆくのみんなの事……どうでもいいと思ってたのに、好きになって……。それにつれて、ヒューイ君の事はもっともっと好きになって……っ！」

「……」

「『仮か面めん職人』の秘ひ密みつを……受け入れてくれた時から……三人で秘密を共きよう有ゆうした時から……ヒューイ君と一つになれたと思った。ヒューイ君と本当に一つになれたと思った！　でも、その時よりも……今の、方が……今、こうして秘密とか関係なく……普通に話してくれてる方が……嬉しくて……幸せで……今のまま……みんな、今のままで、それがずっと続けばいいと思って……っ！」

　言葉を吐き出す事で、モニカは自分を保とうとしているのではないか。

　自分の中に渦うず巻まく感情が膨ふくれあがりすぎて、自分一人の器うつわでは全てを支えきれなくなっているのではないだろうか。

　ヒューイはそう思ったのだが、さりとて手を差し伸べる事もできぬまま──ただ、相手の話を聞き続けた。

「でも……違う、違うの。私は……私は！　そんな資し格かくなんてない！　私は、そんな幸せ、望んじゃいけないのに……それを、それを忘れようとした……逃げようとした……！　でも……。……っ！　……────」

　そこまで口にして、モニカは唐とう突とつに黙だまり込む。

　自分でも何を口にしているのか整理が着かなくなってきたのだろう。

　何に怯おびえているのだろうか、体を小こ刻きざみに震わせ、視線すら定まらない。

「あ、ああ、ああ……」

　感情をコントロールできなくなったのか、モニカは顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて叫びそうになったのだが──




　そんな彼女の体が、ヒューイの腕に強く抱きしめられる。

「……っ!?　────……。ヒューイ……君？」
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「大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれは、モニカの過去を聞くつもりはない」

　淡たん々たんと呟つぶやくヒューイの視線は、街と海に向けられたまま動いていない。

　だが、その声は、確かに腕の中の女へと向けられていた。

「モニカが何か、誰だれにも許されない事をしていたとしても……俺には興きよう味みの無い事だ。俺が興味を引かれたのは、今のお前なんだからな」

「……」

「俺達は『仮か面めん職人』だろう？　今のお前がどんなに壊こわれても、お前の素す顔がおが暴あばかれて、世界を敵に回したとしても──」

　ヒューイはそこで、一いつ瞬しゆんだけモニカの顔を見た。

　あどけなさすら感じさせるモニカの『素す』の表情を見て、青年は、ほんの僅わずかに頰ほおを赤らめながら呟つぶやいた。




「俺おれが、新しい仮か面めんを造つくってやるさ」




　ヒューイ・ラフォレット。当時19歳さい。

　全てを自己完かん結けつし、世界を憎にくむという妄もう執しつに囚とらわれた青年。

　彼がモニカに対して頰ほおを染そめるのは、これが初めての事だった。




　そして、異い性せいを異性として興きよう味みを示したのは──実に10年振ぶりとなる。

　生まれて初めて彼が頰を染めた女性は、姉のように慕したっていた年とし上うえの村むら娘むすめ。

　母親が魔ま女じよの疑いを掛けられた際、その女性が慰なぐさめてくれた時以い来らいの事だ。




　もっとも、その女性は──

　母親を魔女として告こく発はつした村むら人びとの一人だったのだが。




　　　　⇔




同どう時刻　港こう湾わん部ぶ　戦せん列れつ艦かん前まえ




　漆しつ黒こくの戦列艦を前に、使し者しや団だんの長ちよう──カルラは小さく溜ため息いきをついた。

　──まったく、馬鹿げた話だ。

　同じ砲ほう門もん数すうを持つ船と比べ、一回り大きく設計された特とく殊しゆな船せん舶ぱく。

　軍ぐん艦かんの設備と共に、貴き族ぞくが乗る為ための居きよ住じゆう空間が備え付けられている。

　主にドルメンテル家の人間を乗せる為の船だが、今回の船ふな旅たびには乗船しておらず、使し節せつ団の長であるカルラを含め、誰だれ一人としてその特別な空間を利用してはいない。

　本当に貴族の人間が乗る場合には、護ご衛えいの船もつくのだが──そうした護衛船よりも遥かに頑がん健けんに造られており、まるで護衛が裏切る事すら想そう定ていして建けん造ぞうされたかのようだ。

　──こんな巫ふ山ざ戯けた任にん務むの為に、わざわざこの船を出すとはな。

　彼女は船旅の間、当然ながら他の男達と同じ空間に存在した。

　当然ながら、女性という事で船乗り達に舐なめられる事も、夜よ更ふけに襲おそわれそうになる事もあったのだが──その結果として、七人の船乗り達が海に叩たたき落とされた。

　流石さすがに命まで奪うばっては反はん乱らんを招くので引き上げはしたが、そうした見せしめが数回続つづく事で、船員達も彼女が雌めすの虎とら並なみに危険だと理解し、つつがなくこの街に辿たどりつく事ができた。

　──こいつらも、命令に従じゆう順じゆんなのはいいが……。

　背後に立つ使し節せつ団だんのメンバーは、彼女にドルメンテル家から与えられた私し兵へいの面めん々めんだ。

　歴れき戦せんの軍ぐん人じんというには覇は気きがなく、さりとて動きはよく訓くん練れんされた者のそれである。

　淡たん々たんと言われた事をこなす様さまは、風ふう車しや小ご屋やの粉こな引ひき機き械かいを思わせ、カルラはそんな涼すずしげな顔の私兵達たちに、どこか不ぶ気き味みさすら感じていた。

　女である自分に命令される事を、嫌いやがりも悦よろこびもせず淡々としている様さまは、カルラにとっては新しん鮮せんな状況だが居い心地ごこちは悪かった。

　──まるで、私の方が監かん視しされている気分だ。

　命令を待ちながら私し語ごすらなく佇たたずむ部ぶ下か達の前で、カルラは暫しばし沈ちん黙もくし──この、ロットヴァレンティーノの街について考える。




　彼女にとっての第一印いん象しようは、平和な街、という印象だった。

　市いち場ばは活かつ気きに満ちており、継けい承しよう戦争の足音も聞こえていない。寧むしろ、自分達の船の入にゆう港こうがその平和を壊こわし、街の人々に不安を与えてしまったようだ。

　領りよう主しゆ代だい行こうのエスペランサ伯はく爵しやくは確かに奇き人じんだったが、悪あく人にんではなさそうだ。決して口には出せないが、寧ろドルメンテル家の人間の大たい半はんよりも好こう感かん度どは高いぐらいである。

　だが、暫しばらく街を巡っているうちに、奇き妙みような違い和わ感かんを覚える。

　背後の寡か黙もくな使節団の面めん々めんと同じような、説明しがたい不気味さだ。

　街まち中じゆうに一いつ軒けんしか教会が無く、その唯ゆい一いつのものについても朽くちかけた建けん造ぞう物ぶつが街の外れにあるだけで、宗しゆう教きよう家かのような人間に街で殆ほとんどすれ違わない。

　しかし、それにも関わらず、この街は模範的すぎた。

　人々は礼れい儀ぎ正しく、活かつ気きに溢あふれ、どこの街にもあるような『澱よどみ』が感じられない。

　事前に与えられた情報によると、かつては『腐くさり卵たまご』という愚ぐ連れん隊たいが存在したようだが、現在では殆ほとんど活動していないとの事だ。

　──それにしても、不ふ自然だ。

　──まるで、何かを恐れて、仕方なく模も範はん的な生活をしているような……。

　──だが、あのエスペランサが恐きよう怖ふ政治を敷しくような男には見えないし、更さらに黒くろ幕まくがいるようにも思えない。

　一いつ体たい何がこの街のバランスを調整しているのか、その天てん秤びんを動かす手が見えず、カルラはいかんともしがたい歯切れの悪さを感じていた。




　そんな微び妙みような状況の中、カルラを悩ませる種たねが更に一つ。

　つい先せん刻こく、市場通どおりの中なか程ほどまで、自分達を尾び行こうする影がちらついていた。

　あからさまな尾行でバレバレだったのだが、寧ろあの人ひと影かげは陽よう動どうで、別に本ほん物ものの尾行者がいるのではないかという疑いもある。

　実際、そのあからさまな尾び行こう者の影は既すでに見あたらず、こそこそとした気け配はいは感じられない。

　──一体なんだったんだ？　あの図書館からつけてきていたようだが……やはり、ダルトンの差さし金がねといった所か……。

　あの錬れん金きん術じゆつ師しが油ゆ断だんならぬ男というのは、僅わずかに話しただけでもすぐに解わかった。

　だが、その直後に尾行させる程ほどに短たん絡らく的な人物だろうか？

　考えれば考えるほど解らなくなり、カルラは再び大きな溜ため息いきを吐き出した。

　──まったく、おかしな事だらけだ。




　──そもそも、この任にん務む自体が常識の埒らち外がいだ。




　　　　⇔




数ヶ月前まえ　ドルメンテル家　庭てい園えん某ぼう所しよ




「ロットヴァレンティーノ、ですか」

「そ、ロットヴァレンティーノ。名前ぐらいは聞いたことあるでしょう？」

　王おう宮きゆうの一部と見まごう、豪ごう奢しやな庭園。

　目に映るものの殆ほとんどが緑色で構成されているにも関わらず、その庭園の持ち主の栄えい耀よう栄えい華がを余すことなく表現している空間だ。

　そんな庭園の片かた隅すみ、高低差さを利用し、途と切ぎれる事なく水を煌きらめかせる噴ふん水すいの前で、カルラは護ご衛えい対たい象しようである貴き族ぞくの女性と相あい対たいしている。

　驕きよう奢しやなドレスを身に纏まとうその女は、顔をベールに覆おおっており、年ねん齢れいや表情は窺うかがえない。

　貴族の女は噴水に目を向けながら、若々しさと艶つやっぽさを併あわせ持った声で言葉を紡つむぐ。

「そこに潜ひそませてる密みつ偵ていから連れん絡らくが来たの。10年ほど前に、このドルメンテル家の人間を殺した賊ぞくがいる可能性がある、とね」

「？　でしたら、すぐに捕らえれば良いのでは？」

「そうはいかないわ。詳しくは説明しないけれど、その事件は私達もあまり表おもて沙ざ汰たにはしたくないの。だから、ドルメンテルの私し兵へいだけで処しよ理りする必要がある……その指し揮きをあなたにとってほしいのよ」

「……」

　主あるじである女の言葉に、カルラは暫しばし戸と惑まどった。

　彼女の本ほん分ぶんは護衛であり、その手の仕事なら、ドルメンテル子こ飼がいの人間達の中にもっと適てき役やくの人間がいる筈はずだ。

「あら、なんで自分が、って顔ね。御ご免めんなさいねぇ、でも、あそこの道どう化け伯はくには女を送り込んだ方が色々と都つ合ごうがいいのよ。ああ、ちゃんと貴女あなたの部ぶ下かには使える男を割り当ててあげるから安心してねぇ？」

　うっすらと笑う女に、カルラは疑ぎ念ねんを心しん中ちゆうにしまって傅かしずいた。

「解わかりました。密みつ偵ていと連れん絡らくを取り、その賊ぞくを捕らえるか始し末まつすれば良いのですね」

「あらあら、カルラちゃんの……は・や・と・ち・り！　その賊については、『口こう実じつ』に過ぎないんだから、寧むしろ真ま面じ目めに探しちゃだめよぉ。見つけても放っておかないと駄だ目めなのよぅ」

　ねっとりと絡みつくよな口く調ちようで、カルラの頭を混乱させる貴き族ぞくの女。

　得とく心しんがいかないといった表情のカルラに、彼女は笑いながら言葉を続ける。

「あの街には色々と噂うわさがあるの……。不ふ老ろう不ふ死しに新しん種しゆのお薬、素人しろうと目めには見分けのつかない偽にせの金きん塊かいとかねぇ」

「……」

　唐とう突とつに出てきた『不老不死』という単語に、カルラは自分がからかわれているのではないかと疑い出した。だが、貴族の女はそんなカルラの疑念も見み透すかすように、クスクスと嗤わらいながら言葉を続ける。

「ほら、セラードって居るでしょ？　うちのお抱えの錬れん金きん術じゆつ師しのお爺じいちゃん。彼なんかも、不老不死については笑って否ひ定ていしてたけど、偽の金塊については興きよう味み津しん々しんみたいなのよぉ。製法さえ解れば再現できるって豪ごう語ごしてるわぁ」

「……つまり、その製法を探れ、と？」

「そういうカルラちゃんの吞み込みの早さって大好きよ？　でもね、私達の一いち族ぞくが、とってもとってもとぉっても欲よく張ばりなのは知ってるでしょ？」

「……」

　否定も肯こう定ていもせず、カルラは沈ちん黙もくを貫つらぬいた。自分に主あるじたる一族の本ほん分ぶんを評ひよう価かする資し格かくなど無いと判はん断だんしての沈黙だ。

「まったく、真面目よねぇカルラちゃん。そこも好きだけど。とにかく、全部よ。全部欲ほしいの。不老不死も、偽にせ金がねも、イケナイお薬もなにもかも、ドルメンテルの家が管理してあげないと可哀かわい相そうでしょう？」

　一体誰だれが可哀相なのかと思ったが、恐らくは『全てが』という抽ちゆう象しよう的な答えが返ってくるだろうと思い、カルラは何も言わなかった。だが、完全に話に納なつ得とくがいったわけでもない。

　だが、そんな彼女の心など無む関係とばかりに、貴族の女はベールの奥にべたついた笑えみを浮かべながら、楽しそうに楽しそうに語りだす。

「密偵の子が言うにはねぇ、その街は、錬金術師達たちに造つくられた箱はこ庭にわみたいな街だそうよぉ」

「……」

「あなたにやって欲しいことは、その箱の壁を叩たたき壊こわすってことよ？」




「たとえ、何年かかっても、ね」




　　　　⇔




現在　ロットヴァレンティーノ　港こう湾わん部ぶ




　そんな経けい緯いがあって、現在この街にやってきたカルラだったが──

　正直、最初に言われた時は体ていの良い厄やつ介かい払ばらいか何かだと思っていた。

　不ふ老ろう不ふ死しだのなんだのという御お伽とぎ噺ばなしの為ために、何年かけてでも、というのは、辺へん境きように追いやられたようなものだと考えたのだ。

　一いつ体たい自分がどのようなミスをしたのだろうか？　ここに辿たどり着くまでは、常にそんな事を考えて続けていたのだが──

　実際にロットヴァレンティーノの街の『違い和わ感かん』に包まれ、彼女も気付く。

　これは厄介払いなどではなく、言葉通どおりの事を求められる任にん務むなのではないかと。

　──だが、それにしても不老不死など……馬鹿げている。

　カルラはそんな事を考えつつ、港の様よう子すを窺うかがった。

　──さて、密みつ偵ていから接せつ触しよくがあるのはいつになるか……。

　この船が入にゆう港こうした事は、既すでに町中の噂うわさになっている。

　ドルメンテル家と繫つながりのある密偵とやらがそれを知れば、なんらかの接触をしてくるはずなのだが、こちらはその密偵の名前しか知らない状態だ。

　どちらにしろ、先せん刻こくの尾び行こうの件や、この船自じ体たいがあまり街の住人達に歓迎されていない事もあり、カルラは周囲への警けい戒かいを強める事にした。







　数すう刻こく後ご──

　港湾部と市いち場ば通り、いくつかの『図書館』の視し察さつを終え、船に戻ろうとした時のこと。

　人の気け配はいが薄うすらぐ路ろ地じの中で、カルラ達の前に二つの影が立ち塞ふさがった。

　一人は、眼鏡めがねをかけた長身の男で、全身に柔らかい雰ふん囲い気きを纏まとっている若い男だ。

　もう一人は、その傍かたわらに立つ、柔にゆう和わな笑顔を浮かべた青年だ。

　──？

　──こっちの笑顔の奴やつは……さっき、私達を尾行していた奴か？

「……？　何か御ご用ようですか」

　カルラが立ち止まりながら問いかけると、男は軽く手を上げながら口を開く。

「いえ、失礼。ドルメンテル家からの使し節せつ団だんの方々とお見み受うけします。私は、マイザー……マイザー・アヴァーロと申します。こちらはエルマーと言って、私の個人的な友人です」

「！」

　アヴァーロ家と言えば、街の貴き族ぞく達の中でもボロニアル家に次ぐ力を持っている一いち族ぞくだ。

　当然ながらドルメンテル家には遠く及ばないが、この街の中という限げん定てい空間においては、決して無む視しする事のできない権けん力りよくを持っている。

「これはお初はつにお目にかかります」

　できるだけ冷静を装よそおいながら応おう対たいするカルラ。

　その後、軽く自じ己こ紹介を済ませた彼女は、相手が接せつ触しよくしてきた真しん意いを探る為ために一つカマをかけてみる事にした。

「……そちらのお供ともの方は、先刻から我々に興きよう味みを持たれていたようですね」

　もしもこの笑顔の青年が尾び行こうしていた相手ならば、何かしら反応をするかと思ったのだが──彼女の想そう像ぞうとは違う形で、ストレートな反応が返ってきた。

「はい、だから尾行してました！」

「……」「……」

　爽さわやかな笑顔で答える青年に、その場にいた全員が沈ちん黙もくする。

　そんな沈黙を余よ所そに、エルマーという名の青年はあっけらかんとして言葉を続けた。

「とりあえず今後も船に忍しのび込もうとしたり色々するかもしれませんけど、広い心で笑って許してくれると嬉うれしいですぐもごももも」

「失礼。彼は混乱しているようです」

　エルマーの口を押さえ込みつつ、笑顔を浮かべるマイザー。

「彼の行動はともかく、我々のような街の住人としては、あなた方の来らい訪ほうを不安に思っているのですよ。せめて行動目もく的てきをハッキリとしていただければ、私の口から他の貴族の面めん々めんにもお伝えし、街に安心を呼び込む事ができるのですが」

「……ボロニアル伯はく爵しやくにも、今回の来訪の内容は伝えてあります」

「彼は御ご存ぞん知じの通り、周囲の貴族達にとっては近ちか寄よりがたい所がありますので。円えん滑かつに話を広めるお手伝いができればと思った次し第だいです」

　口では下した手てに出ているが、マイザーの言葉の裏には『揉もめ事を起こしたくなければ、素直に目的を話せ』という色が見え隠かくれしている。無む視ししても良かったのだが、任にん務む早々から貴族達の恨うらみを買うのは得とく策さくではないと判はん断だんし、カルラは上辺だけの任務内ない容ようを口にした。

「ドルメンテル家に関わる罪ざい人にんを捜しに来ました。我々の手で捕らえねばならない事情があります。その理由に関しては、ドルメンテル家と同じ貴族の縁えん者じやとして察して頂ければ幸いです」

「……なるほど。理解しました。いやあ、これで安心できるというものですよ」

　そして、エルマーの頭をポンポンと叩たたきながら言葉を続ける。

「エルマーは少し変わり者なので、何かご迷めい惑わくをおかけするかもしれませんが、その時は私からも謝しや罪ざいしますのでどうぞ寛かん大だいな対たい応おうをお願いします」




　あとは挨あい拶さつもそこそこに別れを告げ、使し節せつ団だんの面めん々めんはマイザー達の横を通り過ぎていった。

「随ずい分ぶん変わった格かつ好こうの女性でしたね。……まあ、ともあれ、これで向こうも貴方あなたの顔を覚えたでしょう」

「何か意味あるの？」

「貴方はどうせ、首を突っ込むのでしょう」

　マイザーはエルマーの顔を見て、苦く笑しよう混じりに言った。

「もしも捕つかまった時、問もん答どう無む用ようで殺される可能性を減らしただけです。もっとも、アヴァーロ家の知り合いという身み分ぶんが、彼らにとってどれほどの価か値ちがあるのかは解わかりませんが」

「そうだったのか！　凄すごいやマイザー！　天才なんじゃないか!?」

「簡単に天才という褒ほめ言葉は使わない方がいいですよ。バカにしているように思われます。そもそも、本ほん音ねでは首を突っ込むなと言いたい所ですが、貴方はどうせ止めても聞かないんでしょうねえ」

「もちろん！　あ、でも止めたらマイザーが大おお笑わらいするっていうならちょっと考えてもいいかな……あれ？」

　エルマーは途と中ちゆうで言葉を切り、港の方に向かっていた使節団の異常に気が付いた。

　先せん刻こくの自分達と同じように、誰だれかが彼らの進しん路ろに立ち、何かを話しているようだ。

　それだけならば、取り立てて気に止める程ほどのことでもなかったのだが──

「あれは……」

「？　どうしました？　エルマー？　エルマー!?」

　様よう子すのおかしいエルマーの肩を叩たたこうとしたマイザーだったが、その手は空むなしく宙ちゆうを切る。

　エルマーはマイザーの制せい止しを聞く事なく、勢い良く走り出した。

　使節団の後を追うのではなく、路ろ地じの横よこ道みちに入り──寧むしろ、彼らの前に回り込むように。




　　　　⇔




「伝でん言ごんは確かに受け取った。詳しい話は、後で聞こう」

「……よろしくお願いします」

　カルラの言葉に冷めた表情で一いち礼れいするのは、町まち人びとの女性と変わらぬ格かつ好こうをした一人の娘むすめ。

　齢としはまだ二は十た歳ち前だろう。礼れい儀ぎ正しくはあるものの、どこか陰を感じさせる。

「……不ふ機き嫌げんそうだな。我々に何か不満が？」

「いえ。この街には複雑な思い出があるもので……キャっ!?」

　暗い表情でそんな事を呟く娘の目が、背後から伸びた二つの手ての平ひらによって覆おおい隠かくされた。「だーれだ！」




　次の瞬しゆん間かん──その問いを投げかけたエルマーは肋ろつ骨こつに肘ひじ鉄てつを食らい、笑い声とうめき声をあげながら地面を転がる事になる。

「アッハッハ！　ぐ……ハハっ！　これは強きよう烈れつな答えがきたね！　肘は英国イギリスでエルボーっていうけど、それと俺おれの名前をかけたのかな!?　一ひと文も字じ違いだけど、それで君が笑うなら俺は喜んで改かい名めいしようじゃないか！　ぐぁっ……イタタタタタ……」

　一方、肘鉄を彼に叩たたき込んだ娘むすめは──それまでの暗い表情は何ど処こへやら、男の姿すがたを見た途と端たんに、目を輝かせつつ相手の名前を叫んだ。

「エルマー……？　エルマーっ！」

　何事かと目を丸くするカルラと、追いついてきて首を傾かしげるマイザーを前に──

　エルマーは、痛みなど忘れたかのように笑いながら、目の前の少女の名前を呼んだ。




「久しぶりだね、ニキ。……死に場所は見つかったかい？」

[image: ]




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【マイザーの変わりようと言ったら、私の目から見ても異常な程ほどだった。

　人間はここまで短たん期間に変われるものなのか。

　そう驚くと同時に、疑いもあった。

　あの柔らかい物もの腰ごしは全て演技であり、誰だれもいない所ではいつものアイルに戻っているのではないかと。

　もっとも、それは確かく認にんしようのない事だ。一人きりの時に観察できたとしても、独ひとり言ごとで乱らん暴ぼうな言葉を吐き出し続けるという状況は考えがたい。




　話を戻そう。

　そう、彼女達──カルラと呼ばれる男だん装そうの麗れい人じんは、この街に罪ざい人にんを捜しにやってきたのだ。

　いや、正確には、そういう名めい目もくで街を探ろうとしていたのだ。

　錬れん金きん術じゆつと噓うそに塗まみれた、この虚きよ構こうに近い性質を持つ街を。

　私がそれを知るのは、まだ先の事だった。

　何しろ私は当時、とても忙いそがしかったのだ。

　新しい芝しば居いはとても好こう評ひようで、私は出資家パトロンのパーティーに毎日のように呼ばれ、家に帰った後は酒で痛めた頭を回して新たな脚きやく本ほんを綴つづり出す。そんな下らない毎日だった。

　ああ、そうだ。下らない。

　パトロンのパーティーなど無む視ししても良かったが、私は出しゆつ資しよりも寧むしろ、多くの人々からの賞しよう賛さんを受けたいが為ためにそうした席に己おのれの身を投じたのだ。

　私には、賞賛があった。

　それでいて、ただ客に受けているものを書いているわけではないという誇りもあった。

　この世の真実を周囲に分かり易やすく教える、使命感かんのようなものだ。これはさっきも話したと思うが……そんな使命感を達たつ成せいした上で、周囲の賞賛が、見た事もないような金が私の懐ふところに入ってくるのだ！

　こんな生活を手放すなど、どうしてそんな事ができるだろうか！

　誰だれにも媚こびる事なく、自分の魂たましいを売る事なく、世間からの評ひよう価かを買い取った。

　何も怯おびえる事はない。

　後ろめたい事もない。

　私は、自分の実力で全てを手に入れたのだ！




　……そう思っていた。

　心の底から、私はそう考えていたんだ。

　だが、今思うと、私は魂たましいを売っていたんだ。

　自分の魂ではない。

　他人の魂。いわば、人生そのものだ。

　私は、他人の魂を勝かつ手てに売り渡して、賞しよう賛さんという名のコインを稼かせいでいたんだ。




　錬れん金きん術じゆつに関わってから、私は様々な世界の裏うら側がわを目にしてきた。

　望もうと望むまいと、あの不ふ死し者しやと出会ってから、私には世界の全てが裏うら返がえって見えた。




　……。

　何を言っているのか、まだ解わからないと思う。

　あの船が来た当時、私が上じよう演えんしていた芝しば居いの内容はこうだ。君達の時代にまで脚きやく本ほんが残っていればいいのだが、とりあえず内容だけをかいつまんで記すとしよう。




　魔ま術じゆつに取り憑つかれた一人の少年が、世界に復ふく讐しゆうをする話だ。




　少年の母親は、かつて魔ま女じよとして村むら人びと達に迫はく害がいされた。

　……魔女狩がりという野や蛮ばんな行為を闇やみに葬ほうむりたがっている教会が五う月る蠅さいので、余よ所その街向けの台だい本ほんでは『魔女狩り』という表現は使わなかったが、ロットヴァレンティーノの中でだけは魔女狩りという言葉をそのまま用いた。

　ともあれ、母親は魔女裁さい判ばんで無む罪ざいを勝ち取る。

　自分の命と引き替えに、自分を告こく発はつした者達こそが悪あく魔まの使いだと証明したのだ。

　それは、少年を守っていた村人達、母親が連れて行かれた時にこれ見よがしに同情をし、少年に優しくした──ほぼ全ての村人達だった

　世界の全てに裏切られた少年は、そこで本当の悪魔と出会う。

　悪魔に『世界を燃やしつくす力をやろう』と言われ、彼はそこで本当の魔術師しとなり、世界への復讐を始めるが、最後には人間の心を取り戻し、悪魔と共に自分自じ身しんの体を業ごう火かの中に投げ込む……という話だ。

　魔術というのは建たて前まえで、実際は錬金術の事だ。

　……そう。

　そうだ。

　『実際は』という言葉にあるように、これは、事実に基づいた話だ。

　俺おれは、その話を聞かされ、自分なりにアレンジして上じよう演えんしたんだ。

　こんな恐ろしい現実が、魔ま女じよ狩がりの歴史が闇やみに葬ほうむられるなどあってはならない。

　だからこそ、俺は書いた。

　正義感かんのつもりだった。

　使命のつもりだった。

　何しろ、この話を俺にした奴やつからも、『是ぜ非ひこの真実を世に伝えて欲しい』と泣いて頼まれたんだからな。

　……この話をした奴は……ラブロだ。

　何な故ぜ彼がこの話を知っているのか。

　答えは簡単だ。

　彼も、その魔女狩りが行われた村に居たというのだ。

　もっとも、それは住じゆう人にんとしてではない。

　……魔女狩りを行った、正式な教会の人間かどうかも解わからない『異い端たん審しん問もん官かん』達。

　そのリーダーだった男の一人息むす子こ──それが、ラブロだった。

　あいつは、泣きながら俺にその話をした。

　父親達たちの犯おかした罪を償つぐないたいと言った。

　忘れたい過去だが、まだ幼く、何もできなかった自分自じ身しんが許せないと。

　墓はか場ばまで持って行くつもりだったが、そんな事件があった事も知らずに、のうのうと暮らしている人々が見ていられないと。

　だが、自分の言葉に耳を傾けるものなど誰だれもいない。

　錬れん金きん術じゆつ師しになったのは、その魔女狩りという行為の異常さを論ろん理り的に証明して見せるためなのだと。




　だから、私はその話を書いた。

　書かざるを得なかった。

　誰に責せめられる。

　誰が私を責められるだろうか。

　ただ、知らなかった。それだけだ。

　知らなかった。俺は、私は、知らなかっただけなんだ。




　その、世界に裏切られ、母親を殺された少年がまだ生きていて──

　このロットヴァレンティーノの街の中に住んでいただなんて！】




　　　　⇔




一週間後ご　ロットヴァレンティーノ　劇げき場じよう前まえ




「えっと……楽しみだね、ヒューイ君」

「まあ、どんな内容なのか知らないけどね」

「私も知らないけど、すっごく評ひよう判ばんいいんだって！　私達に安く券を回してくれたの、うちのパン屋さんの常じよう連れんで、ここの劇場の手伝いをやってる人なんだけど……。人と人の愛と絆きずなを考えさせられる内容なんだって！」

「そいつは陳ちん腐ぷそうだね」

　苦く笑しようするヒューイは、そんな事を呟つぶやきながら横にいるモニカの顔を見た。

　この一週間で、彼女は普ふ段だん通どおりの自分を取り戻したように思える。

　自分がこんなにも彼女の事を気にかけているのも驚きだが、そんな自分の感情にも、今は素直になれるような気がしていた。

　一週間、エルマーを初めとする蔵ぞう書しよ庫この人間達にからかわれっぱなしだったが、そんな冷やかしの声すら心地ここち良いと思い始めていた。

　──……ああ、いつ以来だろうな。

　──こんなに、心が安らいだのは。

　今日の芝しば居いを共に見る事で、モニカの心が完全に元に戻れば良い。

　彼にしては珍めずらしく、本気でそんな事を考えていた。

　──やれやれ、エルマーのバカが感かん染せんしたか。

　溜ため息いきを吐つくも、彼はそこまで悪い気分ではなく、純じゆん粋すいにモニカの心の回復を願う。




　これから見る芝居の内容が、自分の心を打ちのめすとも知らずに。

　彼は、何も知らずに劇場の中に足を踏み入れ──芝居が始まるのを待ち続けた。




　そして──舞台の幕は静かにあがる。

　ロットヴァレンティーノの街に、暗い影を落としながら。







[image: 第四章　『本当に純情だよねぇ』]






















１７０９年　晩ばん秋しゆう




ロットヴァレンティーノ　劇げき場じよう前まえ




「凄すごいですね、ジャンの戯ぎ曲きよく、大だい盛せい況きようじゃないですか」

　寒かん風ぷう吹きすさぶ中だというのに、その風に耐えながら劇場の前に並ぶ人の列。

　そんな行ぎよう列れつを見ながら、ラブロが横に立つ男に賞しよう賛さんの言葉を贈おくる。

「いや……今回の芝しば居いは、俺おれの創そう作さくというわけじゃないしな」

「そんな事は関係ありませんよ。貴方あなたの熱ねつ意いが真実を描き出し、人の心を震わせたんです」

　謙けん遜そんするジャンに、ラブロは感かん慨がい深ぶかげに空を仰ぐ。

「これで私の罪が償つぐなえたとは思いませんが、少しでも……あの哀あわれな少年の過去を救う事が、魔ま女じよ狩がりに苦しめられた人々の心を救う事ができればと願うばかりです」

「その代だい償しようとして、教会には目をつけられそうだがな」

「貴方あなたは、それすらも覚かく悟ごしてこの戯ぎ曲きよくを世に出した。それは、誇ほこるべき事です。本当に……この感謝は、とても言葉では表現できません」

「よしてくれ。そんなんじゃないさ。金かねだよ。俺おれは金の為ために書いただけだ」

　ジャンの口からはそんな言葉が漏もれるが、その心しん中ちゆうは、使し命めいを果たしたという満足感かんに満ちあふれていた。

　芝しば居いの評ひよう判ばんは上じよう々じようで、次の戯曲も、このロットヴァレンティーノの劇げき場じようで真まっ先さきに公開される事が決まっている。台だい本ほんも書き上がる直前で、あとは最後の部分を創そう作さくするだけだ。

　最後の部分だけ──自分自じ身しんの想そう像ぞうに任せて。




　ジャンピエール・アッカルド。

　彼は、今上じよう演えん中の脚きやく本ほんのみならず──現在執しつ筆ぴつしている戯曲も、とある『事実』を元に書き綴つづっていた。

　だが、彼が最後の創作部ぶ分ぶんの執筆を躊躇ためらうのは、何も思いつかないからというわけではない。

　ジャンの心中に湧わき上がる一つの不安が、戯曲を完成させる事にブレーキをかけていたのだ。

「なあ、ラブロ」

「なんですか？」

「今いま書いている新しん作さくの事なんだが……本当に、あれをこの街で上演していいのかな」

「……」

　黙だまり込むラブロに、ジャンはとつとつと語り始める。

「い、いや……。こんな事を言うのも、その、なんだ……。俺がここの色キチ領りよう主しゆとかに睨にらまれるのは構わんし、向こうも迂う闊かつに手を出してはこないだろうが……。あんな事を世に広めて、ラブロの立場が不ま味ずくなるんじゃないのか……？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私が『あの事実』を知っているというのは……貴方以外には伝えていません。それこそ、我々の工こう房ぼうの出しゆつ資し者しや達にもです。私も、できる事ならば墓はか場ばまで持って行かねばならないと思っていたのですが……。この街に、これ以上不ふ安あんの影を落とすわけにはいきません」

　どうやら新作の戯曲の元となる『事実』を伝えたのは、やはりラブロらしいのだが──今回の件は、彼にとっても苦く渋じゆうの選択だとばかりに表情を曇くもらせる。

「それに……もしもあの事件の関係者……いや、罪とが人びとがまだこの街にいるのなら……。自ら名乗り出て、その罪を洗い流して欲しいのです」

「俺は……だが、できる事なら、逃げおおせて欲しいとすら思っているよ」

「貴方が望むのなら、それも良いでしょう。新作の評判が広まって、それでもなお、裁さばきを受ける事を拒こばむのなら……逃げだすきっかけにもなるのでしょうからね」

「そんなものか？」

　尚なおも渋しぶった表情を続けるジャンに、ラブロは口くち元もとに柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮かべながら頷うなずいた。

「ええ、貴方あなたの才さい能のうは、言葉を誰だれかの為ために届ける事です。詩し人じんの言葉は、武ぶ器きにも薬にもなる。貴方の言葉には、確かに世界を変える力がある。劇げき場じように並ぶ人達の期待に満ちた顔を見て、私はそう確信しましたよ」

　そんなラブロの言葉を聞きながら、ジャンは再び劇場前まえの行ぎよう列れつに目を向けた。




　──誰かの為、か。

　──俺おれは、俺の為に書いてるだけなのにな。

　──とんでもない偽ぎ善ぜん者だな……俺は。




　心しん中ちゆうでそう呟つぶやきつつ──彼の顔は、笑っていた。

　まるで、自分を偽善者と蔑さげすむ事を、後ろめたさに対する免めん罪ざい符ふとするかのように。




　　　　⇔




１７０９年　年ねん末まつ




ロットヴァレンティーノ　丘きゆう陵りよう部ぶ




　海からの風は冷たく、茶色くなった丘の草原をどこか寂しげにざわめかせる。

　その丘の上に立つエルマーは、背後に人の気け配はいを感じ、笑いながら振り返った。

「やあ、遅かったね、ニキ」

「貴方が早すぎただけでしょう」

　溜ため息いきを吐つきながら呟く女に、エルマーはそうかなと照れたように笑う。

　年とし頃ごろの男女だが、恋人同どう士しが眺ながめの良い場所で黄昏たそがれる……といった雰ふん囲い気きではなく、ニキは冷めた表情でエルマーに話しかけた。

「まだ、モニカもヒューイも図書館に戻らないの？」

「まあね」

「……もう、何ヶ月も経たつんでしょう？」

「まあね」

　あっさりと答えるエルマーだが、その笑顔にはどこか寂しげな色も浮かんでいる。




　エルマーとニキは、数年前まえにとある事件を通して知り合った間あいだ柄がらだ。

　ニキは一度街まちを出て行ったのだが、ふとしたきっかけでこの街に戻ってくる事になったのだそうだ。現在はある錬れん金きん術じゆつ師し達が利用している『図書館』の一つで、術師達たちの使用人にんとして働いているのだそうだ。元々は別の街の錬金術師達が、半年ほど前からこの地方に移り住んできたらしい。

　そして──エルマーが彼女と再会した一週間後ご。入れ替わるように、二人の男女が街の表おもて舞ぶ台たいから姿すがたを消した。

　ヒューイとモニカ。

　二人で劇げき場じように行くというその日、エルマーと図書館の面めん々めんは随ずい分ぶんと冷やかしたものだった。




　だが、その翌よく日じつから、二人が図書館に現れる事はなかった。




　一いつ体たい何があったのか。

　『何かに巻き込まれたのではないか』と心配する者から、『二人は駆かけ落ちしたに違いない』と囁ささやく者まで、反応は様々だった。しかし、一ヶ月を超えても音おと沙さ汰たがなかった辺りで、次し第だいに彼らの記き憶おくから二人の存在は薄らぎ始め──数ヶ月経たった現在もなお彼らの事を口にする者は、殆ほとんど皆かい無むと言える状態となっている。




「やっぱり、心配かい？」

　エルマーの言葉に、ニキは小さく頷うなずいた。

「あの二人とは、あまり話せた事はないけど……。一度は助けて貰もらってるからね。……それに」

「それに？」

「私も、仮面職人の一部なんだから」




　ニキは、かつてこの街で死ぬ筈はずだった。

　自ら命を絶つか、それとも他者に命を奪うばわれるか、そんな二に択たくしか、彼女の人生には用意されていなかったのである。

　だが、二度にわたる『仮か面めん職人』との出会いで、彼女は他人の運命に巻き込まれる形で新しい『選択肢し』を得る事ができた。

　そして、彼女は一度この街を去った。『せめて、自分の死に場所を探す』という名目で。

「君と会うのも一ヶ月ぶりだけど、どうだい、笑って死ねる場所は見つかったかい？」

「どうかな」

　エルマーの言葉に、ニキは過去を思い出す。

　この街を後にし、近きん隣りんの都市に向かう馬ば車しやに乗せて貰った彼女は、自分の足で行ける所まで行ってのたれ死ぬのも良いかと思っていた。

　だが、いつしか荷に馬車の上で寝てしまった彼女が目を覚ました時──馬車は、ある錬金術師達の工こう房ぼうに辿たどり着いていた。

　その工房こそが、ロットヴァレンティーノの街を、ニキの人生を変えてしまった『薬』の原げん型けいを生み出した場所だと知ったのは、それからすぐの事だったが──彼女にとっては、既すでに過去の話であり、彼らが直接罪つみを犯したわけでもない。エルマー達との出会いによって心が救われたばかりの彼女にとっては、恨うらむ気にもなれず、黙だまってその工房を後にしようとした。

　だが、そんな彼女を引き留めたのが────

　その工房に住む見習い錬れん金きん術じゆつ師しの、フェルメートという男だった。

　──「死に場所を探している？　死に場所というのは、探すものではありません。生き続けた結果として、自然と辿り着く場所です。その時に微笑ほほえむ事ができるかどうかは、それまでの生き様ざま次し第だいでしょう」

　不ふ思し議ぎな男だった。

　自分の事など話すつもりはなかったのだが、自然と口に出してしまう。そんな奇き妙みような安心感を彼に覚えたニキは、自分の心しん情じようをついつい話してしまったのだ。

　フェルメートは、そんな彼女に優しく微笑んだ。

　──「先日、師し匠しようが事故で他た界かいしましてね。残されたチェスが不ふ憫びんでならないのです。それなりの給金は工房の蓄たくわえから払えると思いますので、どうか、あの子の姉代がわりになって頂けないでしょうか。もちろん、お金で頼める事ではないというのは解わかっています。それでも……私は、死を受け入れた目をしている貴女あなたにこそ、チェスの手を引いて欲しいのです」




「フェルメートさんもベグさんも、凄すごくいい人だよ。少なくとも、私が自分からあの人達の工房で働こうと思うぐらいにはね」

「へえ。それで、密みつ偵ていみたいな事もしてるんだ」

「正直、こっちの仕事は気が進まないんだけど……仕し方かたないよ」

　彼女は現在、工房の手伝いをする傍かたわら、ドルメンテル家の人間と工房を取り持つ使し者しやとしての役割を果たしている。

　なんでも、フェルメート達の工房にはいくつかの貴き族ぞくが出しゆつ資ししており、この街では主にアヴァーロ家が後ろ盾だてとなっているのだが、ヨーロッパ全土という尺しやく度どで見ると、ドルメンテル家が最大の出資者しやなのだそうだ。

「フェルメートさんが、このロットヴァレンティーのおかしな所とかを調べて色々と報告してるみたい。書しよ状じようなんか届けさせられる時もあるよ。私はろくに字も読めないから、何が書いてあるのか解らないけど」

　幼い頃から字を学ぶ事すら許されなかった少女は、やや目を細めながら言葉を紡つむぐ。

「まあ、この街のおかしな所が余よ所そに伝わるっていうのは、私からしても歓かん迎げいなんだけど……。それでも、やっぱりあまりこの街には関わりたくなかったから……だから、気が進まないの」

「そっか……」

「あ、でも勘かん違ちがいはしないで。エルマーと話すのは楽しいし、エスペランサ様みたいに、この街にもいい人がいるっていうのも解わかってるからさ」

　申もうし訳わけなさそうに目を伏せるエルマーに、彼女は笑ってそう言ったのだが──次の瞬しゆん間かんにはその笑顔に寂しさの色を加え、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「本当に……どこに行っちゃったのかな。モニカもヒューイも」

　続いて彼女は、エルマーに向き直り──




「多分だけど……エルマーは、二人の居場所を知ってるんでしょう？」




　と、率そつ直ちよくな問いを口にした。

　対するエルマーも、同じぐらい率直な答えを返す。

「うん。もちろん知ってるよ」

　ニキは呆あきれたように溜ため息いきを吐つき、首を振った。

「でも、どこにいるのか、人には言えない……ってところ？」

「うん、約束したからね」




「ただ、引きこもってないで、そろそろ二人とも体と心を動かした方がいいかなぁとは思う」




　　　　⇔




同日　夜　市内某ぼう所しよ




「そんなことがあってさー。ニキには『もっと笑いなよ』って言ったんだけど、結けつ局きよく最後まで笑ってくれなかったよ。俺おれもまだまだ修しゆ行ぎようが足たりないなあ」

「修行でどうにかなるものなのか？」

　蠟ろう燭そくの明かりだけが灯ともる室内に、二人の男の声が響ひびき渡った。

　そのうちの一人であるエルマーはいつも通りの笑顔を浮かべているのだが、対する男──ヒューイは、完全に無む表情となっている。

　今の言葉も、以前の彼ならば苦く笑しよう混まじりに語っていたことだろう。だが、現在の彼の顔からは感情というものが欠片かけらも感じられず、手の中で弄もてあそんでいる仮か面めんとさして変わり無い状態だ。

　そんな彼に対し、エルマーは以前と全く変わらぬ調子で、世せ間けん話ばなしのように問いかけた。

「で、どうかな。まだモニモニに会う気にはなれないかい？」

「……ああ」

「ま、『仮か面めん職人』として相変わらず街の人達に裏からちょっかいは出してるみたいだし、完全に君の心が壊こわれちゃったってわけじゃなくて良かったよ」

　あっけらかんと言うエルマーに、ヒューイは独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。




「……寧むしろ、壊れてしまった方が楽だったかもな」




　　　　⇔




　数ヶ月前、彼は一つの舞ぶ台たいを見た。

　モニカに誘さそわれていった、ある一いち座ざの芝しば居い。

　この街の詩し人じんであるジャンピエール・アッカルドの手によって書かれた戯ぎ曲きよくだが──ヒューイとモニカは、その内容を知っていた。

　しかし、その内容を自分達が知っていると知ったのは、舞台の幕が開かれた後の事だった。

　ヒューイにとっては、直接的な過去の記き憶おく。

　モニカにとっては、かつてヒューイから聞かされた過去の秘ひ密みつ。

　始まって20分もしないうちに、ヒューイは、その芝居が自分の過去をモデルにしていると気付き──モニカも、ほぼ同時にその事に気が付いたようだ。彼女は途と中ちゆうからワナワナと震え始め、ヒューイの方に時とき折おり視線を送り始めた。

　だが、対するヒューイは、完全に沈ちん黙もくしたままだった。

　感情を一いつ切さい顔に表さず、モニカにも一切視線を送らない。

　彼はただ、舞台上で再現される自分の『過去』を睨にらみ続けた。




　芝居が終わった後も、ヒューイは何も喋しやべらない。

　モニカの顔を見ようともしなかった。

　背後から『違う……違うよ、違うの、ヒューイ……君……』と、泣きそうな声が聞こえてきた。もしかしたら、泣いていたのかもしれない。

　だが、最後まで彼女の方を振り向かなかったヒューイに、その答えは解わからない。

　結局、ヒューイは何も答えぬまま彼女の前から立ち去り──




　翌よく日じつ以降、彼が図書館に姿すがたを現す事はなかった。

　そして、モニカも同じように──この街から姿を消した。




　　　　⇔




「壊こわれる事で君が心の底から笑えるっていうなら協力するけどね。ま、ともかく……モニモニの方に会う気があれば、とっくにここに来てるだろうし、君もモニモニも、お互いに会う勇気が無いってとこかな？」

「……」

「二度と顔も見たく無い、ってわけじゃないんだろ？」

　暢のん気きな調子で呟つぶやくエルマーに、ヒューイは静かに口を閉ざした。

　『仮か面めん職人』の工こう房ぼうの一つに身を隠かくしたヒューイだが、この場所は彼だけの秘ひ密みつというわけではなく、同じ秘密を共きよう有ゆうしたエルマーとモニカの二人は、ここの事を知っている。

　実際、エルマーはヒューイが姿すがたを消した後、すぐにこの場所に現れたのだが──

「ヒューイも、本当は来て欲しいと思ってるんじゃない？」

　エルマーは机つくえの上にある金きん貨かを一枚手てに取り、ピン、と上に弾はじきながら話し続ける。

「俺おれもさ、例の芝しば居い、見てきたよ。丁ちよう度ど３日前がその芝居の最終日でさー。スペランに頼んで、ギリギリの所で券が手に入った。昨日きのうからはもう新しい芝居が始まってるよ」

「……そうか」

「ダルトン校長から全部聞きいてたわけじゃないけど、すぐに解わかった。あれ、ヒューイの過去を元にした話なんだろ？」

「……そうだ。お前にも話した事はない。それこそ、ダルトンも知らない事……モニカにしか話してない事まで、綺き麗れいに演じられていたよ」

　淡たん々たんと、絡から繰くり人形のように呟き続けるヒューイ。

　エルマーは金貨を弾いては手に取り、弾いては手に取りといった事を続けていたのだが、ふいにその金貨を机に置き、無む表情を貫つらぬく友人に問いかけた。

「で、君は、モニカを疑ってるのかい？　君とモニカだけの秘密を、彼女が脚きやく本ほん家かにペラペラ喋しやべったんじゃないかって。で、それを君に見せつけようとして芝居に連れて行ったって」

「……」

　表情が、僅わずかに蠢うごめいた。

　何か、心の底から湧わき上がる感情を必ひつ死しに抑え込んでいるかのようだ。

　そんなヒューイを笑いつつ、エルマーは尚なおも語り続ける。

「論ろん理り的に考えてもおかしい、ってのは君も気付いてるだろ？　劇の内容を予あらかじめ知ってたなら、モニカは君を連れて行く筈はずがない……。いや、あるいは君に過去をふっきって欲しくて思い切った手に出たって事も考えられるけど、モニモニはそんな性格とは思えないんだよねえ。俺ならやるかもしれないけど」

　あっさりと言うエルマーに、ヒューイは無む言ごんを貫つらぬいた。

　だが、エルマーもまた空気を読まず、浮かべた笑顔を崩くずさない。

「それに、彼女は世界が大だい嫌きらいな君も含めて好きなんだろうし。まあ、そんな理り屈くつはどうでもいいんだよ。要ようは、君がモニカ・カンパネルラを信じてるのかどうかって事さ」

「……信じる？」

「モニカは君を裏切ってなんかいない。そう信じてるかい？　って聞いてるんだよ」

　ヒューイは、その問いに頷うなずきもせず、首を振ることもなかった。

　ただ、エルマーに静かに視線を向け、語り始める。

「俺おれは、もう、裏切られるのは嫌いやなんでね。芝しば居いを見たなら知ってるだろう。俺に優しくしてくれた村の連れん中ちゆうが、あの若い女が、母かあさんを魔ま女じよとして告こく発はつした。あの芝居ではそこまで描いちゃいなかったが……。俺は、あの時までは人間って奴やつを信じてたんだ。あの若い女に、それこそ恋心に近いものを抱いてたかもしれない」

「人を好きになって、裏切られるのは二度と御ご免めんだ、って言いたいのかい？」

「……気持ちのいいものではないからな。それなら、最初から信じない方が平へい穏おんに過ごせる」

「世界を滅ぼしたがってる奴が平穏だなんて似に合あわない事を言うなよー。じゃあ、俺の事も全ぜん然ぜん信用してないのかい？」

　相手を挑ちよう発はつするような問いに、ヒューイはあっさりと頷いた。

「お前の事は、最初から信じちゃいない。この世で誰だれよりも信用していない」

「あれぇ!?」

「俺とどんな約束をしようが、どんな秘ひ密みつを共きよう有ゆうしようが、どんな利り害がい関係を結ぼうが……お前は、誰かを笑わせる為なら、俺を裏切って自分が卑劣漢になることなど厭わないだろう？」

　挑発に対し、相手を試すような回かい答とうを口にするヒューイ。

　エルマーはほんの数秒考かんがえこんだ後、ヒューイの予想通り、あっさりと頷いた。

「うん！　そりゃそうするね！　確かにダメだね！　俺みたいな奴を信用しちゃだめだよヒューイ！　気を付けないと！」

　本ほん気きで心配するような調子で語るエルマーに、ヒューイは深い深い溜ため息いきを吐き出した。

「最初から信用していないからこそ、俺はお前に気を許せるのかもしれないな」

「モニカにも、同じように気を許せない？」

「あいつは、お前ほど突き抜けた変へん人じんじゃない」

　モニカの話に戻そうとするエルマーに、ヒューイは浮かびかけた感情を速すみやかに消し去った。

「じゃあ、質問を変えよう。少しだけ、ほんの少しだけ質問を変えるよ」

「……」

「うん、次は『モニカを信じたい？』って聞こうとしたんだけど、まどろっこしいよねぇ」

　エルマーは少しだけ間を開けたが、心を閉ざそうとしているヒューイに対し、あくまで普ふ段だん通りに話しかけた。

「モニカを信じるかどうかとか、信じたいかどうかとか、もうそんなのどうでもいいけど……」

　悪戯いたずらを思いついた子供のように、少しだけ意い地じの悪い笑えみを浮かべるエルマー。

　彼は小さく頷うなずき、親友に対してあまりにも核かく心しんをついた──

　それでいて、最も空気を読まぬ問いを口にした。




「モニカの事、愛してるかい？」




　　　　⇔




数時間後ご　ボロニアル邸てい　執しつ務む室しつ




「やあスペラン。遊びに来たよ」

「帰れ。男に費ついやす時間は無い」

　眉まゆを顰ひそめながら答えるエスペランサは、机き上じようの書類を整えながらエルマーの顔を見た。

「……そう言いたい所だが……お前は俺おれに会いに来たわけじゃないだろう」

「さっすがスペラン！　話が早くて助かるよ！」

　旧きゆう知ちの仲である貴き族ぞくに対し、エルマーは淡たん々たんと用よう件けんを口にする。

「……モニカに会いたいんだけど、今、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「……ああ。今は落ち着いている」

　伯はく爵しやくはそう呟つぶやくと、部屋の隅すみに立つ執しつ事じに視線で合あい図ずを送る。

　執事はエルマーに恭うやうやしく一礼すると、彼をある部屋へと案内すべく先に廊下へと踏み出した。

　自然とその後に続くエルマーの背に、エスペランサの声がかけられる。

「男に頼み事をするのは嫌きらいだ。だが、貴族の権けん力りよくで命ずる事でもないから、敢あえて頼む」




「モニカを……妹を、宜よろしく頼む」




　普ふ段だんは決して見せぬ感情が含まれた声だ。

　エルマーはそんな声を出すエスペランサの表情が気になったが、振り返る事はせず、ただ言葉だけを背中越ごしに投げ返した。

「頼む相手を間違ってるよ、スペラン」




「そういうのは、モニカの事を『愛したいと願っている』なんて気き障ざな台詞せりふを、顔を真まっ赤かにしながら呟いた奴やつに頼まなきゃ」




　　　　⇔




数分後ご　ボロニアル邸てい　某ぼう所しよ




　執しつ務む室しつから丁ちよう度ど反対側にある、屋や敷しきの物もの置おきにあたる部分。

　その奥にある隠かくし扉とびらの奥に、ひっそりと存在する寝室があった。

　質しつ素そではあるが、綺き麗れいに整えられた空間の片かた隅すみで──一人の女が声をあげた。

「ああ……来てくれたんだ……エルマー」

　体からだ全体をくるむように毛もう布ふを巻き付け、その合間から少し瘦やせた顔を覗のぞかせるモニカ。

　彼女は『仮か面めん職人』の面めんを手の中で弄いじりながら、やつれた笑顔をエルマーに向ける。

　見るからに痛々しい笑顔で、心を病やんでいるのか、あるいは病みかけているのか。素人しろうと目めに見てもそんな事が解わかる程ほどの、弱々しく病的な微笑ほほえみだった。

　しかし、エルマーは躊躇ためらわない。

　そんな彼女に対しても朗ほがらか極まりない笑顔を返し、いたって軽い調子で手をひらつかせた。

「やっほー。遊びに来たよ、モニモニ」




　モニカ・カンパネルラは、エスペランサ・ボロニアルの妹だ。

　ただし、表おもて向むき彼女は錬れん金きん術じゆつ師しの卵たまごに過ぎず、その事実を知っているのは街の中でも都市警けい察さつのトップや貴き族ぞく達など、ほんの一部に限られている。

　町まち人びとの妾めかけに生ませた腹はら違ちがいの妹という事で、エスペランサ自体もその存在を表に出したくはないのだという。そんな意い向こうを汲くんで、貴族達も敢あえてその事を口こう外がいする事はしなかった。

　もっとも、彼女の立場に同どう情じようしたりエスペランサを気き遣づかったわけではなく、大たい半はんの人間にとってモニカという少女がどうでも良い存在だったからに過ぎないのだが。

　エルマーもそんな彼女の事情を知っている一人だが、彼にとっては別の意味でモニカの血ち筋すじなどどうでも良い事であり──同じ『仮面職人』の一員として、また、同じ私し塾じゆくに通う仲間として普通に彼女の事を慕したっていた。

　ただ、そんなエルマーだからこそ、姿すがたを消し、下げ宿しゆく先さきにも戻らなかった彼女が、この屋や敷しきに閉じこもっていると確信する事ができたのである。

　モニカの心は不ふ安定な事が多く、彼女が図書館に顔を出さなくなってから、現在まで五回しか会う事を許されていない。




「ここに来る前、ヒューイに会ってきたよ」

　空気を読まぬ男は、あっさりとモニカの心を揺さぶる名前を口にした。

「……ッ！」

　モニカは顔かお色いろを変え、手にしていた仮か面めんを顔につける。自分の表情を完全に隠かくし、感情を無む理り矢や理り消し去りながら、彼女はエルマーに問いかけた。

「……それが、どうかしたのか？」

『仮面職しよく人にん』としての口く調ちように切り替えた彼女に、エルマーは力強く頷うなずいた。

「これから、会いに行かないか？」

「……。……？　……!?」

「どうせ、君だってヒューイの居い場所ぐらい想そう像ぞうついてるんだろ？」

「な、何を言っている！　正しよう気きか!?」

　仮面職人の口調のまま、怒ど気きが籠こもった声を叩たたきつける。

「私が今いま更さら、どんな顔をしてヒューイ……君に……会おうだなんて……！」

「混ざってる混ざってる。口調、混ざってるよ」

「黙だまれ！　私を笑いに来たのか!?」

　ケラケラと笑う青年を仮面の奥から睨にらみ付けるモニカだが、エルマーはあっさりと首を振る。

「違うよ。君を笑いに来たんじゃない。君を笑わせに来たんだ」

「……まだ、そんな事を言うのか」

　仮面の奥から聞こえてくる声は、呆あきれるわけでも、嘲あざけるわけでもなく──ただ、どこか寂しげな色が含まれていた。

「エルマー・Ｃ・アルバトロス。お前は……本当に、この仮面の下にある女の顔を笑わせようというのか。この女の笑顔は、お前にとってなんの意味がある？　惚ほれているのか？　抱きたいのか？　知っているだろう。モニカ・カンパネルラの心はただ一人に向けられているという事を！　その男にすら拒きよ絶ぜつされ、夢を見る事もなく……ただ呼吸をするだけの存在になったこの女の笑顔に、なんの価か値ちがあるというんだ!?」

　自じ虐ぎやく的な響ひびきだった。

　仮面を通して、自分自じ身しんを貶おとしているとしか思えない言葉。

『仮面職人』は、モニカにとっての別べつ人じん格かくというわけではない。ただ、彼女の持つ『本ほん性しよう』の一つに過ぎないのだ。

　だからこそ、それはモニカ自身の言葉であり、彼女にとっての自じ傷しよう行為に他ならない。

　そんな狂きよう乱らんめいた叫びを前に──笑顔中毒者スマイルジヤンキーは、やはり空気を読まず、自分の欲よく望ぼうだけに忠実だった。

「笑顔ってだけで、俺おれには十分な価値がある」

「……」

「ぶっちゃけた話、稀き代だいの連れん続ぞく殺人犯はんだろうと、どこかの帝てい国こくの王様だろうと、奴ど隷れいだろうと、３秒後に死ぬ人間だろうと、聖せい人じんだろうと神かみ様さまだろうと悪あく魔まだろうと、俺にとって笑顔っていうのは平びよう等どうなんだ。作り笑いじゃなければね」

「……お前は、本当に身み勝がつ手てな男だ」

　呆あきれたように、仮か面めんの怪かい人じんが首を振る。

　くるまった毛もう布ふをマントに見立てれば、本当に連れん続ぞく殺人鬼きである『仮面職人』が再さい来らいしたかのようにも思えた。だが、その怪人からは殺人鬼の不ぶ気き味みさは既すでに感じられず、寂しげな声が仮面を通して聞こえて来る。

「だが……お前は知らないだろうが、モニカ・カンパネルラは……幸せになる資し格かくなど無い。元々、笑顔を浮かべる権けん利りすらなかったんだ」

「それはどうかな」

　エルマーはモニカに歩み寄り、ヒョイ、とその仮面を取り上げた。

「ああッ!?　あ、ああ、……や、止やめて、返して……よ……」

　途と端たんに涙なみだ目めになって声をどもらせるモニカ。そんな彼女の前で、エルマーは仮面を被かぶりながら呟つぶやいた。

「笑う権利は老ろう若にやく男なん女によ、悪あく人にんだろうと聖せい人じんだろうと平等だよ。死し刑けい囚しゆうが首を切られる瞬しゆん間かんだろうと、幸せだと思って笑う事を止める権利は誰だれにもないんだ」

「……そんなの、屁へ理り屈くつだよ。私だったら、自分の大事な人を奪うばった奴やつが笑って死んでいくなんて許せない」

「そう、許す必要はない。だけど、許さなかった所で、その死刑囚の笑いを止める事もできない。手で無む理り矢や理り押さえ付けたりしない限りはね。まあ、後はその笑顔を消すような絶ぜつ望ぼうを与えるしかないんじゃないかな。俺おれはやらないけど」

「やっぱり……エルマーは、おかしいよ。普通じゃない」

　責せめるような口く調ちようのモニカだが、顔には僅わずかな苦く笑しようが浮かんでいる。

「おかしいなら笑おうよ。ほら、スマイルスマイル」

　エルマーは両手の人ひと差さし指ゆびを自分の唇くちびるにひっかけて横に引っ張り、自分の笑顔を強きよう調ちようする。だが、モニカの笑顔の奥にある寂しげな色は消える事がない。

　微び妙みような空気のまま数秒の時が流れ、エルマーは諦あきらめたように溜ため息いきを吐つく。

「……まあ、ヒューイに会いたくないならそれでもいいや。でも、真しん相そうを知りたくないかい」

「……え？」

「あの脚きやく本ほんを書いたジャンピエール・アッカルドっているだろ？」




「ちょいと細さい工くをしてね。その脚本家かを今夜呼よび出せた、って言ったらどうする？」




　　　　⇔




一時間後ご　市内某ぼう所しよ　廃はい屋おく




　──エルマーが連れてくると言っていたが……。

　──本当に、あの詩し人じんがここに来るのか？

　市内の外れにある、古びた廃屋。

　周囲は林に囲まれ、人の気け配はいは感じられない。

　元々はある貴き族ぞくの別べつ荘そうだったそうだが、その貴族は数十年前まえに没ぼつ落らくしたらしく、現在は手入れをする者もおらず、子供達が時とき折おり肝きも試だめし気分で探たん険けんに訪れるような場所だ。

　何度か『仮か面めん職人』の活動拠きよ点てんにするという話も浮かび上がったが、そこまで秘ひ匿とく的な空間ではないという事などからその都つ度ど見合わされている。

　今のモニカは、『仮面職人』としての装しよう束ぞくを身に纏まとい、手には使い慣れた錐剣ステイレツトが握り込まれていた。

　あの詩人がどういうつもりであんな戯ぎ曲きよくを書いたのかは解わからないが、ヒューイに対して敵てき意いがあるのか無いのか、まずはそれを確かめなければならない。

　──もしも、ヒューイの敵だったら……。

　錐剣ステイレツトの柄つかを一いつ層そう強く握り、モニカは仮面の奥で覚かく悟ごを決める。




　すると、その仮面越ごしに見える風景に動きがあった。

　頭まで隠かくれる外がい套とうに身を包んだ人ひと影かげが、廃屋の中に入り込んできたのだ。

　窓から漏もれる月明かりだけが頼りだが、相手の動きはハッキリと見える。

　向こうも何かを警けい戒かいしているようで、慎しん重ちように周囲を窺うかがっているようだ。

　そんな人影を──モニカは、遥か高みから見下ろしていた。

　鎖くさりが錆さびかけたシャンデリアの上で、その巨大な鉄てつ塊かいを軋きしませる事こと無なく、静かに息を殺し続けるモニカ。

　僅わずかでも動けば擦こすれ合う真しん鍮ちゆうが音を奏かなで、すぐにこちらの存在に気付く事だろう。

　そんな極きよく限げん状態の緊きん張ちようが続く中、モニカの脳のう内ないは冷れい静せいだった。

　──エルマーはどこ？

　──エルマーが連れてくるという話だったけれど……。

　──まさか、既すでに消された……？

　最さい悪あくの事じ態たいを推すい測そくし、モニカは手て荒あらな手段に出る事にした。

　彼女はシャンデリアを蹴けり、エントランスにある階段の手すりへと舞い降りた。

　当然、エントランスの天てん井じようからは鎖くさりなどが激しく擦こすれ合う音が鳴り響ひびき、暗くら闇やみの中で音に敏びん感かんになっていた人ひと影かげは、反射的にそちらに目を向ける。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、階段から人影へと飛びかかり、背後を取る形で喉のど元もとに錐剣ステイレツトの先せん端たんを押しつけた。

「動くな」

　低く抑え込んだ声で、相手の喉元に刃やいばを近づけていくのだが──

　コン、と、その先端が何かにあたる。

　──？

　──仮か面めん……？

　彼女の脳のう裏りに疑問が過よぎるのと、人影から声が出るのは、全く同時の事だった。

「モニカ……なのか？」

　そして──その声を聞いた瞬しゆん間かん、彼女の脳はいよいよ混乱に陥おちいった。

　──ッ!?

　何な故ぜなら、その声は、彼女がもっとも良く知る者の声だったのだから。

　慌あわてて人影から身を離し、距離を開けてから改めて相手の姿すがたに目を向ける。

　エントランスの窓から漏もれる月明かりは、柔らかくその人影を照らしだした。

　木製の面めんを被かぶった、モニカも良く知る、自分ではない『仮面職人』の姿。




「ひゅ、ひゅ……ヒューイ……くんッ!?」

「……なんで、モニカがここに？」

　お互いの仮面の内側から、仮面を被っていない時の声が漏れ響く。

　モニカはその場にペタリと膝ひざをつき、ヒューイは淡たん々たんとした表情で問いかけた。

「……もしかして、エルマーのバカに『あの劇の脚きやく本ほん家かを連れてくる』と言われたのか？」

「え……」

　全くわけが解わからず、コクコクと頷うなずくモニカ。普ふ段だんの冷れい静せいな『仮面職人』としての彼女なら、すぐに状況を理解していたのだろうが──現在の彼女は、数ヶ月ぶりに見たヒューイの顔に、仮面の表おもてと裏うらを完全に攪かく拌はんされてしまっていた。

　一方、ヒューイは仮面の奥から深い深い溜ため息いきを吐き出し、半分諦あきらめたような声で呟つぶやいた。

「やられたよ。……いや、半分予よ想そうはしていたのかもしれないな、俺おれは」

「どういう……こと？」

　今にも砕くだけ散りそうな声を絞しぼり出すモニカに、ヒューイは淡々と言葉を返す。

「エルマーの奴やつに嵌はめられたのさ。俺も、モニカも」




「あいつにとっては、俺達に噓うそつき呼ばわりされる事なんて、痛くも痒かゆくもないだろうからな」




　　　　⇔




同どう時刻　ロットヴァレンティーノ市内




「こんな手にひっかかるなんて、あの二人ったら本当に純じゆん情じようだよねえ」

　夜の闇やみの中、ランタンの灯あかりが軽けい快かいに道を跳ねていた。

　軽やかな足取りで街の路ろ地じを歩きながら、エルマーは楽しそうに笑って空を仰ぐ。

「将しよう来らい、悪い奴やつらに騙だまされたりしなきゃいいけど」

　そして、彼の足は一つの場所を目指していた。

　自分の噓うそに責任を取るためとでも言わんがばかりに、たった一人で──




　街唯ゆい一いつの詩し人じん、ジャンピエール・アッカルドの元へ。




　　　　⇔




廃はい屋おく




「……」

「……」

　ヒューイとモニカ。二人の間を、永えい遠えんに続くかとすら思える沈ちん黙もくが支配していた。

　シャンデリアの軋きしむ音がまだ小こ刻きざみに響ひびいており、それだけが二人に『時間はまだ止まっていない』という事を証明している。

　モニカは、敢あえて黙だまって居るわけではない。

　言いたい事は、山ほどあった。

　釈しやく明めいしたい事は、山ほどあった。

　──私じゃない。私は、誰にもヒューイ君の秘ひ密みつを漏もらしてない！

　──お願い……信じて！　信じて！　信じて！

　しかし、声に出す事はできない。

　自分に、声を出す資し格かくがあるのかすら解わからない。

　この数ヶ月、エルマーと兄、食事を運ぶ女じよ中ちゆうと時とき折おり僅わずかな会話を交わすだけだったが、言葉の紡つむぎ方を忘れたわけではない。ただ、胸の奥から湧わき上がる圧力が彼女の心と舌した根ねっこを抑え込み、彼女を深い沈ちん黙もくの底に押しつける。

　──ううん、信じてくれなくてもいい。私の事を嫌きらいでもいい！

　──だけど、だけど……。

　そこから先は、心の中でさえ言葉につまる。

　自分は彼に何を望んでいるのだろうか。愛する事か、愛される事か、ただ側そばに居て欲しいのか、それとも、罪を犯おかした自分がこの世に生き続ける事を許して欲しいのか。

　ヒューイを目の前にした彼女は、自分が望むものすら解わからなくなっていた。

　ほんの数分前まえまで、ただヒューイに会う事だけを望んで、望んで、望み続けていた事すら忘れてしまっているようだ。

　──私は……ヒューイ君に、何を望んでるの？




　そんなモニカとは対たい照しよう的てきに、ヒューイの沈ちん黙もくは、至って冷れい静せいなものだった。

　──やっぱり、こういう事だったか。

　彼は、エルマーが何か企たくらんでいる、という事はうすうす感づいていた。

　恐らくは、モニカに関する、はた迷めい惑わくなお節せつ介かいの類たぐいであろうという事も。

　だが、彼はそんなエルマーの言葉を疑いつつも、結局は言われるがままにこの廃はい屋おくへと足を運んでしまっのである。

　──俺おれは……半分は、期待していたんじゃないか？

　──モニカに、ここで会えるんじゃないかと。

　仮か面めんの奥で揺らぐ自分の心に歯は嚙がみしつつ、ヒューイはこの瞬しゆん間かんに考える。

　この数ヶ月、敢あえて考えずにいた事を、今、この場だからこそ頭の中に巡らせる。

　──俺は、どうなんだ？

　──俺は……モニカに、会いたかったのか？




　二人に共通していたのは──この数ヶ月の間、彼らはお互いについての思し考こうを殆ほとんど停止させていたという事だ。

　時とき折おり尋たずねるエルマーの言葉に、お互いの存在について改めて意識する。

　それ以外の時間は、モニカはただヒューイとの思い出を懐なつかしむだけで、ヒューイはモニカの事をなるべく考えないようにするという形で、それぞれの想いを停てい滞たいさせていたのだ。

　だが、この瞬しゆん間かん、枷かせは外れた。

　心の奥おく底そこに、知らず知らずのうちに溜ため込んでいたものが溢あふれ出す。

　二人の間にあるのは沈黙。

　体は殆ほとんど動いていない。

　だが、仮面の穴から覗のぞく目は、それぞれお互いを見つめ合い──二人の心の中には、それこそ静せい寂じやくとは程ほど遠とおい、台たい風ふうのような感情の渦うずが荒れ狂っていた。




　それはまさに、この失われた数ヶ月を、僅わずか数秒で取り戻そうとしているかのように。




　　　　⇔




ロットヴァレンティーノ市　某ぼう所しよ




「えーと、マイザーの話だと、ここがその詩し人じんさんの家……でいいんだよね」

　そんな独ひとり言ことを呟つぶやきながら、エルマーは家の前を見上げていた。

　中々に頑がん丈じようそうな造つくりをした家だが、周囲の家と特とく別べつ変わった様よう子すは無く、芸げい術じゆつ家かの住処すみかだと言われてもピンと来ない外がい観かんである。

　既すでに日付が変わろうかという時間帯たいであり、いきなり訪ねるには非ひ常識な時間帯だ。場合によっては都市警けい察さつを呼ばれる可能性もあり、流石さすがにエルマーも空気を読まずに突とつ撃げきするわけにはいかない状況だった。

　マイザーは『なんだったら、私が紹しよう介かいしましょうか？　何な故ぜジャンに興きよう味みがあるのかは知りませんが、最近忙いそがしいみたいですから、なかなか会えないと思いますよ』と言っていたが、そうなるとマイザーにもヒューイの過去を知らせねばならなくなってしまう。

　エルマーはそんなマイザーを適当にあしらい、こうして一人で詩人の家の前にやってきたのだが、そこから先の事は何も考えていなかった。

　──うーん。どうしよう。忍しのび込もうかな。

　──でも、モニカみたいに上う手まく忍び込めるかな。

　──とりあえず、仮か面めん職人の衣い装しようを持ってこようかな。

　ある意い味み正面から訪ねるよりも迷めい惑わくな方法を思し索あんしつつ、扉とびらの前に立ち止まるエルマー。

　そんな彼の耳に、遠くからの足音が響ひびき渡る。

「？　こんな夜中に散歩かな？」

　自分の事を棚たなにあげ、夜中の足音に興きよう味みを示すエルマー。

　徐じよ々じよに近づいてくる足音にも、エルマーは特に隠かくれようとはしない。端はたから見れば、路ろ上じように立ち止まって考え事をしているだけの青年にしか見えず、怪あやしいとは思われても通つう報ほうされたりいきなり連れん行こうされる事はないだろう。

　彼はそう判はん断だんしたのだが、運命の歯は車ぐるまは歪いびつに回る。

　現れた足音の主ぬしは、彼の知っている顔だった。

「……あなたは」

「ああ、カルラさん！　どうもどうも！」

　カンテラを持ち、正せい装そうで現れたドルメンテル家の『使し者しや』に対し、エルマーは長年の友人であるかのような調子で声をかけた。

　彼女達たちはこの数ヶ月間、変わる事なくこの街に滞たい在ざいしている。

　時とき折おり船が出しゆつ航こうする事もあるのだが、カルラを含め、多くの『使し者しや』達は常にこの街に残っており、寧むしろ、船が戻るたびに、街中に砂すな時計の紋もん章しようをつけた人間の数が増えている始し末まつだ。

　だが、数ヶ月という時の中で、街の人々は次し第だいにその異常な状況に弛し緩かんしていき、『慣れた』という理り屈くつで自分達の心を納なつ得とくさせたようだ。現在では百人を軽く超える『使者』達が街に滞在している状態だが、そのまとめ役であるカルラの実じつ直ちよくさからか、既すでに彼女達は街の住人として受け入れられていると言っても過か言ごんではない。

　一方で、彼女達の言う『人ひと捜さがし』とやらが成果を上げているようには見えない。

　そんな不ぶ気き味みな存在感かんを放つ使し節せつ団だんのリーダーが、溜ため息いきを吐つきながら口を開く。

「……夜中ですよ。もっと小さな声で話して頂きたい」

　左手にはカンテラを持っているが、右手は何い時つでも己おのれの武ぶ器きを手にできるように空あけてある。

　やはり男だん装そうに近い風ふう体ていを持つ彼女は街の噂うわさで幾いく度どとなく囁ささやかれ、夜中に一人で巡じゆん回かいしている彼女が襲おそわれたという話も数多くあった。

　もっとも、それは最初の一ヶ月の事だったのだが。

　襲った男達は皆返かえり討うちに遭あい、中には手首から先や男として大事な部分を失った者もいた。

　そんな事件が続くにつれ、街の男達は皆震ふるえ上がり、彼女に手を出そうとするのは、今や事情を知らぬ新しく街にやってきた船ふな乗のり達だけとなった。

　彼女としては、そんな『新しん参ざんの無ぶ礼れい者もの』を相手にする為ために、今でも用心しながら街を歩いているのだろう。

「いやー、知り合いに会えて良かった！　やっぱり夜は一人で歩くと不安になりますよねえ。でも、もう大だい丈じよう夫ぶ！　俺おれは喧けん嘩かは弱いですけど、話相あい手てぐらいにはなれるから安心して笑って下さい」

「君は何を言っているんだ？　酔よっているのか？」

　何な故ぜか胸を張るエルマーに、カルラは首を傾かしげながら呟つぶやいた。

　街中で何度か顔を合わせ、船に入ろうとするのを何度か追い払った事があるのだが、カルラからしたらこの青年の性格が今ひとつ摑つかめない。アヴァーロ家と第三図書館の関係者な為、一応気きにかけてはいるのだが、無む害がいなのか有ゆう害がいなのかすら解わからず、カルラは『まるでクラゲのような男だ』という印いん象しようを抱いていた。

「こんな所で何をしている？　この家の人間に何か用なのか？」

「いやー、用があるのは確かなんですけど、もう遅いから、出直すか忍しのび込むか、どっちにしようか迷っちゃって」

「……忍び込む？」

　あまりに堂どう々どうとした物もの言いいに、何か聞き間違えたのではないかと首を傾げるカルラ。

　彼女は改めて彼の目的について問い質ただそうとしたのだが──

　それより一いつ瞬しゆん早く、詩し人じんの家の扉とびらが開かれた。




「うちに何か御ご用ようですか」

　家の前での話し声に引き寄せられ、扉から顔を出したのは──

　まだ若い『詩人』、ジャンピエール・アッカルド本人だった。




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【それが、私とエルマー・Ｃ・アルバトロスの出会いだった。




　過去に何度かすれ違っていたようなのだが、面と向かって話すのはそれが初めてだったと記き憶おくしている。その時はまだ、私は彼がマイザーの知り合いだという事も、モニカ・カンパネルラの親友であるという事も知らなかった。

　ドルメンテル家の関係者が来た理由については予よ測そくがついていたので普通に対たい処しよはできた。

　案あんの定じよう、カルラという女性は、私の新しん作さくの戯ぎ曲きよくの内容で、一部ドルメンテル家をモデルにしているのではないかという苦く情じようを言いに来たのだ。

　だが、それは計算済すみだ。

　確かに、新しい戯曲にはドルメンテル家をモデルにした貴き族ぞくが登場する。

　だが、あくまでモチーフにしているだけで、ドルメンテル家と直接結むすびつくような台詞せりふはないし、なにより、内容は全くのフィクションだ。

　彼女はそれに納なつ得とくし、不満げではあったが帰っていった。

　計算通どおりだった。

　それは、暫しばらく時間を稼かせぐ為ための私の計算だったのだ。

　いや、正確には、アドバイスをくれたのはラブロだったのだが。

　ともかく、その時点で上じよう演えんしていた芝しば居いは、あくまで台だい本ほんの試し作さく品ひんを上映しているものにすぎなかったのだ。

　そこから、少しずつ、緩やかに、私は脚きやく本ほんを修正していった。

　同じ題だい目もくである限り、カルラを始めとするドルメンテル家の人間達も再び疑う事はないだろう。そういう意味で、最初に使し節せつ団だんの代表者がその『試作品の芝居』を見て、私の所に来たのは僥ぎよう倖こうと言えた。その後、別の使節団員いんの者が芝居を疑問に思っても、リーダーである彼女が黙もく認にんしている以上は深く追及はしないだろう。

　ゆっくりと、ゆっくりと、花の蕾つぼみが開くように、私は戯曲の中身を少しずつ書き替え──

　やがて、真実という名の花を咲かせたのだ。




　……その芝しば居いの内容については、また後ほど語るとしよう。




　ともあれ、エルマーという青年の方は、私が直前まで上じよう演えんしていた戯ぎ曲きよくについて尋たずねていた。

　あれは、真実を元にした話ではないかとストレートに聞いてきた。

　もっとも、あれが真実だと世に広めるのが目的ではあったのだが……直接肯こう定ていすると教会が五う月る蠅さくなると思い、私は『いくつかの話を参考にして膨ふくらませたものだ』と嘯うそぶいた。

　いや、本当は私は、あの賞しよう賛さんを浴びた戯曲が他人の借り物であると認めたくなかったのかもしれない。だからこそ、私は彼に真実を伝えなかった。

　私は笑いながらそう答えたのだが──エルマーは、こう言った。




『作り笑いになったね』




　と、ただ一ひと言こと。

　私は、心しん臓ぞうが止まるかと思った。

　確かに、私のその笑いは誤ご魔ま化かしだったよ。心の底から笑える気分ではなかったからね。

　だが、それを看かん破ぱされただけで、私は、心の裏にある全てが見み透すかされたような気がした。

　正直に言うと、その場で青年の口を封じなければならないのではないかと思ったよ。流石さすがに、私にそんな事をする度ど胸きようはなかったのだが。

　青年はそれ以上追つい及きゆうすることなく、去さり際ぎわに私にこう言った。

『そんな恐い顔しないで下さい。笑え顔がお笑顔』

　と、まるで自分の子供をあやすように呟つぶやいて去っていったのだ。




　私は、笑えなかったよ。

　何な故ぜか、自分がこれからする事……先せん述じゆつした、脚きやく本ほんの修しゆう正せいをする事に再び躊躇ためらいが生まれたぐらいだ。それを成すことによって得られる笑いも、結局は作り笑いなのではないかという疑ぎ念ねんが生まれたからだ。

　だが、結けつ局きよく私は修正を実行した。

　何日も何日も、何十回と上演されていく芝居の中で、役者達たちにも負ふ担たんが掛からぬ程てい度どに……少しずつ、少しずつ、台詞せりふを、舞台を、ストーリーそのものを改かい変へんしていった。

　より、『真実』に近づくように。




　思えば、止やめておけばよかったのかもしれない。

　もしも、エルマーに作り笑いを指し摘てきされたときに、思いとどまっていれば……少なくとも、私は今、こんな手しゆ記きを残す必要もなく、家族と共に笑っていたかもしれないからだ。作り笑いなどではない、胸の奥から湧わき上がる、心の底からの笑顔を浮かべていたかもしれないのだ。




　もっとも、今となっては全てが遅すぎる。

　私のとった行動は、結果として──私だけではなく、多くの者達から一時的に笑顔を奪うばい去る結果となってしまったのだから】




　　　　⇔




廃はい屋おく




　一体、どれほどの時間が経けい過かしただろうか。

　実際の時間にすれば、ほんの数分、いや、数秒だったのかもしれない。

　だが、二人の『仮か面めん職人』にとっては、それこそ永えい遠えんとも思える時が過ぎ去ったように感じられていた。

　最初に沈ちん黙もくを破ったのは、木製の仮面を被かぶったヒューイの方だった。

　彼は仮面を静かに外し、表情の薄い顔を窓からの月明かりに浮かび上がらせた。

「……」

　それを見て、モニカはいよいよ動けなくなる。

　目の前に立つのが、ヒューイ・ラフォレットであるというどうしようもない事実をつきつけられ、全身が小こ刻きざみに震えだし、立っているのがやっとという状態だ。

　少しずつ近づいてくるヒューイの体に、自分の全身の皮が裏うら返がえるような緊きん張ちようを感じていた。

　何か話さなければならない。

　そう思えば思うほど、彼女の体は言う事を利かなくなり、ついには息いき苦ぐるしさすら感じられる。

　手にしていた筈はずの錐剣ステイレツトはとうに地面に落ちており、モニカは混乱の果てに一いつ瞬しゆん思い浮かんだ『自じ害がい』という道すら閉ざされていた。手に剣はなく、舌を嚙かむにも歯が震えて動かない。

　八はつ方ぽう塞ふさがりとなった彼女の顔に、ヒューイの手が伸び──

　彼女の被っていた仮面を、ゆっくりとはぎ取った。

「あ……」

　お互いの顔が淡あわい光にさらされる。

　──なにか。

　──何か言わないと……。

　モニカは力を振り絞しぼり、せめて相手の名前だけでも呼ぼうと唇くちびるを歪ゆがませる。

「ヒュ……」

　だが、その言葉は強きよう制せい的に遮さえぎられる事になる。

　ヒューイの手が、ゆっくりとモニカの体を抱きしめたからだ。

「……ッ！」

　芝しば居いを見に行く一週間前まえ、丘の上で抱きしめられたときと同じように。

　そして、あの時よりも力強く。

　強く、強く、ヒューイはモニカの体を抱きしめた。

「ずっと……考えてた」

　モニカの耳みみ元もとで、ヒューイが独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

　だが、その独り言は、確かにモニカにも向けられたものだった。

　まるで、抱きしめるモニカの体が、自分自じ身しんと一体になっているとでもいうかのように。

「俺おれは、お前を信用しない」

「……ッ！」

「モニカが俺の過去を誰だれかに話したんじゃないか、という疑いも消えたわけじゃない」

　抱きしめられると同時に、震えが収まっていたモニカは、その言葉を聞いて悲しくなったが──それでも、言葉が自然と口にでる。

「……うん。いいよ、それでも」

「俺は、お前の事を利用する。それも変わらない」

「うん」

　──それでもいいよ。

　頷うなずく事まではできる。

　──だけど、ううん。だから……。

　だが、その先の言葉を口にする事ができない。

　──だから、もうどこにも行かないで。

　ただそれだけの一言が、どうしても喉のどから絞しぼり出せない。

　モニカは自然と涙がこぼれ、悲しみに心が押しつぶされそうになる。

　仮か面めんを失った彼女の泣き顔を守るものは何もない。

　こんな自分の顔をヒューイに見せたくはないと思うも、彼女にはもはやどうする事もできなくなり、彼女は本当に舌したでも嚙かみかねないほどの絶ぜつ望ぼうに包まれたかけた。

　しかし──




「それでも……モニカの事を、好きになってもいいか？」




「……え？」

　モニカは、最初、相手の言葉の意味が解わからなかった。

　ヒューイはそんな彼女を更さらに強く抱きしめ、確かく認にんするように呟つぶやいた。

「俺おれは、モニカを信じたりしない。だけど、モニカが俺を裏切っていたとしても、俺の敵だったとしても……それでも、モニカの事を好きでいていいか？」

「ヒューイ……君」

「俺には、モニカを愛する資し格かくがあるか？」




　ポロリ、と、モニカの目から大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちた。

　だが、その涙は先せん刻こくまで流していたものとは全く違う意味合あいを持つ。

「ずるい……ずるいよ、ヒューイ君……」

　ボロボロと涙を零こぼし、モニカの声は再び震え始める。

　だが、吐き出される言葉は、とても強い力に満ちていた。

「昔も言ったじゃん……私が、断れるわけないって知っててそういう事こと言うの……」

「……すまない」

「本当に、本当にずるいよう……ヒューイ。……ヒューイぃ！」

[image: ]

　初めて男の名を呼び捨てにした少女は、いつかの丘の上の事を思い出す。

　──『お前の素す顔がおが暴あばかれて、世界を敵に回したとしても──』

　──『俺おれが、新しい仮か面めんを造つくってやるさ』

　だが、モニカは泣きながら確信する。

　自分にとっては、もう仮面など要いらないのだと。

　ヒューイの前では仮面を見せる必要などなく──自分は素顔のままでいいのだと。

　そう思いながら、彼女はただ、ヒューイの胸で泣き続け──

　仮面職人の青年も、そんなモニカを強く強く抱きしめた。

　彼女の心の中に、自分と同じものがある事を感じながら。




　月明かりが差し込まなくなり、真まっ暗くらになった廃はい屋おくの中──

　二人はようやく、お互いの心を受け入れたのだ。







[image: 第五章　『最高の笑顔を見せてやる』]






















１７１０年　某ぼう所しよ




　モニカ・カンパネルラは夢を見る。

　ヒューイ・ラフォレットに受け入れられたあの日から、毎まい晩ばんのように夢を見続けた。

　夢といってもたわいのないもので、あの瞬しゆん間かんの、抱きしめられている感覚が薄ぼんやりと蘇よみがえる、そんな夢だ。




　あれから、どれほどの月日が経たった事だろう。

　モニカは眠りの中から意識を取り戻し、毛もう布ふの中で、ふとそんな事を考える。

　二人で愛を確かめ合った長い夜が明け──

　翌よく日じつから、モニカとヒューイは図書館へと再び姿すがたを現した。

　図書館の面めん々めんは驚き、口々に二人を質問責ぜめにしたが、エルマーが適当にあしらい、皆も『聞くのは野や暮ぼだろうか』という流れで収まりがついた。

　しかし、それでほぼ周囲は二人の付き合いが公こう認にんのものとなったと確信したようで、代わる代わるモニカに祝しゆく福ふくの言葉や冷やかしの言葉を浴びせかける。




　そんな日々の事を思い返し、毛もう布ふの中でモニカはそっと微笑ほほえんだ。

　──ああ。ああ。嬉うれしかったなあ。

　──私し塾じゆくのみんなの言葉……からかわれたり、おめでとうっていってくれたり……。

　──本当に、嬉しかった。

　今までは、彼女にとってヒューイ以外の人間は街の雑ざつ踏とうと同じだった。

　接せつ触しよくはするが、彼女の心を特別に動かす事はない。

　ヒューイだけが居ればいい。

　ヒューイだけが、自分に安らぎを与えてくれる。

　そう思っていた筈はずなのに、私塾の皆から自分に向けられる言葉の一つ一つが、純じゆん粋すいに嬉しかった。

　──本当に……嬉しかった……。

　過去を懐かしみながら、彼女は静かに毛布から顔を出し──

　『今』という時間においての、自分の現実を再さい確かく認にんする。




　彼女の視し界かいに広がるのは、やや低めの天てん井じよう。

　狭い部屋の中に置かれた、自分の横たわる簡かん素そなベッドと小さな机つくえ。

　ボロニアル家の倉庫の奥にある隠かくし部屋によく似た場所だ。

　だが、あからさまに違う点が一つだけ存在する。




　それは──ドアの代わりに壁に嵌はめられた、無ぶ骨こつな形の鉄てつ格ごう子しだった。




　　　　⇔




　時は、数ヶ月遡さかのぼる。




　ロットヴァレンティーノの市いち場ば通どおりを歩きながら、モニカは隣となりに立つ青年の腕をとる。

「……おい、歩き難づらいだろ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ヒューイ！　転びそうになったら私が支えてあげるから！」

「お前の言い分には一ひと欠片かけらも合ごう理り性せいがないな」

　ヒューイは呆あきれたように呟つぶやくが、無む理りに彼女を引き剝はがそうとはしない。

　寧むしろ、少しだけ頰ほおを染そめ、照れを隠かくすかのように海辺の方に目を向けた。




　廃はい屋おくでの再会から数ヶ月。

　モニカとヒューイの仲は、いまや街の中でも有名だった。

　彼らは特に意識をした事はないのだが、元から美び男なん美び女じよとしてそれぞれ話題に上る事はあったらしい。そんな彼らが恋こい仲なかであるというのは、自然と街の中の噂うわさとして広まっていった。彼らの事を知らない人間から見ても、『なんだか仲のよさそうな男女を市いち場ばでよく見かける』程てい度どの認にん識しきを持つ者は多かった。

　そして、この頃からだろうか。

　モニカの目から見て、街の雰ふん囲い気きが、少しずつ変わって来たのだ。

　丁ちよう度どその頃、『仮か面めん職人』として、偽にせ金がねの資し金きんを元に街の経済の一部をコントロールしていたヒューイが、一部の顔かお役やく達に対する縛しばりを緩めている。モニカからすれば、それが原因となって街に活気が満ちているに違いないと考えるのも無む理りはなかったが──

　第三者から客きやつ観かん的に見て、表おもて向むきの空気は殆ほとんど変化していなかった。

　彼女は、変わったのが街ではなく自分だという事にも気付かぬまま、青春を謳おう歌かし続けたのである。

　自分の過去を、暫しばしの間、心の奥おく底そこに縛り付けながら。




「ねえ、ヒューイ、今日きようはどこに行く？」

　そんな事を尋たずねるモニカに、ヒューイは苦く笑しよう混まじりに言葉を返す。

「エルマーの奴やつが、キャプテン・キッドの宝の地図を手に入れたと騒さわいでたからな。それをからかいにでも行ってみるか」

「本ほん物ものだったりして」

「いや、こないだ来た船ふな乗のりが何十枚も用意して二に束そく三さん文もんで売ってた奴だからな。本物だとしても大して貴き重ちような地図じゃあなさそうだ」

　エルマーは現在、街の片かた隅すみにある空あき屋に住んでいる。この街に来たばかりの頃はボロニアル邸ていに住んでいたのだが、エスペランサが『いつまでも男を来らい客きやく用の部屋に置いておけるか』と言って追い出し、街の中を転々としながら暮らしていた。

　そんな彼の家に向かいながら、ヒューイは海の方に目を向ける。

「今日は潮しお風かぜがきついな」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやきながら歩き続けるヒューイだが、不意に、自分の腕に絡むモニカの手が強こわばるのを感じ取った。

「どうした？　……あ」

　見ると、モニカが僅わずかに表情を曇くもらせながら、海のある一点に視し線せんを向けていた。

　沖おき合あいからこちらに向かってくる、一いつ隻せきの巨きよ大だいな黒くろ船ふねだ。

　金きん色いろの砂すな時計の紋もん様ようが太陽の光を反射し、己おのれの凱がい旋せんを誇こ示じしている。

「……暫しばらくいなくなってたと思ったが……また戻ってきたか」

「また、この街に人が増えるのかな……」

　モニカの表情は暗く、まるで夜の闇やみに怯おびえる子供のようだ。

　彼女がドルメンテル家を恐れる理由を、ヒューイはまだ知らない。だが、モニカは『いつか、時間が来たら話す』とだけ言い、いまだにそれを語る様よう子すはない。

「……なんとかして、あいつらを街から追い出せないかな」

　目を細めながらそんな事を言うヒューイに対し、モニカは慌あわてて首を振った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ヒューイ。私は大丈夫だから！」

「……そうか」




　この頃──ヒューイは『仮か面めん職人』の立場を利用し、街の中で少しずつ情報を集めていた。

『仮面職人』という名を直接は使っていない。だが、街の一部の顔かお役やく達の間では知られた存在でもあった。偽にせ金がねの流りゆう通つうに絡んで様々な指し示じを出し、街と外部の資金の流れの一部を握っている謎なぞの存在。木の仮面を被かぶった青年は、その仮面職人という『組織』の使いだと思われていたようだ。

　実際はヒューイこそがその根こん幹かんの一つだったのだが、敢あえて彼はその誤ご解かいを利用し、『仮面職人という謎の巨大組織』の一員として、ヒューイ・ラフォレットという正しよう体たいを隠かくしたまま情報を集めていたのである。

　彼が望んだ情報の一つは、『ジャンピエール・アッカルド』という男についてだ。

　口では色々と言うものの、もはや彼は、モニカの事を微み塵じんも疑ってはいなかった。

　だとすれば、その脚きやく本ほん家かが何な故ぜ自分の過去を知っていたのか──あの一いつ致ちは、単なる偶ぐう然ぜんでは済まされない。誰だれかから聞いたと考えるのが一番納なつ得とくがいく。

　──俺おれ以外にあの事件を知っている奴がいるとすれば……。

　──あの村の生き残りか……。

　──あの……異い端たん審しん問もん官かんの連れん中ちゆうだ。

　子供心に、あの騎き士しのような格かつ好こうをしていた審問官達たちの姿すがたは覚えている。

　後で知った事だが、彼らは正せい規きの教会の審問官ではなかったようだ。

　そう考えると、全ての元げん凶きようとも言えるのだが──世界そのものを敵と見なしていたヒューイにとっては、特に彼らだけを恨うらむという考えはなかったのである。

　だが、今は違う。

　──もしも、あの連中がこの街にいるなら……。

　不ふ穏おんな考えを心の奥に滾たぎらせつつ、彼は慎しん重ちように情報を集め続けた。

　だが、ジャンピエールは暫しばらく前から姿すがたを隠かくしているらしく、その行方ゆくえが解わからなくなっている。

　ただ、芝しば居いの台だい本ほんとなる戯ぎ曲きよくのやり取りは行われているようで、いくつかのルートを通じて劇げき団だんとは連れん絡らくが取れているらしい。

　しかし、肝かん心じんな所で相手の用心深ぶかさが顔を出し、ヒューイはいまだに接せつ触しよくする事すらできていなかった。

　──エルマーの奴やつが、一度会あったとは言っていたが……。大した情報は無かったようだしな。

　ただ、一つだけ、エルマーの感かん性せいを信じるとすれば、気に掛かる事はあった。

　──『俺おれには詳しい事は分からないけど、少なくとも、作り笑いだったよ。ジャンさん』

　単にエルマーのうざったさに愛想あいそ笑わらいを浮かべただけかもしれないが、どうにもその詩人に引っかかるものが多いのは確かだ。

　ヒューイは引き続きジャンピエールを『警けい戒かい対たい象しよう』とし、引き続き情報を集めていた。

　そして、彼が他に望んでいた情報は、ドルメンテル家の事だった。

　モニカの過去を暴あばいてしまう結果になりかねない為ため、慎しん重ちように情報を集めているが、どうにもヒューイには、彼らの目的が読み切れなかった。

　人を捜しているらしいという事だが、それにしては、街の自じ警けい団だんである都市警けい察さつや貴き族ぞく達に協力を仰いでいる様よう子すはない。だとすれば、彼らは人ひと捜さがしというのを口こう実じつにして、何かもっと別の目的で動いているのではないだろうか？

　彼らの目的が明確にならぬうちは、下へ手たに動くべきではない。

　そう判はん断だんし、ヒューイは少し前から『仮か面めん職人』の本来の活動を狭め、モニカやエルマーにも勝かつ手てに動いたりしないように厳げん命めいしてある。

　もっとも、エルマーに関しては、仮面職人とは全く関係の無いところで接触を続け、街の貴族であるマイザー・アヴァーロに迷めい惑わくをかけているようなのだが。

　──そもそも、あの『腐くさり卵たまご』のリーダーが、何な故ぜ急に図書館に入り浸びたるようになったんだ？

　──やはり、ダルトンの爺じいさんも、何か企たくらんでいるのか……。

　──この街は、一ひと筋すじ縄なわではいかないな。




　自分が警戒しなければならない事は、思っていたよりも多いようだ。

　ヒューイはそんな日々に疲れつつもあったのだが──そんな彼にとって、今やモニカは掛け替えのない心の支えとなっていた。

　偽にせ金がねを初めて精せい製せいした頃の自分から比べると、考えられない心しん境きようの変化である。

　自分が心の一部を他者に委ゆだねるなど、あってはならない事だった。

　当時の自分が今の姿を見れば、『堕だ落らくだ！』と怒りに打ち震える事だろう。

　そんな過去の自分を思い返しつつ──それでも、ヒューイはモニカを愛していた。

　最初に丘の上で彼女を抱きしめた後から、エルマーの計けい略りやくによって再会するまでの間、数ヶ月も疎そ遠えんになっていた時期があったのだが、今思えば、それが逆に良かったのかもしれない。

　経緯いきさつはどうあれ──今のヒューイにとって、モニカは人生の一部であると言えた。

　世界を敵に回している自分に、そんな存在がいる事が妙みようにおかしく、ヒューイは少しだけ、子供の頃の自分を──魔ま女じよ狩がりの手が伸びる前、母親と暮らしていた頃の幸せを思い出した。




「安心しろよ、大だい丈じよう夫ぶじゃなくなっても……俺おれがなんとかするさ」

　彼女を安あん堵どさせる為ための方ほう便べんではない。心の底から、そう思っていた。

「……ありがとう」

　微笑ほほえむモニカの顔を見て、ヒューイは再度苦く笑しようした。




　そんな二人を嘲あざ笑わらうかのように、街に染しみ渡り始めた毒どくにも気付かぬまま。

　詩人、ジャンピエールの善ぜん意いと虚きよ栄えい心しんは、この時既すでに街の中に小さな変化をもたらしていた。

　今はまだ、誰だれもその効果に気付かぬまま──

　少しずつ、少しずつ。

　真実という名の毒どく薬やくは、ロットヴァレンティーノの街を蝕むしばみ始めていたのだ。




　　　　⇔




数週間後ご　東ひがし通どおり　菓か子し工こう房ぼう内ない




　モニカが下げ宿しゆくしている菓子工房内。

　甘い匂においが漂うこの場所から、モニカにとって最初の『毒』が染み出した。




「ただいま！　おばさん、何か手伝う事はありますか？」

　第三図書館から帰ると同時に、上じよう機き嫌げんで微笑ほほえむモニカ。

　そんな彼女に、恰かつ幅ぷくの良い女将おかみが朗ほがらかな声をあげる。

「おかえり、モニカちゃん。なーに、こっちの手伝いはいいから、ヒューイ君とどっかに行ってきたらどうだい？」

「や、やだ！　おばさんったら！」

「そう照れるんじゃないよう。錬れん金きん術じゆつの講こう義ぎが終わったら、ヒューイ君がなんの職につくのかは知らないけどさ、そしたらあんたら、結婚するんだろ？」

「……！　け、けけけ、結婚なんて！」

　顔を真まっ赤かにしてあたふたするモニカに、女将おかみは困ったように笑いかける。

「まったくモニカちゃんたら、体は大人おとなになっても、そういうとこは子供だねぇ。でも結婚するなら早いうちにしといた方がいいのは確かだよ」

「え……」

「あんただって、自分で解ってるんだろ？」

「えっと……その……うん」

　恥はずかしそうに俯うつむくモニカに、女将は一ひと際きわ大きく笑う。

「まあ、いいさ。ゆっくり考えな」

　モニカはそんな女将にコクリと頷うなずき、そのまま下げ宿しゆく部屋である階上に上がっていこうとしたのだが──

「ああ、そうだそうだ、ちょっといいかい、モニカちゃん」

　女将がそこで何かを思い出したように笑顔を消し、やや心配するような調子で尋たずねかけた。

「はい？」

「帰り道とか、なんか、変な奴やつを見かけなかったかい？」

「え……？　特に何もなかったけど……」

「そうかい。ならいいんだけどねえ。ほら、最近さ、この辺の図書館に通ってる子供達の事を妙みように調べて回ってる連れん中ちゆうがいるみたいなんだよ。特に、女の子を調べてるみたいなんだけどさ、うちにも変なのが来てね、モニカちゃんはいつからここに下宿してるのかとか、隣となりのフレイヤは何なん歳さいぐらいから図書館にいたんだとか聞いてきてねえ。あんまりしつこいから、小こ麦むぎ粉こをぶっかけておっぱらってやったよ」

　豪ごう快かいな事を言う女将に、モニカは苦く笑しようを浮かべるが──心しん中ちゆうでは、ある予よ感かんが彼女の内ない臓ぞうを握りつぶしそうになっていた。

　──まさか、

「そ、それって、もしかして、ドルメンテル家の人達？」

「え？　いやぁ、そんな雰ふん囲い気きじゃなかったねぇ。街のごろつき連中だと思うよ。ほら、ドルメンテルの人達は、男おとこ連中は胡う散さん臭くさいのが多いけど、まとめ役のお嬢じようちゃんは礼れい儀ぎ正しいからねえ。あんな子に聞かれたら、そりゃこっちの態度も柔らかくなるってもんだけどねぇ」

「そう……ですか」

　モニカは安あん堵どの息を吐きながら、ゆっくりと階段を上がっていった。

　心の中に、ほんの僅わずかな不安の種たねを埋め込んだまま。




　　　　⇔




一週間後ご　第三図書館




　彼女の中から不安が消える事はなかったが、この一週間は特に周囲に怪あやしい兆ちよう候こうが現れる事もなく、ただ淡たん々たんと日々が過ぎ去っていった。

　錬れん金きん術じゆつ師し達の講こう義ぎを聴きき、ヒューイと語らい、エルマーを始めとする私し塾じゆくの仲間達に冷やかされる。そんな予定調ちよう和わの日々を繰り返す。

　何気ない日常。それこそが、モニカにとっての幸せだった。

　しかし──心に植え付けられた不安は、少しだけ彼女を過か敏びんにした。

　だからこそ、彼女はその話に耳を傾けてしまったのかもしれない。




「ジャンピエールの新しい芝しば居い、俺おれの下げ宿しゆく先さきの旦だん那なが見てきたらしいんだけどさー」

　蔵ぞう書しよ庫この片かた隅すみで、私塾の生徒の一人がエルマーにそんな話を切り出していた。

　エルマーは羨うらやましそうな顔をして、相手の話に身を乗り出した。

「ああ、凄すごい人気らしいね！　俺も見たいんだけどさ、チケットがなかなか手に入らなくて！　前は知り合いに頼んで手に入れたんだけど、今回は前まえ以上の人気らしいからもう少し待てって言われちゃってるんだよ！」

「そんな伝つ手てがある時点で羨ましいけどな。まあ、俺の所の旦那も劇げき場じよう関係者しやに頼み込んでようやく入れたらしい。ジャンピエールがきちんとした戯ぎ曲きよくを出すまでは、あそこの劇場は基本的に仮面即興劇Commedia dell'arteしかやってなかったからね。ジャンピエールの戯曲みたいなのはうちの街の連れん中ちゆうにとっては新しん鮮せんなんだよ」

「へー、俺は仮か面めん即そつ興きよう劇げきも好きだけどなあ。道化pedrolinoの立ち回りとか最高だよね」

「お前はそうだろうな」

　そんな、いつも通りの日常会かい話わ。

　ジャンピエールの名が出た事で一いつ瞬しゆん心を強ばらせたが、それだけならば彼女の心に大した楔くさびを残す事はなかっただろう。

　だが、その会話の続きに──彼女にとっては聞き逃せない言葉──ジャンピエールの仕掛けた毒どくの一部が混じり込んでいた。




「ていうかさ、なんか、旦那が言うにはさー。前に見た観客と話したら、なんか台だい本ほんが少し変わってるっていうんだよ」

「へえ。まあ、上じよう演えん期間中ちゆうに台本を直すってのはよくあるらしいけどねえ」

「いや……なんかさ、凄い危ない事してるらしいぜ、ジャンピエール」

「危ないって、どんな事？」

「なんかよ……古い方の台本だとぼかしてあったらしいんだけど……。うちの旦那が見た奴やつだと、もう丸わかりだったらしいぜ。その戯曲の後半が、うちの街と、あの黒い船の連中をモデルにしてるって」




　──ッ！

　モニカの首くび筋すじがギチリと音を立て、指ゆび先さきが小こ刻きざみに震え始める。

　──黒い、船。

　──ドルメンテル家を……モデルに？

　心しん臓ぞうを幽ゆう霊れいにわしづかみにされたように、彼女の中で不安が凝ぎよう縮しゆくしていく。

　モニカはその不安を顔に出さぬように呼吸を整えつつ、今しがた耳に入った情報を整理しようとして──更さらなる不安を呼び起こしてしまう。

　──……戯ぎ曲きよくの……後半は？

　──じゃあ……前半は……？

　彼女は知っている。

　あの黒くろ船ふねの人間達たちが何をしにきたのか──

　兄であるエスペランサに聞いて、彼女はそれを知っている。

　そして──彼らが来た現在の状況が劇の後半だとするならば、前半に描かれているのは、彼らがこの街に来た理由となる事件なのではないか？

　そんな筈はずはない。

　そんな筈はない。

　彼女は心で何度もそう呟つぶやいた。

　だが、何を思ったところで、不安が払われる事はなく──




　数日後ご、彼女は以前と同じコネを用い、再び劇げき場じように入り込んだ。




　そして、モニカは────




　　　　⇔




夜　ボロニアル邸てい　執しつ務む室しつ




「……ん？　お前か」

　人の気け配はいに気付いたエスペランサが顔をあげると、そこには『仮か面めん職人』の装しよう束ぞくを纏まとった妹の姿すがたがあった。

「久しぶりだな、その妙みような格かつ好こうで俺おれの前に出るのは。その格好で俺に皮ひ肉にくでも言いに来たとすれば、随ずい分ぶんと精神は回復したようだな。……エルマーの奴と、お前の想おもい人には感謝すべきか」

　自分の格かつ好こうの事を棚たなにあげた事を言うエスペランサに、『仮か面めん職人』は暫しばし沈ちん黙もくを続け──やがて、顔をやや俯うつむかせながら呟つぶやいた。

「今日きようは、お別れを言いに来ました」

「……？」

　唐とう突とつに切り出された言葉に、エスペランサは書しよ類るい作業の手を止め、眉まゆを顰ひそめながら相手の様よう子すを窺うかがった。『仮面職人』はドアの前で微び動どうだにせず、淡たん々たんとモニカの声を吐き出し続ける。

「エスペランサ・ボロニアル伯はく爵しやく閣かつ下か。今まで、私のような罪ざい人にんに御ご厚こう意いを頂き、本当に感謝をしております」

　恭うやうやしく一礼する『仮面職人』に、エスペランサは不ふ穏おんな気け配はいを感じたのか、椅い子すから立ち上がりつつ問いかけた。

「……何を言っている？　らしくないぞ」

　何かただならぬ事が起きている。

　そう感じたエスペランサは、何か声をかけて引き留めようとしたのだが──

　一いつ瞬しゆん早く、彼女は仮面を顔から外す。その下から現れた、どこか寂せき寞ばくとした色を感じさせる笑顔で、彼女はエスペランサの言葉を遮さえぎる一ひと言ことを口にした。

「本当にありがとう、兄にいさん」

「おい……何を言っているんだ、突とつ然ぜん」

「私、今まで生きてこれて、とっても嬉うれしかった。兄さんのお陰で、私、いろんな人に会えたよ。……だから、本当は私にそんな資し格かくなんて無いけど、兄さんにだけは言っておくね」

　言葉が終わる頃、彼女の目に涙が浮かんだような気がしたが──エスペランサがそれを確かく認にんするよりも早く、彼女は再び仮面を被かぶる。

　しかし、仮面の下からはモニカとしての声を吐き出し、そのまま執しつ務む室しつを後にした。




「私……幸せだったよ」




「マリベル……待て！　何をするつもりだ！」

　慌あわてて彼女を引き留めようと、エスペランサも執務室の外に飛び出したのだが──

　既すでにそこには人ひと影かげはなく、廊下の窓の一つが開け広げられ、燭しよく台だいの炎ほのおが夜風に激しく揺らめいているだけだった。




　そして、その日を境さかいに、モニカ・カンパネルラは再びこの街から姿すがたを消した。

　今度は、身み内うちであるエスペランサや、エルマーにもその居い場所を知られる事こと無なく──

　最さい愛あいの人間であるヒューイ・ラフォレットには、別れの挨あい拶さつすらせぬままに。




　　　　⇔




数日後ご　ヒューイの自じ宅たく




「大だい丈じよう夫ぶか、ヒューイ。顔かお色いろ悪いぞ」

「……」

　珍めずらしく笑顔ではないエルマーの声に、ヒューイは何も言葉を返さない。

　暗い表情で机つくえの上に置かれた何らかの装そう置ちを弄いじっており、手を動かす事で無む理り矢や理り現実に心を繫つなぎ止めているかのようだった。

「モニカがいなくなってもう３日も経たつけど、何も連れん絡らくとかはないか？」

「……」

「そっか」

　相手の沈ちん黙もくから答えを察したエルマーは、小さな溜ため息いきを吐き出した。




　ボロニアル家の使いから、『モニカが居なくなった。何か知らないか？』というエスペランサの書しよ状じようが届けられたのは昨日きのうの事だ。

　だが、彼とヒューイは、その時点で既すでに異常に気付いていた。

　私し塾じゆくにモニカが姿すがたを現さず、風か邪ぜでも引いたのかと心配したヒューイとエルマーは、二人で彼女が下げ宿しゆくする菓か子し工こう房ぼうに出向いたのだが──

「それが、昨日から戻ってないんだよ……。わたしゃてっきり、ヒューイ君と一いつ緒しよにいるもんだと思ってたのに……」

　心配そうな顔をする女将おかみに別れを告げ、エルマーはその帰り道、ヒューイに尋たずねる。

「何か聞いてるかい？」

「……いや、何も聞いていない」

　ヒューイは、本当に何も知らされていなかった。

　一日前まえも、なんの問題もなかった筈はずだ。

　いつも通りに会話をし、いつも通りに別れた。

　幸せだった。幸せだった筈だ。少なくとも、自分に関しては。

　だが、何か知らぬうちにモニカに何かをしてしまっていたのではないだろうか？

　ヒューイの中にそんな疑ぎ念ねんが湧わき上がるが、やはり思い当たる節ふしはなかった。




　そのまま一日、二日と過ぎ去り、なんの手がかりもないまま時間だけが過ぎていく。

　エスペランサや菓子工房の女将にも再さい確かく認にんしたが、その日までモニカに異い変へんのようなものはなかったという。ただ、エスペランサと同じように、女将おかみにも前日に『今まで世せ話わになり、本当に感謝している』という旨むねの言葉を伝えていたのだそうだ。

　女将はそんな改まったモニカの言葉を聞き、てっきりヒューイと結婚して家を出る気になったのかと思っていたそうだが──肝かん心じんのヒューイには、なんの手がかりも残されていない。

　ただ、彼女の失しつ踪そうに関係しているかもしれないという事じ象しようが、一つだけあった。

「……うちの私し塾じゆくだけじゃない。最近、錬れん金きん術じゆつ師しの工こう房ぼうにいる女について嗅かぎ回ってる奴やつらがいる、っていうのは知っているか」

「ああ、なんかアルカンジェロ先生が気を付けろって言ってたねえ。……まさか、モニモニがそいつらに攫さらわれたっていうのかい？」

「……考えたくはないが」

　自じ室しつの椅い子すを軋きしませ、露ろ骨こつに顔を曇くもらせるヒューイ。

　以前の彼ならば、ここまで人間味みのある顔はしなかっただろう。モニカが居なくなったとしても、使える手て駒ごまが一つ減ったという意味で顔を曇らせるだけだったであろう青年が、今は、心の底からモニカの身を案じている。

　エルマーはそんな友人の変化を喜びたい所を抑え、今はモニカに集中しているようだ。

　彼は、そういう意味ではヒューイよりも遥かにドライと言える。

　笑顔中毒者スマイルジヤンキーにとって、モニカを失う事は、愛する人を失うというよりは──『この世から笑顔が減ってしまう』という、自分が幸せになるための道具を失うような感覚に近い。モニカに何かあれば、彼女本ほん人にんだけではなく、ヒューイやエスペランサ、先せん刻こくの工房の女将からも笑顔が失われる。それがエルマーにとっては何よりの痛いた手でなのだ。

　表ひよう層そうに反して、心の奥おく底そこでは人間味のあるヒューイと、表おもて向むきは誰だれよりも優しいのに、奇き妙みように乾いた面めんを持つエルマー。彼らの馬が不ふ思し議ぎと合うのは、そうした歪いびつな凹おう凸とつがうまく嚙かみ合い、互いに足りないものを補い合っているからかもしれない。

　そして、モニカもまた、彼らと補い合う一人だったのだ。

　ヒューイとエルマーは、互いに何も言わない。

　だが、『絶対にモニカを見つけ出す』という決けつ意いだけは──何も言わずとも、お互いに通じ合っていたのかもしれない。




　この夜より、ヒューイは仮か面めん職人として。エルマーは私塾の生徒という立場で、ロットヴァレンティーノの街を駆かけ始める。

　街に巡る毒どく薬やくの気け配はいを、少しずつ感じ取りながら。




　　　　⇔




数日後ご　夜




　星明かりすら届かない路ろ地じ裏うらに、炎ほのおが眩まばゆく燃え上がる。

　橙だいだい色いろの閃せん光こうが一いつ瞬しゆんだけ周囲を包み込み、壁かべ際ぎわにへたり込んだ男の頰ほおに、顔を背けたくなる熱気が叩たたきつけられた。

「ひ、ひぃぁあぁ!?」

　空中に現れた炎は一いつ瞬しゆんで消えたのだが、男の恐きよう怖ふが消える様よう子すは見られない。

　何が起こったのかも解わからぬまま怯おびえる男に──右手から炎を吐き出した仮か面めんの男が、静かな声で問いかける。

「……何な故ぜ、錬れん金きん術じゆつ師し達を探っている？」

「な、なんだよ！　『仮面職人』ってなぁ、やっぱり錬金術師どもとグルだったのかよ！　そ、そそ、それに、そんな……魔ま法ほうを使うなんて、き、ききき、聞いてねえぞ！」

　肺、喉のど、舌した、顎あご。その全てを震わせつつ叫ぶ男に、仮面を被かぶった青年は静かに続ける。

「もう一度聞きく。何故、錬金術師を探っている？」

　そして、『装そう置ち』をつけた右手をゆっくりと男の顔面に近づけていった。

「ままま、待てって！　違う！　あんたにゃ関係ない！　男じゃねえ！　俺おれ達が捜してるのは女だ！　女なんだよ！」

「……何故、女の錬金術師を捜す？」

「そ、そりゃよ、芝しば居いの内容がどうやらマジらしいからよ……」

「……芝居の内容？」

「そ、そうだよ！　ジャンピエールの新しん作さくだよ！　俺が直接見みたわけじゃねえが、見た奴やつが噂うわさしてんだよ！　あれは、どう見ても作り話じゃねえってよ！　どう見たって、ありゃドルメンテルの連れん中ちゆうをモデルにしてるからよ……」

　──芝居……？

　仮面職人──ヒューイの心が激しく揺さぶられる。

　件くだんの芝居はもう上じよう演えんが終わり、暫しばらく前から新しい演えん目もくが始まっている筈はずだ。

　──なんで、ここでまたジャンピエールの名が出る？

　訝いぶかしんで動きを止めているヒューイに、男は自分からペラペラと秘ひ密みつを喋しやべる。

　それこそ、自分は本ほん来らい無む関係なのだという事を主張する為ために。

「あいつらの捜してる『貴き族ぞく殺ごろしの女』って奴を見つけりゃ、ドルメンテル家からたんまり礼れい金きんが貰もらえるんじゃねえかって……！　そういう噂を聞いたから、今、仕事のねえ船ふな乗のりの間じゃ『錬れん金きん術じゆつ師しの御お嬢じよう様』探しに躍やつ起きになってるんだよ！」




　　　　⇔




同どう時刻　アヴァーロ邸てい　応おう接せつ間ま




「ドルメンテル家に、モニカさんが関わっている可能性ですか……」

　夜よる遅くに訪ねたにも関わらず、マイザーは嫌いやな顔一つせずにエルマーの相談を聞き入れた。

「今までは船に忍しのび込んだりしても良く解わからなかったけど、ここ最近で何か大きな動きとかがあるかもしれないと思って」

「ふむ……この前、船がスペイン本ほん国ごくの方から戻ってきた事こと以外には、取り立てて大きな騒さわぎは耳に入っていませんが……」

　マイザーはそこで口に手を当て、沈ちん黙もくと共に長ちよう考こうに入る。

　不ふ審しんに思ったエルマーが、何か呟つぶやきかけた時──マイザーは、『まさか……』と小さく言ってから、思い当たる事を口に出した。

「……今、ロットヴァレンティーノの劇げき場じようで上じよう演えんされている芝しば居いを御ご存ぞん知じですか？」

「ああ、ジャンピエールさんの」

「私も、公こう開かいして間もなく招しよう待たい状じようが来たので、観かん劇げきに赴おもむいたのですが……。その時から、ドルメンテルとこの街をモチーフにしていた節ふしがありました。話の内容自じ体たいは、そのドルメンテル家をモデルにしたと思おぼしき貴き族ぞくの元から駆かけ落ちした男女の逃とう避ひ行こうを主しゆ軸じくとした芝居でした」

　深く溜ため息いきを吐つきながら、マイザーは更さらに言葉を続ける。

「しかし、最近見みに行った貴族の知ち人じんの話を聞いて気付いたんですが……。上演している今日までに、何度も台だい本ほんが書き直されているようなんですよ」

「脚きやく本ほんが？」

「ええ。最初は、ドルメンテル家を良く知る者が見れば、『もしかしたらモデルにしているのか』と思う程てい度どだったのですが、最近の台本では、この街に住む者や、ドルメンテル家を知る者なら誰だれでも彼らと解わかるようになっているそうです」

　友人であるジャンの意い図とが分からぬと言わんばかりに、マイザーは大きな溜息を吐き出した。

　そんな相手に対し、エルマーは卓たく上じように出されていた紅こう茶ちやを飲み終え、口を開いた。

「街の人達へのサービスのつもりかな。それにしちゃ、ドルメンテル家なんて相手にするのはハイリスク過ぎると思うけど。……ああ、でも本当に街の人達を笑わせようとしてるなら共きよう感かんできるかな」

「だったら良いのですが……。どうにも、芝居の内容そのものも、少しずつ変化しているようなんです。どうにも、不ふ穏おんな空気を感じて……ジャンが心配ですね」

「劇げき団だんの人達に事情を話せば？　台だい本ほんのやり取りはしてるんでしょう？」

「それが、つい最近、本ほん格かく的に姿すがたを眩くらませたようで……つい先日、『これが完全版ばんの台本だ』と言って送られてきたのを最後に、その後は一いつ切さい音信不ふ通つうだそうです」

　マイザーはそこまで喋しやべって、表情に無む念ねんの色を浮かべる。

「特に彼の様よう子すがおかしいとも思っていませんでした。私は、錬れん金きん術じゆつ……と言っていいのかどうか解わかりませんが……魔ま術じゆつにも近いダルトン先生の力に魅みせられている間に、友の姿すら見えなくなっていたんです」

「ダルトン先生の魔術？　なんの話？」

「あ……。いえ、こちらの話です」

「まあいいや。そんなことより笑いなよマイザー。友達が知らないうちに成長したと思えばちょっとは面白いと思うよ？　人は変わるのが当たり前なんだ。目をちょっと離した間に別べつ人じんになってたからって、別に悲しむ事じゃない。もしかしたら、この街の為ために何か企たくらんでるのかもしれないんだし、なんでも後ろ向きにとっちゃダメだよ」

　相も変わらず空気を読まないエルマー。

　しかし、マイザーはそんな彼の軽かる口くちに救われたとでも言わんばかりに、僅わずかに息を吐き出し、笑う。

「そういう貴方あなたは……本当に変わりませんね」




　　　　⇔




同どう時刻　ドルメンテル家私し用よう船せん内ない




　外面こそは戦せん列れつ艦かんだが、内部に貴き族ぞくの居住スペースという特とく殊しゆな空間がある、ドルメンテル家の私用船。居住スペースといっても広さは殆ほとんどなく、通常の屋や敷しきの寝室を切り出し、最さい低てい限げん必要な広さに縮しゆく小しようさせたような部屋である。

　ベッドの他には椅い子すやテーブル戸と棚だななどがあり、いずれもが普通の民みん家かでは見かける事のできない高級そうな品々が並んでおり、大たい砲ほうが数十門もん並ぶ戦列艦の中とは思えない空間だった。

　ただし、その部屋には窓が無く、出入り口は一つしかない。

　敵の攻こう撃げきが届かぬ場所に用意された、貴族の為ための要よう塞さいとも言えるが──見み方かたによっては、誰だれも逃げる事のできない牢ろう獄ごくという考え方もできる。

　そして──実際、その場所には一人の女が軟なん禁きんされていた。

　モニカ・カンパネルラという名の、決して許されざる罪ざい人にんが。




「……食事だ」

　女の声に、モニカはゆっくりと顔を上げる。

　どうやら机つくえに突つっ伏ぷしていたようだが、髪かみや着ちやく衣いに乱れた様よう子すは確かく認にんできない。

　彼女の目には悲しみも迷いの色もなく、凛りんとした色に満ちている。

　そんな彼女に相あい対たいするのは──

　ドルメンテル家の紋もん章しようの入った、軍ぐん人じん風ふうの衣服を身に纏まとう、褐かつ色しよく肌はだの女だった。

「ありがとうございます……。ええと……カルラさん」

「礼は不ふ要ようだ」

　淡たん々たんと相手の言葉を遮さえぎり、カルラは鋭い目つきでモニカの体を睨ねめ付ける。

「……本当に、後こう悔かいしないのか？」

「もちろんです」

　優ゆう雅がな微笑ほほえみを浮かべて頷うなずくモニカに、カルラは僅わずかに目を細める。

　彼女は卓たくを挟んでモニカの向かいに座り、パンをかじるモニカをそっと見やる。

　どこからどう見ても町まち人びとの女性であり、特別高こう貴きなものを身につけているようには思えない。

　軟なん禁きんでも、運うん搬ぱんでもない。

　街の中から一人適てき当とうに少女を選んできました、という状況にしか見えない。

　だが、そんな状況の中、彼女はカルラ並びにドルメンテル家に重い衝しよう撃げきを巻き起こす。

「……まだ、私は納なつ得とくがいっていない」

　カルラは、モニカの目を真まっ直すぐに見ながら問いかける。

「本当に……君が、我々の探している罪ざい人にんなのか？」

　その問いに対し、モニカは柔らかい微笑みを浮かべたまま、コクリ、と一回頷いた。

「私は……ドルメンテル家の長ちよう子し、ガルディ・ドルメンテルを……殺しました」

「……」

　納得がいかない。

　カルラは、やはり目の前にいる『犯人』に対して素直に頷く事ができなかった。

　そもそも、彼女はカルラ達が追い詰め、大おお捕とり物ものの末に捕ほ縛ばくした大たい罪ざい人にん──というわけではなく、カルラにとっては本当に寝ね耳みみに飛び込んだ水のような存在だった。

　いつも通り、罪人を捜すという名めい目もくで街の調査を行っていた彼女達だが、船の前に戻ってきた時、このモニカという娘むすめがひょっこりと顔を出し──

　──「私が、貴女あなた達の望む罪人です」

　と、唐とう突とつにそんな事を言いだしたのだ。

　正直な話──カルラは、彼女の事を知っていた。

　エスペランサ・ボロニアルの腹はら違ちがいの妹。そうした名目で、貴き族ぞくや都市警けい察さつのトップなど、街の一部の人間達たちに知られる存在である。

「……君は、表おもて向むきはただの下げ宿しゆく生せいだが、実際はエスペランサ伯はく爵しやく閣かつ下かの妹らしいじゃないか。いくら隠かくしている事とは言え、君が今やっている事は、冗じよう談だんで済まされる事ではない」

「冗談……。そうですね。私の記き憶おくに残る罪も、この手に残る、人を刺し殺した時の感かん触しよくも──全て誰だれかに仕組まれた冗談だったなら、どれだけ素晴らしい事でしょう」

　淡たん々たんと語るモニカの目を見て──カルラは深い溜ため息いきを吐き出した。

　知っていた。

　カルラは、知っていたのだ。

　密みつ偵ていからの報告で──恐らくは、彼女こそがドルメンテル家の人間を殺さつ傷しようせしめた大たい罪ざい人にんであると。

　だが、同時に──知っていたからこそ、捕まえる事なく、意い図と的に無む視しする事ができたのだ。

　彼女に与えられた任にん務むは、彼女を捕らえる事ではなく、この街そのものを奪うばい去る事だったのだから。

　罪人捜さがしという名めい目もくで、この街の表おもてと裏うら、両方から探りを入れる。

　自分達の立場を最さい大だい限げんに生かし、この街のアキレス腱けんを探し、錬れん金きん術じゆつ師し達の箱はこ庭にわに風かざ穴あなを開け、ドルメンテル家の手にその全てを握らせる。それこそが彼女が派は遣けんされた目的だった。

　しかし、カルラにとっては全くの計算外がいの出来事が起こる。

　あくまで『名目』に過ぎなかった罪人捜し。まさか、その犯人の方から名乗り出てくるという事じ態たいになるとは、思ってもみなかったのだ。

「改めて、自己紹しよう介かいをします……私の名は、モニカ・カンパネルラ。ただし、これは10年前に与えられた、仮かり初そめの名です」

「……」

「私の本当の名は……マリベル・ボロニアル。10年前に死んだ事になっている、ボロニアル家の生きた亡ぼう霊れい。そして──貴女あなた達の主あるじである、ドルメンテル家の一員を、この手で刺し殺した罪人です」

　カルラは、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔でその名な乗のりを受け入れた。

　──マリベル・ボロニアル。

　──やはり、そうだったのか。

　モニカ・カンパネルラは、エスペランサの父親が妾めかけに生ませた腹はら違ちがいの妹などではなく──正しよう真しん正しよう銘めい、同じ両親の血をわけた貴き族ぞくの一員なのである。

　だが、本ほん国ごくの記録では──マリベル・ボロニアルは死んだ事になっている。

　10年前に、ガルディ・ドルメンテルを刺し殺さつした賊ぞくによって──たまたま居い合あわせた彼女の両親と共に、その命を奪われた。

　記録上じようでは、あくまでそういう事になっていた。

　しかし──彼女は、こうして名を変え、貴族としての身み分ぶんを捨て去り、この街で錬金術師の卵たまごとして別の人生を歩み続けていたのだ。

　用意した食事に口をつけず、カルラの反応を窺うかがうモニカ。

　そんな彼女に、カルラは半分独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「……何な故ぜだ？」

「えッ」

「何故、今、このタイミングで名な乗のり出た？」

　もっともと言えば、もっともな疑問。

　ドルメンテル家の船がこの港に入ってから、既すでに何ヶ月もの時が過ぎ去っている。

　罪ざい悪あく感かんにかられて名乗り出るにしては、些いささか不ふ可か解かいなタイミングだ。

　そもそも、彼女自じ身しんはその密みつ偵ていの報告すら疑っていた程ほどだ。

　目の前にいる娘むすめは、まだ二は十た歳ちにも見たぬ年とし頃ごろであり、『事件』が起こったという時期には、まだ10歳さいにもなっていなかった筈はずである。そんな少女が、三人もの人間が死んだ事件の容よう疑ぎ者しやであるなどと、カルラにはどうしても信じられなかったのだ。

「そもそも、あの夜……一いつ体たい何があったのだ？　ガルディ・ドルメンテル様を殺したと君は言ったが、君の両親であるボロニアル伯はく爵しやく夫ふ妻さいに関してはどうなのだ？　その二人も刺し殺さつされていたと記録にはあるが、それも君がやった事なのか？」

　個人的な疑問を呈てい示じするカルラに、モニカは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ──

「あれは、貴女あなた達の指し示じではなかったのですか？」

「……なんの事だ？」

「上じよう演えん中の芝しば居いのことですけれど……」

　それまで堂どう々どうとしていたモニカの顔に、僅わずかな戸と惑まどいの色が浮かび上がる。

　だが、すぐに落ち着きを取り戻し、小さく息を吐き出した後、冷れい静せいな態度で口を開く。

「ジャンピエール・アッカルド。彼は、貴女達の身み内うちではないのですか？」

「？」

「ロットヴァレンティーノの劇げき場じようで上演中のあの芝居……あの忌いまわしい夜を再現した台だい本ほんは、貴女達が提てい供きようしたものではないんですか？」

「……？　ちょっと待ってくれ。今やっている芝居の事か？　あれは、駆かけ落ちした貴き族ぞくの逃とう避ひ行こうを描いた悲ひ劇げきだろう。私も封ふう切きり初日に直接台本を確かく認にんしているが、例の事件に関する事は何も……」

「それは、最初の台本です。今、あの劇場で演じられているのは……題だい名めいだけが同じで、貴女が言うものとは全く違うお芝居だと思います」

「なッ……」

　絶ぜつ句くするカルラに、モニカは淡たん々たんと語り始める。

　ヒューイを前にした少女の顔でもなく、仮か面めん職人としての顔でもない。

　己おのれの罪から逃げ続けざるを得なかった、一人の哀あわれな『貴族』として。

「私の口から……全てお話しします」




「芝しば居いの中でも語られていた、私の犯した罪の全てを」




　　　　⇔




　赤。

　赤い色だけが、少女の前に広がっている。

　正確に言えば、赤色は少女の視し界かいの中のほんの一部に過ぎなかったのだが──彼女の目には、既すでに他の色は見えていない。

　時とき折おり、その赤の中から銀ぎん色いろが飛び出し、再び赤色の中に吸い込まれていく。

　まだ10歳さいにも見たぬ少女の目の前で、歪いびつなリズムに合わせて『赤』が踊る。踊る。踊る。

　彼女の両親の体を、自らと同じ色に染そめ上げながら。







　何な故ぜ、そんな事になったのか。

　幼い彼女には理解できようはずもなかった。




　ドルメンテル家の長ちよう男なんである、ガルディ・ドルメンテル。

　彼は、ある特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主であり、ドルメンテル家の間でも問題視しされる事がしばしばあった。

　だが、ドルメンテルという巨大な『力』が問題の全てを覆おおい隠かくし、夜の闇やみの中に押し込めてしまう。だからこそ、ドルメンテル家の人間以い外がいにその『性癖』が知られる事はなかった。

　もっとも、まだ幼い少女には、そんな性癖の意味を聞かされた所で理解できなかったかもしれないのだが。

　とある貴き族ぞくの娘むすめであるその少女は、両親と共にドルメンテル家の夜や会かいに訪れていた。

　そこで、少女は声をかけられる。

　優しそうな男だった。

　父親と兄あに以外の『貴族の男』とまともに話すのは、少女にとってはそれが初めての事だった。

　だからこそ、彼女は警けい戒かいしなかった。

　父親も母親も、男に対して何なに一つ警戒をしていなかった。

　寧むしろ、笑顔で頭こうべを垂れる程だ。

　彼女も、彼女の両親も、男の本ほん性しようを知らなかった。

　理り不ふ尽じんな神が『無む知ちは罪だ』というのならば、確かに誰だれもが罪つみ深ぶかく──

　それ故ゆえに、誰だれもが理り不ふ尽じんな罰ばつを下される結果となった。







　少女は貴き族ぞくの男に連れられ、屋や敷しきの奥にある部屋へと足を踏み入れた。

　ただでさえ広こう大だいな屋敷の中、随ずい分ぶんと入り組んだ道を歩き、まるで、迷めい路ろの奥おく深ふかくにある行き止まりのような場所にその部屋は存在した。

　何な故ぜ、少女が男についていったのか。それは、少女自じ身しんにも解わからない。ただ、少女は男が優しそうな人間だという事や、両親が彼の事を尊そん敬けいしているような口ぶりだったので、きっと立りつ派ぱな人間なのだろうという事は理解できていた。

　その理解が間違っていたなど、少女に気付けという方が無む理りだったのかもしれない。




　暗い部屋に通された時、誰かが床に寝ているのが見えた。

　少女は、服も着ずに倒れている自分と同じぐらいの年とし頃ごろの少女を見て、寒くないのかな、と思った。

「やあ、しまった。片付けるのを忘れていたよ」

　男はそう言って、床に倒れていた少女の体をベッドの下に押し込んだ。

　まるで人形を扱あつかうかのような粗そ雑ざつな扱いに、少女はそこで初めて男の放つ『不ぶ気き味みさ』に気付く。そして、そんな扱いをされてもぴくりとも動かなかった、同どう世代の少女にも。

「気にしないでいいよ。君はただ、存在するだけでいいんだ。誇っていい。君のような存在に今日きよう出会えただけで、私は救われた。私の罪は消え去ったのだ」

　男が何を言っているのか解らず、少女は思わず一歩後あと退ずさる。

「だってそうだろう？　もしも、神が、世界が！　私の罪を許さぬというのならば！　私はここにいる事は無く、君のような素晴らしい存在が目の前に現れるわけがない！　そう、君が私の前に現れた事で、私の罪は許された！」

　──恐い。

　──恐い、恐い、怖い、怖い！

　少女はそこでやっと気が付いた。

　自分が、来てはいけない場所に来てしまったという事に。

　一いつ緒しよにいてはならない男と共にいる事に。

　慌あわてて男に背を向け、部屋の入口に背を向けるが──遅かった。

　男の大きな手で口を押さえ込まれ、悲鳴をあげる事すらできなくなる。

　もがく少女の体はあっさりと抱え上げられ、ベッドの上へと押しつけられる。

　汚けがれを知らぬ哀あわれな少女が、そのまま変へん態たい貴族の慰なぐさみ物になろうかというその時──

「マリベル！」

　異い変へんに気付いた彼女の両親が、変へん態たいの部屋へと駆かけ込んだ。

　彼らは、間かん一いつ髪ぱつの所で間に合ったのだ。




　そして──間に合ったからこそ、少女の視し界かいが『赤』に埋め尽くされる結果となった。
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「……喉のどを絞しめられていた私は、暫しばらく咳せきこんで周りが見えていませんでした。でも……目が慣れたときに見えたのは、父とうさんと母かあさんが……その男に燭しよく台だいで刺し殺されている姿すがたでした」

「……」

　淡たん々たんと語るモニカの言葉に、カルラは自分の喉が渇かわき始めている事に気が付いた。

　──まずい。

　──これは……私が聞いても良い話なのか？

　ガルディ・ドルメンテルが死んだ経緯いきさつについては、主あるじである女貴き族ぞくから詳しく聞いているわけではない。それどころか、ガルディ・ドルメンテルの名前自じ体たいが、ドルメンテル家の中ではタブー視されている空気があった。

　だからこそ、彼女は密みつ偵ていの言う『犯人』がこんな若い娘むすめだという事に疑問を持っていたのだが──そのモニカ自身の言葉には、淡たん々たんとした色の裏うらにどうしようもない重みのようなものが感じられ、とても噓うそをついているようには聞こえない。

「私は、父とうさんと母かあさんが死んでるなんて思わなかった。燭しよく台だいで喉のどを刺された時点で、もう助からないって解わかってるのに」

「……」

「そう、私は解らなかったんです。人が、そんなに簡かん単たんに死ぬなんて」

　モニカはそこで目を伏せ──静かに首を振る。

「私も、側そばにあった燭台をなんとか持ち上げて、父さんと母さんを助けようとして……まだ火のついてる蠟ろう燭そくが床に落ちて、赤い色が余よ計けいに目立って……。蠟燭が、ベッドのシーツに燃え移って……！」
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　赤い炎ほのおに、赤い血ち飛沫しぶき。

　二つの異なる赤が、少女の心に染しみこんだ。

　火が燃え広がった事に驚いた貴き族ぞくの男は、慌あわてて背後を振り返り──

　少女がなりふりかまわず突きだした、槍やりのような長さの燭台が、丁ちよう度ど男の喉に染みこんだ。

　肉の中に染みこむ感覚が、少女の手に、記き憶おくに、心に、歪いびつな柔らかさとなってすり込まれる。

　ブツリ、と嫌いやな反動と同時に、生なま温あたたかい血が彼女の顔面に降りかかり──

　目に染みた赤が、彼女の世界を暗く閉ざす。

　顔面に掛かる血の熱さと共に、燃え広がり始めた火の熱さが彼女の体と心を焼き尽くそうとする。

　少女は両親の名を叫んだが、返事はなく──

　兄の名を叫んだ所で、燃えさかる火は既すでに事切れていた両親の体と、虫の息だった貴族の男の服に燃え移った。
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「その後すぐ、火事に気付いたドルメンテル家の使用人にんの人達に助けられました。私は見たままの事を……私が、その男を刺した事も隠かくさずに話しました。それが、ガルディ……ドルメンテル家の長ちよう子しだったことは、ずっと後になってから知った事です」

「……。なのに、君は犯人として裁さばかれる事はなかった」

「長子の罪の事を、公おおやけにしたくなかったそうです。ボロニアル家はそれなりの名めい家かですから、正式に裁くとなれば、ガルディが私の両親を殺した事も告げなければならない。それに……ボロニアル家の縁えん者じやには有力な人間も多かった事もあって、そう簡かん単たんに私に全ての罪をなすりつける、という事もできなかったみたいです」

「そこで、その部屋の中にいた全ての人間は……謎なぞの賊ぞくに殺された事にした。というわけか」

　説明を補ほ足そくし、自分自じ身しんで納なつ得とくする為ために呟つぶやくカルラ。

　そんな彼女に、モニカは小さく頷うなずいた。

「私は、貴き族ぞくの地ち位いを捨てる事になりました。私の前に……事こと切きれていた子は、ガルディがどこかから『買ってきた』子だったそうです。……燃えて判はん別べつのつかなくなったその子が、マリベル・ボロニアルだという事になりました。そういう取引だったと聞いています」

「君を見み逃のがす代わりに、君に貴族としての発言力りよくがあったまま大人おとなになられては困るから、その予防策さくという事か」

　もしも、彼女が将しよう来らい『自分はやはり貴族だ』と言いだした場合、ドルメンテル家は身み内うちの恥はじを承しよう知ちで彼女を罪に問おうとするだろう。だからこそ、彼女には死んだままであって欲しい。

　元もと々もと少女に非ひがあるとは思えない顚てん末まつなのだが──非があろうとなかろうと関係無ない。それほどまでに大きな力を持っていたのだ。

　それこそ、もみ消すだけならば彼女を始し末まつしたのだろうが──流石さすがに10歳さいに満たない少女が四人もの人間を殺したなどというのは荒こう唐とう無む稽けいであり、もみ消しが多少面めん倒どうな事になる。ドルメンテル家は、彼女の罪を覆い隠す事で、取とり引ひき材料として使う事を選んだのだ。

「結果として、ボロニアル家の力の根こん源げんは、その大半をドルメンテル家に奪うばわれる結果となりました。兄が……私を守る為に、その取引に応じたんです」

　膝ひざ上うえの布ぬの地じを堅く握りしめ、モニカは無む念ねんとばかりに唇くちびるを嚙かみしめた。

「だから、兄にいさんは、こんな辺へん境きようの地に追いやられる事になったんです……。元から、あの丘の上の別べつ荘そうがあったという事もありますけど……。この土地は色々と複ふく雑ざつな事情があるみたいで、この地に来たがる貴族そのものが少なかったんです」

「なるほど……。事情は分かりました。君の言葉を簡かん単たんに全て信じるわけにはいかないけれど」

　カルラは内ない心しんでは彼女に同どう情じようしていたが、表情にはそれを出さず、淡たん々たんとした声でモニカに対して問いかける。

「疑問があります。ならば、何な故ぜ貴女あなたは私達に自分が罪ざい人にんだと名な乗のり出たのですか？」

「……？　貴女達は、私を捜しに来たのでしょう？」

　──それは表おもて向むきの話です。

　カルラは喉のどの奥からそんな事情を口にしかけたが、慌あわてて心しん中ちゆうに押し込んだ。

「何ヶ月もの間、取り押さえられなかった所を見ると……兄さんは、また私を庇かばってくれたんですね。……数ヶ月前まえ、一度絶ぜつ望ぼうした時があって、その時はもう捕まっても構わないと思って兄さんの所に身を寄せていたんですけど……」

「……」

　──なんだ？

　──話が見えない。

　確かに、エスペランサには最初に話を通した。

　だが、その時は既すでにエスペランサは全てを理解したようで、『マリベル達を殺した犯人を捕まえに来た』と口にした直後に、『つまり、この街に長期滞たい在ざいして何かするのを見み逃のがせ、という事ですか』と返してきた。

　その後、更さらに『私もこの街を守る義ぎ務むがあります。大事な者を守るか、領りよう民みんを守るか、それを選ばざるを得ない境きよう界かい線せんというものがある……。その線を越えぬ範はん囲いであれば、好きになさってください』と続けてきたのである。

　当時の事情を完全に把は握あくしていたわけではないカルラとしては、不ふ可か解かいな言葉だったのだが──今ならば完全に理解できる。

　ただ、それでも不可解な部分はある。

　──何な故ぜ彼女は、私達が探していると？

　──そもそも、『取とり引ひき』が済んでいるなら、そこまで恐れる必要はないのでは？

「何故、今になって？」

　その問いに、今度はモニカの方が首を傾かしげる。

「ジャンピエールさんに、あんな戯ぎ曲きよくを書かせたのは、貴女あなた達ではないんですか？」

「……？」

「私も……できる事なら、逃げたかった……忘れたかった。でも、やっぱりあんな男の人でも、大事に思う人はいたんですね……。私が裁さばかれる事を望んでいる人がいるなら、私はそれに身を委ゆだねます。……だから」

　モニカはそこで一いち度ど息を吸い込み、カルラに対して初めて強い感情の色を見せる。

「だから、あの芝しば居いをすぐに終わらせて下さい！　悪いのは、私一人ひとりだけなんです！　ヒューイは……ヒューイは関係ないんです！　私の過去だって知らない！　だから……だから……」

　想おもいで胸がつまったのか、その先の言葉が出てこない。

　彼女が見せた感情は、怒りとも悲しみとも少し違う、『懇こん願がん』とでも言うべきものだった。




　その裏うら側がわに、大事な人間への強い想いを覗のぞかせながら。
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　大だい貴き族ぞくの一員を殺して、見知らぬ少女に貴族としての名を押しつけ、自分は死んだ事にした一人の少女。

　彼女はその後、錬れん金きん術じゆつ師し達の学がく徒とという隠かくれ蓑みのを着て、ある街の中で暮らしていた。

　何事もなく、平和に、まるで過去の悲ひ劇げきなど夢であったとでもいうように。

　だが、その大だい貴き族ぞくの船が現れ、街の様よう子すは一いつ変ぺんする。

　彼女が殺した大貴族。幼い少女を襲おそおうとし、その両親までをも毒どく牙がにかけた極ごく悪あく非ひ道どうの徒とではあるが、その死に納なつ得とくのいかない者が存在した。

　実の兄を殺された妹である。

　その女は、兄の悪あく行ぎようを信じようとはしなかった。

　どんな手を使ってでも、その罪ざい人にんを捜し出さねばならない。

　しかし、相手は何しろ既すでに死んだ事になっている人間だ。相手の一いち族ぞくも、既に口を割るとは思えない。ならば──極ごく秘ひにその罪人を捜し出し、闇やみから闇へと葬ほうむらなければならない。

　一方、彼女は港に現れた大貴族の船に恐れをなしたが、ようやく手に入れた今の幸せを失うわけにはいかない。

　そんな彼女に、救いの手を差し伸べる者がいた。

　彼こそは、かつて魔女狩りで母親を失い、全ての村人達に裏切られ──悪魔と契約した少年だった。そして彼女は、その少年と共に悪あく魔まと契約し、大貴族の船を焼き払う。しかし炎ほのおは街へと広がり、結けつ局きよく彼女は全ての幸せを失い、少年と共にこの世界から姿すがたを消した。







　舞台の上では、そんな流れのストーリーが、熟練された役者達によって演じられている。

　その舞ぶ台たいを見ていたヒューイは、終しゆう始し無む言ごんで舞台上じようを睨にらみ付け、エルマーは少しだけ悲しげに芝しば居いの成り行きを見守っていた。




　やがて芝居が終わり、観客達たちが殆ほとんど外に出て行った後も、ヒューイは席を立とうとせず、無言のまま俯うつむいていた。

　ただ、袖そでに隠かくれた右手から、キチキチと何かが軋きしむような音がする。

「よしなよ、ヒューイ。この劇げき場じようを焼いた所で、誰だれも笑わないし、救われないよ」

　ヒューイの隣となりの席に座っていたエルマーが、天てん井じようを仰ぎながら言葉を紡つむぐ。

「君も、モニカもね。……っていうか、付けてきちゃったんだそれ」

「……ああ、解わかってる。解ってるさ」

　エルマーの声に応こたえつつも、右手から聞こえる軋みの音は止まらない。

　芝居を見たヒューイは、確たる証しよう拠ここそないものの、完全に理解していた。

　今いまし方がたの芝居、特に前ぜん半はん部分の事件に関しては、モニカの過去を元にしたものなのだろうと。

　そして、それは自分の過去を描いた以前の芝居と同じぐらい、真実に近いのだろうと。

「ジャンピエール・アッカルド……」




「奴やつを焼き殺せば……俺おれは、少しは笑えるかもしれないな」
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「なんだ……これは……」

　部ぶ下かに命じ、現在上じよう演えん中ちゆうの芝しば居いの台だい本ほんを入にゆう手しゆしたカルラ。

　そこに書かれていた内容は、彼女が最初に見た時点とは全く違うものだった。

　恐らくは、公こう演えんを続ける内に、徐じよ々じよに台本を直したのだろう。

　彼女は怒りに震えるも、あくまで声だけは冷れい静せいに、部下達たちに一つの指し示じを出した。




「今すぐにジャンピエール・アッカルドの首くび根ねっこをひっつかまえて来い。……早そう急きゆうにだ」




　しかし、百人を超すドルメンテル家の『使し節せつ団だん』によって捜そう索さくされたにも関わらず──ジャンピエールの身み柄がらは、ついに確かく保ほする事ができなかった。

　何日も、何日も──
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１７１０年某ぼう日じつ　ロットヴァレンティーノ某ぼう所しよ




　ヒューイとエルマーが件くだんの芝居を見た直後、すぐにその芝居は閉へい幕まくとなり、代わりの演えん目もくが劇げき場じようで公開されるようになった。

　内容は、以前に人にん気きだった仮か面めん即そつ興きよう劇げきで、内容に関してジャンピエールが全く関わっていないものだった。

　人気の最さい中ちゆうだった公演が何な故ぜ打ちきられたのかは解わからない。

　だが、街の人々はほぼ確信を持って噂うわさしていた。

『やはりあれは、ドルメンテル家の内ない情じようを描いた真実だったんだ』

『だからこそ、街にいるドルメンテルの連れん中ちゆうに圧力をかけられたのだろう』

　確かく証しようを持っていたわけではないが、確信はあった。ジャンピエール・アッカルドの行方ゆくえが解らなくなっている事も、その噂に真実みを帯びさせた。

　だが、そのドルメンテルの人間達が街に百人以い上じようも長期滞たい在ざいしている状況で、表おもて立だってそんな事を言うわけにもいかず──仲の良い友人同どう士しや、家族、恋人の間。そして、ハメを外した酒の席などで、噂うわさはゆっくりと街の中に浸しん透とうしていった。

　長い時をかけて蓄ちく積せきする、ある種の毒どく薬やくのように。







「何か、手がかりはあったかい？」

「……やはり、モニカはドルメンテルの連れん中ちゆうに軟なん禁きんされているらしい」

　ヒューイが『仮か面めん職人』として使用しているアジトの一つで、エルマーの問いかけに答える。

　彼の目は赤く充じゆう血けつしており、顔かお色いろも決して良くはない。

「市いち場ば通どおりの布ぬの屋やで、ドルメンテルの人間が女おんな物ものの服を何なん着ちやくか買ったらしい。あのカルラとかいう奴やつが着るタイプの服じゃあなかったから、誰だれかの着き替がえとして買ったと見るべきだろう」

「凄すごいじゃないか！　希望が出てきたぞ！　すくなくとも着替えぐらいはさせて貰もらえてるって事だし、何着か買ったってことは、すぐに命の危険になるって事は考えなくも良さそうだ！」

「こんな時は、お前の楽らく天てん的な頭の回転の速さに救われるな」

　もちろん、希望的観かん測そくに過ぎないのは解わかっている。

　最さい悪あくの場合、既すでに芝しば居いにて語られていた『大だい貴き族ぞくの身み内うち』の元に護ご送そうされ、そこで拷ごう問もんの末に処しよ刑けいされているという場合もある。

　だが、船はまだ港から一度も出ていないし、出しゆつ向こうの準備をしている気け配はいもない。

「それにしても……スペランや女将おかみさんに別れの言葉を残してたって事は……、モニカの方からあの人達の所に捕まりに行った、って事なのかな、やっぱり」

　腕を組みながら考え込むエルマーの言葉に、ヒューイは目を伏せながら呟つぶやいた。

「……なら、何な故ぜ俺おれには何も……。そもそもなんで奴らに出しゆつ頭とうする必要が……」

「そんなの解ってるだろ？　いくらヒューイが鈍どん感かん兎うさぎだからって、そのぐらいは理解しろよ」

「理解する事と納なつ得とくする事は違う」

　──ああ、理解はしてる。

　──モニカは、あの芝居を見たんだ。

　芝居の中には、あからさまにヒューイをモデルにしたと思おぼしき登場人じん物ぶつがいた。観客達たちにとっては、以前に上じよう演えんされていた劇の主人公という位置づけであり、それもあの芝居が賛さん否ぴ両りよう論ろんとはいえ話題を呼んだ理由の一つとなっていた。

　モニカは、あの芝居を見て、このままでは町ちよう民みん達がすぐに自分まで辿たどり着くと考えたのだろう。そして、彼らがあの芝居を『真実』として見ている以上、モニカだけではなく──ヒューイ・ラフォレットにも辿り着く事だろう。

　芝居のラストで、街を燃やし尽くした悪あく魔まとして描かれる男が、この街に実じつ在ざいしている。その噂うわさが広まった後では、自分だけではない。ヒューイまでもが『共きよう犯はん者』としてドルメンテル家の人間に捕まる可能性がある。

　それが理解できるだけに、悔くやしかった。

　理解すればするほど、納なつ得とくする事ができずに狂おしかった。

　モニカに『バカにするな！　そんな事で俺おれが困るとでも思ったのか！』と叫びたい。

　だが、その相手がもういないのだ。

　エルマーとヒューイの間には沈ちん黙もくが降り立ち、静せい寂じやくがヒューイの心に圧力をかけながらアジトの中を支配する。

　一体──何なん秒、何分ぷん──何時じ間かんそうしていたのだろうか。

　普ふ段だんならば軽かる口くちを叩たたくエルマーが、何も言わずにただ言葉を閉ざしている。

　まるで、ヒューイの方から何かを言い出す事を待っているかのように。




　そして、燭しよく台だいの蠟ろう燭そくの一つが燃え尽きようとした時、ヒューイは静寂の圧力を打ち破り、一つの決意を持ってエルマーに語りかけた。

「……実は、この何日か……あの船に忍しのび込む事を考えていた」

「……」

「だが、連れん中ちゆう、ここ数日で警けい備びの手を強めたらしい。以前ならともかく、今は忍び込む隙すきもない。そして、政治力りよくも無い」

「スペランもそんな事を言ってたね。モニカがあの船にいるかもしれないってのは解わかってるみたいだけど、領りよう主しゆ代だい行こうのスペランからしたら、今の街の状況はドルメンテル家に住人を人ひと質じちに取られているようなものみたいだからねえ。迂う闊かつには動けないみたいだ」

「ああ……。この街に、あの不ぶ気き味みな紋もん章しようを服につけた連中が増えてから何ヶ月も経たつが……住民の連中にとっちゃ、もはや恐れるべき異い物ぶつじゃない。少し不気味な隣りん人じん程てい度どの感覚だろう。……それに、ドルメンテル家を敵に回すという事は、下へ手たすればこの街まち自体が無くなる可能性もある。色々と調べたが、あの一いち族ぞくには実際それだけの力があるみたいだ」

　そこで一いつ端たん言葉を切り──

　エルマーに正面から向き直り、強い決意の炎ほのおを宿らせた眼まな差ざしで断だん言げんする。




「だが、俺は、奴らを敵に回そうと思う」




「……」

　沈ちん黙もくするエルマーに、ヒューイは目に狂きよう気きにも似た光を滾たぎらせながら語り続けた。

「ああ、俺おれは、奴やつらと闘たたかう為ために、モニカを救う為に、この街を犠ぎ牲せいにする事も厭いとわない。ジャンピエール・アッカルドが描いたのはまさに真実だ。俺は、モニカの為ならこの街を火の海にする事も厭わない！」

　そして、少しだけ悲しげな色の表情を浮かべ、エルマーの顔を見る。

「だが……俺おれ一人では絶ぜつ望ぼう的だ。だから俺は、今、お前の事も巻き込もうとしている。俺の、俺がモニカを救いたいというエゴの為ために、何もかも利用しようとしている！　だが、恥はじを捨てて頼む。どうか──」

　その瞬しゆん間かん、エルマーが手を前に出し、ヒューイの言葉を遮さえぎった。

「……？」

「んー」

　エルマーは、ヒューイの言葉を真剣に聞いていた。

　だからこそ、彼は優しく笑った。

　真剣に微笑ほほえみながら、ヒューイに対して問いかける。

「君は、モニカを助けると嬉うれしいかい？」

「……当たり前だ」

「モニカとまた会えたら、笑うかい？」

「人じん生せい最高の笑顔を見せてやる」

　即そく答とうだった。

　エルマーはその答えに満足したようで、ケラケラと笑いながら口を開く。




「最初から、それだけ言えばいいんだよ。俺が協力するには、それで十分だ」




　　　　⇔




　カルラもまた、彼女なりの理由で悩んでいた。

　──どうすれば良いのだ。

　芝しば居いをなんとか中止させる事には成功したが、街の人間達たちには噂うわさという形で殆ほとんど知られてしまっている。『不ふ老ろう不ふ死し』や『偽にせ金がね』『薬』といった本当の目的については知られていないが、結果として、建たて前まえであった『目的』を達たつ成せいするハメになってしまったのだ。

　モニカを捕らえた以上、この街にいる表おもて向むきの理由はなくなる。

　だが、まだそうしたこの街の秘ひ密みつに関しては殆ほとんど成果が得られていない状況だ。

　彼女の言う事を妄もう言げんとして解放するという手もあったが、既すでにそんな裏うら側がわだけで収まるような事じ態たいではない。今のままでは、『ドルメンテル家からの謝しや礼れい』もしくは『興きよう味み本ほん位い』によって動き出した町まち人びと達が、いつかモニカに辿たどりつくだろう。

　そうなれば、『何な故ぜドルメンテル家の人間は犯人が分かっているのに動かないのか？』という事になり、街の錬れん金きん術じゆつ師し達や貴き族ぞく達に余よ計けいな疑ぎ念ねんを与えてしまう事だろう。

　もっとも合ごう理り的な方法を考えるなら、モニカを秘密裏りに始し末まつし、『容よう疑ぎ者しやは失しつ踪そうした』とするのが一番良よいのだが──現げん時点で彼女にそこまでの権けん限げんはない。その上、モニカの言葉と芝居の台だい本ほんに書かれていた情報が真実だとするならば、正直な話、同情心すら芽め生ばえかけていた。

　──しかし……何な故ぜ、ジャンピエールはあんな芝居を書く事ができた……？

　──ドルメンテル家を敵に回すという事だけでも不ふ可か解かいだが、何故、モニカ……マリベル・ボロニアルの過去をあそこまで詳しく知っている？

　──まさか、密みつ偵ていの錬れん金きん術じゆつ師し工こう房ぼうの連れん中ちゆうが……？　ジャンピエールと接せつ触しよくしている工房の人間がいるという話だが……。

　──……だが、奴やつらが、私ですら知らなかったガルディ様の性せい癖へきまで知っているとも考えにくい。

　考えれば考えるほど混こん乱らんが続く。

　そもそも、芝しば居いでは『ガルディの妹が犯人を恨うらんでいる』事がモニカを探す理由となっていたが、そこは真実とは程ほど遠とおい。

　何しろ、その肝心の人物であるガルディの妹が、カルラに対して、

　──「その賊ぞくについては『口こう実じつ』に過ぎないんだから、寧むしろ真ま面じ目めに探しちゃ駄だ目めよぉ。見つけても放っておかないと駄目なのよぅ」

　と、笑いながら言っていたのだから。

　兄が殺されたことなどなんとも感じてないというような主あるじの言葉に、カルラは空そら恐おそろしものを感じ取り、背中に汗を滲にじませた記き憶おくがある。

　──なぜ、あそこは真実と違っている……？

　考えれば考えるほどに解わからなくなり、カルラはなんとも言えぬ歯がゆさを感じて船の壁に拳こぶしを軽く叩たたきつける。

　──糞くそ……やはり、この街は何かがおかしい。

　──とにかく今は、ジャンピエールを捕らえる事だ。

　カルラは静かに呼吸を整えると、自らの主に状況を伝える為ため、書しよ状じようをしたためる事にした。

　先の見えない任にん務むの中、自分はこの土地に骨を埋めるハメになるのではないかと思いながら。




　　　　⇔




　──何故、私は殺されないんだろう。

　そんな事を思いながら、モニカは静かに考える。

　だが、もはや自分の生せい死しすらも、彼女にとってはどうでも良い事だと気付き、考える事に意味はないと頭を振った。

　狭い軟なん禁きん部屋のベッドに上で横になり、彼女は静かに目を閉じる。

　思い出されるのは、ヒューイの事。

　──そういえば……私、どうしてヒューイ君の事、あんなに好きになったんだろうなあ。

　貴き族ぞくの身み分ぶんを捨て去り、この街に初めてやって来た頃──彼女は、世界に絶ぜつ望ぼうしていた。

　そんな中、錬れん金きん術じゆつの私し塾じゆくで出会った一人の少年。

　愛想あいそ笑わらいを浮かべつつも、周囲には明確な『壁』を築いている孤こ独どくな少年。

　だが、彼女には解わかった。その少年の孤独は、世界に対する憎にくしみからくるものだと。

　自分と同じような目をしていたその少年が気になったのは、割と早い段階だったのかもしれない。しかし、それがいつから恋こい心ごころに変わり、ああして積極的に語りかけるようになったのかは解らない。

　──変われる、と思ったのかな。

　世界に絶望していた彼女は、『仮か面めん職人』としての顔を持ち、街の裏うら側がわを覗のぞくようになった。

　そこで様々な出来事があり、彼女は彼女なりのやり方で、理り不ふ尽じんな世界と闘たたかい続けた。それが正しいやり方だったかどうかは、人によって判はん断だんの分かれる所だろうが。

　──私に似た人がいる。一人じゃない、って思ったのかな。

　『仮面職人』の反動は、実じつ生活でのヒューイへの想おもいへと現れる。

　通つう常じようの恋や日常を求める心が、仮面の裏側から過か剰じように溢あふれ出していたのかもしれない。

　──結局、私はヒューイを利用して……自分が救われたかっただけなのかな……。

　そこまで考えた所で、モニカはベッドのシーツを力強づよく握りしめた。

　──そんなの、もうどうでもいい……！

　──会いたい……。

　──会いたいよ……ヒューイ……。




　モニカは自分が涙を流している事に気付き、そっと枕まくらに顔を埋め込んだ。




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【時間はいつだって平びよう等どうだ。

　誰だれがどう想おもおうが、同じように朝日は昇のぼり、夕日と共に沈んでいく。

　何回も何回もその繰り返しだ。太陽は、また明日あしたの朝あさ昇るなどという約やく定じようを結んだりはしないのに、人々は当たり前のように明日が来ると想っている。

　同どう様ように、明日が来るなと想っても、どうしようもなく日は昇る。

　人間にはどうしようもない流れが、この事件に関わった人間達たちを一つの方向に押し流した。




　モニカ・カンパネルラ、いや、マリベル・ボロニアルというべきだろうか。

　とにかく、彼女はその後も生かされ続けた。

　自由もなく、街の景け色しきすら見えず、愛する者に声を届ける事すら叶かなわない。

　本当に、ただ生かされているという状況の中で、よく発はつ狂きようしなかったものだと思う。

　私の記き憶おくが確かならば、恐らく半年前ぜん後ごは軟なん禁きんされていた筈はずだ。例の黒くろ船ふねも一度も出しゆつ航こうする事はなく、独どく特とくな威い圧あつ感かんで街の港を見下ろし続けていた。




　そんな黒船の威圧を跳ね返し、睨にらみ続けた男──ヒューイ・ラフォレットも、一秒でも早く想おもい人に会いたいという欲よく望ぼうと、一秒後ごには想い人が処しよ刑けいされるかもしれないという恐きよう怖ふの中、よくもそれだけの時間を耐え抜いたと思う。

　彼は待ち続けたんだ。自分の望みを成すための準備が整うのを。

　確実に恋人を取り返すための算さん段だんを。

　そういう意味で、モニカが早々に処刑されたりしなかったというのは、お互いの為ために僥ぎよう倖こうだったと思う。後で知った話だが、ヒューイという男は錬れん金きん術じゆつ師しの中でも火か薬やくなどに精せい通つうしていて、ドルメンテル家の人間が早まったマネをしようと思えば、それこそ街ごと爆ばく炎えんに包み込み、モニカと心しん中じゆうしていてもおかしくはなかったろう。

　それこそ偶ぐう然ぜんなのだが、私が戯ぎ曲きよくのラストに埋め込んだ創そう作さく部分のようにね。




　とにもかくにも、それぞれの想いを抱えたまま、ただ無む情じように時だけが流れていった。

　時の流れは平びよう等どうだ、と先せん述じゆつしたが……。当時のロットヴァレンティーノは、その平等の輪から外れた所にあったのかもしれない。無む論ろん錯さつ覚かくに過ぎないだろうが。

　まるで、早はや回まわしに人々が蠢うごめく箱はこ庭にわの街の中で、時間さえ早回しにされているかのようだった。




　そして、運命の日はやってきた。

　私の罪が、ロットヴァレンティーノの街の中に顕けん現げんする瞬しゆん間かんが。




　運命は否いや応おう無なしにやってくる。太陽が朝昇のぼる事と同じように。

　ある者にとっては唐とう突とつに、ある者にとっては、全てを迎え入れる覚かく悟ごを整えながら】




　　　　⇔




１７１０年　某ぼう月げつ




ドルメンテル家　私し用よう船せん内ない




「……今日きようは、風が強いな」

　高くうねる波を見て、カルラは物もの憂うげに呟つぶやいた。

　雨こそは降っていないものの、海はやや荒れ気ぎ味みで、停てい泊はくしている船そのものも大きく揺れ動いている。

　彼女は執しつ務むをこなす為ために、使し節せつ団だんの拠きよ点てんの一つであるこの船内で作業を行っていた。

　部ぶ下かからの報告書しよを読む傍かたわら、机つくえの上にある書しよ状じようの束たばを見つめ──モニカの事を思い出す。

　──結局、まだ軟なん禁きんしている状態ではあるが……。

　数ヶ月前まえ、彼女の主あるじである女貴き族ぞくから書状が届いた。

　例の、モニカことマリベル・ボロニアルに関する処しよ遇ぐうについて尋たずねた事に対する返答が。

　だが、その内容は彼女が期待したようなものではなかった。

　彼女に『マリベルを殺せ』と容よう赦しやなく指し示じしてくるのならば、彼女は自分の選んだ主だと諦あきらめてモニカを殺す事ができただろう。『マリベルを解放して、一いつ端たん戻れ』と言われたならば、どれだけ救われた事だろう。

　しかし、主からの返答は『言ったでしょう。そんなのどうでもいいから、彼女をどうするかなんてカルラちゃんにまかせるわぁ。ただし、任にん務むの遂すい行こうは続けてねぇ』という、兄を殺した女の事など心しん底そこどうでもいいような調子の文ぶん面めんだった。

　──このままでは、彼女の心にも負ふ担たんがかかるだろう。

　──だが、このまま街に戻した所で……。彼女は今まで通りの生活が送れるのか？

　──ならば、いっその事……。

　そう思うのだが、カルラにはその領りよう域いきに踏み込めずにいた。

　彼女は護ご衛えいとして育てられた人間だ。

　育はぐくんできたものは、殺す為の覚かく悟ごではなく、主の為に矢や面おもてに立って相手の凶きよう刃じんを受け入れる覚悟だ。話を聞く限り、ガルディはドルメンテル家の人間だが、唾だ棄きすべき人物であったのも確かだ。

　これが主を暗あん殺さつしにきたというのであれば、たとえ相手が誰だれだろうと返かえり討うちにし、その首くび筋すじに刃やいばを突き立てる事も簡かん単たんだったのだろうが──モニカに関しては事情が違う。

　──……私は、弱いな。

　──彼女を殺す事も、救う事もできない。

　迷い続けた挙あげ句く、彼女はモニカを軟禁し続けるという事を選んだ。

　せめて任務を終しゆう了りようする事ができれば、彼女を救う手て立だてがあるのではないかと考えたのだ。

　部下達たちには、彼女の軟禁は自分の指示だとハッキリと伝えて、箝かん口こう令れいも敷しいてある。

　全く疑問に思わずその指示に従う部下達には相変わらず不ぶ気き味みなものを感じていたが、これが本来のドルメンテルの『私し兵へい』の姿すがたなのだろうと受け入れる事にした。




　そして今日きようも、書しよ状じようの束たばを見る度たびに胸が締め付けられるような思いになる。

　──なんとしても、この街の裏うら側がわを暴あばかねば……。

　──偽にせ金がねについては、やはり『仮か面めん職人』という妙みような組織が絡んでいるようだが……。

　報告書しよを読みながら、箱はこ庭にわの壁を壊こわす糸いと口ぐちを考えていた彼女の元に、部ぶ下かの一人が駆かけ込んできた。




「カルラ様、問題が起こりました」

「？　何事だ？」

　眉まゆを顰ひそめながらも、普ふ段だんとは違う様よう子すの部下にただならぬものを感じ、完全に気持ちを入れ替えて問い質ただす。

　対する部下の男は、自分でも状況が把は握あくできていないのか、やや不ふ明めい瞭りような答えを口にした。

「街が……襲しゆう撃げきされています！」

「何!?」

　──襲撃？

　慌あわてて甲かん板ぱんに出ると、彼女の視し界かいには信じられない光こう景けいが飛び込んできた。

　街のあちこちから煙が立ち上り、一部の建物から火の手があがっている。

　市いち場ばでは人々が逃げ惑まどっているのが見えるのだが──肝かん心じんの、襲撃者の姿すがたが見あたらない。

　──なんだ!?

　──オーストリア軍の奇き襲しゆうか!?

　自分達も気付かぬ間に、この街にも戦せん禍かの手が広がりつつあったのだろうか？

　しかし、彼女が知る戦せん場じようの光景とは違い和わ感かんがある事も確かだった。

「すぐに街に戻り、それぞれの施し設せつにいる団だん員いんから状況を確かく認にんできるか？」

「それが……我々が拠きよ点てんとしている施設が燃やされているようです！」

「何だと!?　一体何なに者ものが……」

「不明です！　まだ殺さつ害がいされたものがいるという報告はありませんが、火を放っていたのは、妙みような仮面を付けた男だったと……」

　──仮面……？

　カルラは先せん刻こくの報告書にもあった『仮面職人』という単たん語ごを思い出していたが、すぐに思い直し、部下に叫ぶ。

「馬鹿を言うな！　こんな真ま似ねが一人でできるか！」

　と、思わず口にしてから、一つの可能性に思い当たる。

「一人では……ないのか？」

『仮面職人』が組織である可能性を思い出し、彼女はこれが街ではなく、『ドルメンテル家』を狙ねらったものだと確信する。

　陣じん頭とうに立って指し揮きをとるべく、船の執しつ務む室しつに戻ろうと振り返るのと──

　横に立っていた部ぶ下かが倒れるのは、全く同時の事だった。

「!?」

　──弓ゆみ!?　銃じゆう!?

　突とつ然ぜん倒れた部下に驚きよう愕がくし、狙そ撃げきされたのかと思わず身を低くするカルラ。

　──だが、そんな音は……。……？　……な……。

　部下の体に傷きず痕あとらしきものがないと気付くのと、自分の体に違い和わ感かんを感じるのは全く同時の事だった。

　手足に力が入らず、身を伏せた状態から再び立ち上がる事ができない。

　見ると、彼女の部下だけではない。甲かん板ぱんにいた船員達たちも皆一いち様ように倒れ伏しているではないか。




　──一体……何……が……。

　そのまま意識も混こん濁だくとしてきて、船の上で意識を失うカルラ。

　彼女がその直前に見たものは──

　甲板の物もの陰かげ、彼女達から見て風かざ上かみの位置から現れた──仮か面めんを被かぶった大おお柄がらな男の姿すがただった。




「ふむ……効果が現れるまで、多少の個人差さがあるようだな。男女差かもしれんが」

　仮面を被った男は、手にした特とく殊しゆな痺しびれ薬の蓋ふたを閉じつつ、甲板に倒れる船員やカルラの姿を見て、独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「さて、意識を取り戻すまでは一時間といった所か。私の役目はこれで終わりだな」

　そして、仮面の男はカルラの姿を一いち瞥べつし、溜ため息いきを吐つきながら頭を振った。

「生徒達たちの勉べん学がくの邪じや魔まはするなと言ったろう、美しいお嬢じようさん。まあ、後こう遺い症しようなどはないから安心したまえ」

　誰だれにも聞かれる事のない言葉を残し、男──ダルトンは、仮面を外しながら甲板を後にする。

「やれやれ、エルマーの奴やつめ。最近鉤かぎ爪づめを付けろと言わなくなったと思ったら──」




「まさか、この私に仮面をつけろとはな。相変わらず無む茶ちやを言う奴だ」




　　　　⇔




同どう時刻、港こう湾わん部ぶ　倉庫街がい




　とある倉庫の屋根に、そんな船せん上じようと街の混こん乱らんを眺ながめる影が二つ存在した。

「やあ、ダルトン先生、うまくやってくれたみたいだよ」

　１７００年代当とう時じとしてはまだ高こう価かだった望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞき込み、エルマーが仮か面めんの奥から楽しそうな声をあげる。

　その横に立つヒューイも仮面を被かぶっており、その奥から淡たん々たんとした声を吐き出した。

「……痺しびれ薬を借りるだけで良かったんだけどな」

「やー、『薬を再さい現げんされて悪あく用ようされたらかなわんから、自分で直接やる』って言い張るんだからしょうがないだろ？　確かにあの痺れ薬っていうより眠り薬みたいなの、凄すごい効果だねえ。まあ、代わりに仮面を被って貰もらったからいいじゃない」

　力強く頷うなずきながら、街の様よう子すを顧かえりみる。

「しかし、本当に派は手でにやったねえ。余よ計けいな怪け我が人にんが出てなきゃいいけど」

「……そうだな」

「で、結局、今の時点で何人になったの？　『仮面職人』のメンバーは」

　あっけらかんと尋たずねかけるエルマーに、ヒューイは対たい照しよう的な重い口く調ちようで言葉を返す。




「……三百七十二人だ」




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【そう……。

　ヒューイ・ラフォレットは、造つくり上げたのだ。

　僅わずか半年の間で、三百人を超える『犯はん罪ざい組織』の基き盤ばんを。

　信じられない事だと思うが本当だ。私も、最初は信じる事ができなかった。

　もともと、この街には人口が多い割にそうした犯罪組織のようなものが少なく、せいぜいがマイザーの『腐くさり卵たまご』程てい度どのものだったのだから。考えて見れば、それもこの街の異常性せいの一つなのかもしれない。




　ともあれ、彼はやりとげた。

　百人を超すドルメンテル家の人間が街に入り、誰だれがドルメンテル家と内ない通つうしているのかも解わからない状態から、手て探さぐりで一つの組織を造り上げたのだ。

　人を信用しない、世界を憎にくんでいた青年が、それをついに成し遂とげたのだ！

　偽にせ金がね造りで得た資し金きんを放ほう出しゆつし、迅じん速そくに、しかし最さい大だい限げんの慎しん重ちようさをもって、信頼できる『仮面職人』のメンバーを増やしていったのだ。時にはいまだに『薬』を求め続けていた貴き族ぞく達に、新たな合ごう法ほう薬を生み出して提てい供きようするなどという、色々とスレスレな真ま似ねをやらかしていたようだが──

　それも全て、彼のたった一つの我わが儘ままの為ためだった。

　モニカ・カンパネルラにもう一度会あいたい。ただそれだけの執しゆう念ねんで、彼は、やり遂とげたのだ。

　相手は、自分が救われる事を望んでいないかもしれない。そんな事はヒューイにも分かっていたのかもしれないが、それでも、彼は構わなかったのだろう。

　これは、彼かれ自身の我が儘なのだから】




　　　　⇔




　毛もう布ふから顔を出し、ドアの代わりに取り付けられていた鉄てつ格ごう子しをぼんやりと眺ながめていたモニカだったが、妙みような違い和わ感かんを覚え、外部から聞こえて来る音に耳を澄すませた。

「……？」

　最初、モニカは外が騒さわがしいのが、強い風の音によるものと思っていた。

　船が大きく揺れる感覚は、この数ヶ月の間にすっかりと慣れてしまっており、彼女にとっては外部から聞こえる音だけが、この軟なん禁きん室しつの外を感じ取る事のできる唯ゆい一いつの手段だった。

　どうもただの風にしては様よう子すがおかしいと感じ、毛布から体を出し、ベッドから起き上がる。

　すると、それと同時に──鉄格子の向こうから、人の足音が近づいてくるではないか。

　食事などの時間ではなさそうだ。

　彼女は既すでに命など要いらないと思っていたものの、一体何なに事ごとかという警けい戒かいの視し線せんを鉄格子に向けていた。

　だが、その足音の主ぬしを見て、彼女は全身を強こわばらせる。

　恐きよう怖ふではなく、純じゆん粋すいな驚きよう愕がくと混こん乱らんによって。

　彼女の目の前に現れたのは──かつての自分と同じような、黒い外がい套とうに白い仮か面めんをつけた、『仮面職人』さながらの姿すがたをしていたのだから。

　だが、背せ格かつ好こうからしてヒューイでもエルマーでもないと解わかる。手には大きなずだ袋ぶくろが持たれており、中からは生臭い匂においが漂っている。

「噓うそ……なんで……。誰だれなの……？」

　そんな彼女に、仮面の男が安心したように声をかける。

「やあ、やっと会えましたね。無ぶ事じで良かった」

「え……？」

　聞き覚えの無い声だった。

　訝いぶかしむモニカの前で、男は仮面をとり、やはり見み覚おぼえの無い顔で言葉を紡つむぐ。

「初めまして、かな。ジャンピエール・アッカルドです」

「……？　……ッ!?　あなたが……？」

　様々な感情が、瞬しゆん間かん的にモニカの中に湧わき上がる。

　自ら捕まりに来る前だったら、怒りに駆かられ、錐剣ステイレツトで両りよう手て両りよう足あしを貫つらぬいていたかもしれない。

　だが、それよりも今は、溢あふれ出る疑問の方が感情に勝った。

「どうして……ここに!?　それより、貴方あなたは、どういうつもりであんなものを……！」

　怒りの感情を乗せながら尋たずねるモニカに、ジャンは頭を搔かきながら申もうし訳わけなさそうに呟つぶやいた。

「いや、本当にその件に関しては、私の誤ご解かいもあってね……本当にすまなかったと思っている。君達には、どんな償つぐないをしても購あがないきれないだろうが、今は俺おれの話を聞いてくれ」

「……？」

　相手の目的が読めず、警けい戒かいを解かぬまま眉まゆを顰ひそめるモニカだったが──そんな彼女を安心させるかのように、男は懐ふところから出した鍵かぎで鉄てつ格ごう子しを開き、ある男の名前を口にする。

「ヒューイ・ラフォレット。私は、彼に言われて君を助けに来たんだ」

「……!?　ヒューイが!?」

　驚きに目を見開くモニカの前で、ジャンはずだ袋ぶくろを開きながら、申し訳わけなさそうに口を開く。




「そのために、君にはもう一度死んで貰もらわないといけない」




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【恥はずかしながら、私はドルメンテル家から隠かくれる為ために、ラブロの家に匿かくまわれていたのだ。

　命が惜おしかったのは否定しない。『ここで死んだら、今後真しん実じつを暴あばく人間がいなくなる』なんて、瓦かわら版ばん屋やのような事を言い訳にしていたのは否定しない。

　だが、そこで働いていたニキという少女が、ヒューイやエルマーと知り合いだというのは予想外がいだった。あっさりとニキに見つかった私は、次の日にはヒューイ・ラフォレットとエルマー・Ｃ・アルバトロスに拉ら致ちされた。その後の事は……ここに記すのはよそう。彼らの名めい誉よのためにもね。もっとも、私が思い出したくないという事もあるのだが。




　とにかく、命だけは見み逃のがされた私は、引き替えに『仮か面めん職人』の一員として、モニカを救出する事に協力させられた。

　彼らがやりたかったのは、モニカをもう一度死しんだ事にする、という事だった。

　ドルメンテル家の船を燃やし、その中に、本ほん物ものの人じん骨こつを使用した骨こつ格かく標ひよう本ほんや豚の肉、女おんな物ものの服などを軟なん禁きん室しつの中に投げ込んでおく。ドルメンテル家はいちいち細かく調べる事はしないだろう。そもそも船を燃やして沈めるわけだから、そこまでやる必要があるかどうかも解わからないが、私は指し示じに従う事にした。

　その時点で、私は『仮か面めん職人』の一人となったのである。

　後に、忌いむべき犯はん罪ざい組織となる『仮面職人』の一員に】




　　　　⇔




「あんたはこのまま、俺おれ達と別に用意した小こ舟ぶねで逃げるんだ。ヒューイもそろそろこの船につく筈はずだが……そしたら、この街じゃない、どこか遠くに二人で逃げろ。今度は、誰だれにも見つからないように、本当に新しい自分に生まれ変わるんだ」

「そんな……でも、私は……」

「あの芝しば居いの後半は俺の創そう作さくだ。ドルメンテル家の目的はあんたじゃない」

「え……？」

　混こん乱らんするモニカに、ジャンは首を振りながら口を開く。

「ただ、一つだけ事実になった事がある」




「あの小こ僧ぞう、本当に街を燃やしやがった」




　　　　⇔




「さあ、とっとと船に乗り込もう。モニモニが外に出てから火をつける前に、気き絶ぜつしてる船員さん達も全部外そとに運び出さないと……」

　エルマーの言葉に、ヒューイは仮面を付けたまま小さく頷うなずいた。

　本当はモニカ以外の命などどうでも良いのだが、これ以い上じよう彼女にドルメンテル家への負い目を感じさせるのは忍しのびないと思っていた。

　街の中では、現在も無む数すうの『仮面職人』達が陽よう動どうや、あるいはドルメンテルの人間の拘こう束そくを続けている。極きよく力りよく人ひと死しにや怪け我が人にんが出ないようにはしているが、ヒューイとしては、双そう方ほうに多少の犠ぎ牲せいが出る事すら受け入れていた。

　そんなヒューイを見て、エルマーは思う。

　彼は、決して善ぜん人にんではない。

　この『仮面職人』という組織が、今後どう傾くかも解わからない。

　だが、エルマーにとっては、そんな些さ細さいな事はどうでも良い事だった。

　ドルメンテルの人間が再び女おんな物ものの服を買ったという情報は、まさしくモニカがまだ軟禁を続けられているという事を意味している。

　その情報をきっかけとして、ヒューイは『仮か面めん職人』の組織としての力を行こう使しした。

　もしもモニカが既すでに死んでいたら、彼は本当にその力をドルメンテル家の人間を殺し尽くすためだけに使っただろう。

　だが、そんな事でさえ、エルマーにはどうでも良い事だった。

「モニモニに再会したら、何て言う？」

「何も言わないさ」

　エルマーの空気を読まぬ問いに、ヒューイは淡たん々たんと答えを返す。




「ただ、抱きしめるだけだ」




　その答えを聞いて、本当に目的を達たつ成せいした時のヒューイとモニカの表情を想そう像ぞうし──

　笑顔中毒者スマイルジヤンキーは、仮面の奥で、やはり空気にそぐわぬ微笑ほほえみを貼はり付けた。




　　　　⇔




　空が見える。

　モニカの目に、数ヶ月ぶりに見える景け色しきが飛び込んできた。

　船の甲かん板ぱんに上がる階段で、モニカは大きく息を吸い込み、自分が現実の中に立っている事を確かく認にんする。

　階段を一歩上のぼる度たびに、彼女の中に様々な感情が湧わき上がる。

　ヒューイに会ったら、何を言うべきなのか。

　自分はまた、存在を消され、罪を覆おおい隠かくされる。

　その事を拒きよ絶ぜつするべきなのか、それとも、生き延びられる事を喜ぶべきなのか、それすらも解わからなかった。

　ただ、何を言うべきかはともかく──何をするべきかは解っていた。

　笑おう。

　せめて、精せい一いつ杯ぱいの笑顔をヒューイに見せよう。

　彼女はそう決意し、必ひつ死しに笑い方を思い出しながら階段を踏みしめる。

　──アハハ……エルマーの顔を思い出しちゃった。

　──どうしよう、ヒューイが嫉しつ妬としちゃう。

　親友と恋人、二人の顔を同時に思い出しながら、彼女は確信する。

　自分は、確かに幸せだったのだと。




　甲かん板ぱんの入口から顔を出すと、その先に人ひと影かげが見える。

　懐なつかしい、木製の仮か面めんを被かぶった『仮面職人』の姿すがたが。




　彼女は目に涙を浮かべながら──青空と世界に顔を向け、力強く、力強く微笑ほほえんだ。







[image: エピローグＢ]






















ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【これが、結けつ末まつだ。

　その後、モニカとヒューイがどうなったのか。それは私の知る所ではないし、語るのも野や暮ぼという所だろう。

　私は、様々な罪を犯おかした。それが重要な事実なのだ。

　名めい誉よ欲よくに駆かられて、不ふ完全な情報であんな戯ぎ曲きよくを書いてしまったせいで、私は『仮か面めん職人』を生み出す原因の一いつ端たんを造つくってしまった。

　そして、ドルメンテル家とロットヴァレンティーノの確かく執しつを生み出すきっかけとなってしまったのだ。その後の一年間は、ドルメンテル家とロットヴァレンティーノによる闘とう争そうの歴史と言ってもいいのだが、そこは私が語るべき所ではない。

　だが、私はその後に、更さらに一つだけ罪を犯した。




　私は、開き直って……もう一度だけ、戯ぎ曲きよくを修しゆう正せいしたのだ。

　それはドルメンテル家の制せい止しを無む視しし、圧力をはねのけ、ロットヴァレンティーの劇げき場じようで上じよう演えんされた。

　修正したのは、ラストシーン。

　モニカをモデルとしたキャラクターは、最後、仮か面めん職人という組織を生み出した、魔ま女じよの息むす子こである少年に刺され、そのまま船と共に燃やされて死んだ。彼は、自分達たちの魔ま術じゆつの秘ひ密みつが、彼女の口から漏もれる事を恐れたのである。

　そういう筋すじ書がきの芝しば居いを上演した。

　魔女の息子というのがヒューイ・ラフォレットというのは、見る者が見れば解わかる事だろう。

　私はその筋書きの戯曲を書く事で、彼女は死んだのだと世せ間けんを騙だましたのだ。

　戯曲に意い図と的に噓うそを入れ、世界を騙した。

　これが最後の罪であり、私なりの贖しよく罪ざいでもある。

　しかし、まだこの真実を知られるわけにはいかない。

　すくなくとも、私が死ぬまでは、モニカはヒューイに殺された、という事実で人々を騙す必要があったのだ。どこか遠い地で、彼女が別べつ人じんとして生きる為ためには。




　だから、これを最後まで読んだ君に、頼みたい。

　何も、この真実を世に広めろというのではない。ヒューイ・ラフォレットが殺人者しやだという誤ご解かいを解いてくれるのならば助かるが、強きよう制せいはしない。そもそも、彼の名が、君の時代にまで残っているかどうかも解わからないのだから。

　ただ、誰だれかに、せめて君にだけはこの真実を知っていて欲しかったのだ。




　時間を取らせてしまった。そろそろ筆ふでを置く時だろう。

　私の自己満まん足ぞくに満ちた懺ざん悔げを読んでくれた君よ。私の事は忘れても構わない。

　ただ、覚えておいてほしい。

　モニカ・カンパネルラは、ヒューイ・ラフォレットによって確かに救われたのだと。

　それだけを、ただそれだけを覚えて置いて欲しいのだ





感謝を。　　　　　　　　　　　　　




君に、感謝を捧ささげる。　　　　　　　




　　　ジャンピエール・アッカルド】






　　　　⇔




　全て読み終えた青年は、ゆっくりと羊よう皮ひ紙しの束たばを机つくえに置いた。

　ここに書かれていた事が果たして真実なのかどうか。そんな事は彼にも分からない。

　最初の方に書かれていた不ふ死しの力がどうなったのか、青年にはもはやどうでも良い事だ。

　彼は自分の祖そ先せんの人となりを知り、アッカルドという性さがが自分にまで受け継がれている事実を感かん慨がい深く受け止めた。




　これを読んで、自分は結局どう思っているのだろうか。

　心に何か変化があったのだろうか。

　それは自分でも解わからないが──ただ、彼は祈いのる事にした。

　ロットヴァレンティーノの街は色々と変わってしまったのかもしれないが、青年は、変わらずにいるものの一つ、空からこちらを照らす太陽を見上げ、目を細めながら小さく祈る。

　せめて──せめて、モニカとヒューイが、幸せな一生を送る事ができたと信じたい。

　それが真実となるように、彼は太陽を通し、過去に向かって祈り続けた。




　太陽は何も約束する事はなく、今日きようもロットヴァレンティーノの街を照らし続ける。

　遥か昔から、遠い未来まで、燦さん々さんと、燦々と────


完
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【何な故ぜ　見つけてしまったんだ】
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　青年がそれを見つけたのは、ほんの些さ細さいな違い和わ感かんが原因だった。

　羊よう皮ひ紙しの束たばを再びしまおうとした時、彼は、箱の底が僅わずかに浅いように感じたのである。

　妙みように気になり、彼は箱を解かい体たいしてみる事にしたのだ。




　そして、青年の予想通どおり、箱は二に重じゆう底ぞこになっていた。

　中に入っていたものは、やはり、羊皮紙の束。

　しかし、その中に書かれていた事は──

　青年の祈りを全て裏切る、絶ぜつ望ぼうそのものと言える真実だった。




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【私がこの先に記す物は、真実と贖しよく罪ざいだ。

　本当の、贖罪だ。




　何な故ぜ、何故この手しゆ記きを、こちらの手記の方を見つけてしまったんだ。

　どうしてそっとしておいてくれないんだ。

　このまま君が捨て置いてくれれば、私の罪は暴あばかれずに済んだのに。

　まだ見ぬ人よ。私が永えい遠えんに会う事の無いであろう君よ。

　私は君を恨うらむ。

　君が、私が永遠に消し去りたかった過去を暴いたからだ。

　そして、感謝する。

　私が最後まで逃げ続けた卑ひ怯きよう者ものにならずに済んだ事を。




　君が最初に読んだであろう手記の中で、私は自殺など考えてはいないと言った。

　だが、それは噓うそだ。

　私は、これを全て書き終えた後、自ら命を絶たつ。

　こちらの手記は遺い書しよとして残す。

　どうか、どうか覚えておいて欲しい。

　これは、私の残した遺書であり、希望であり──私自じ身しんへの呪のろいであると】




　　　　⇔




１７１０年




　走る、走る、走る。

　永い軟なん禁きん生活で鈍なまってしまったその足で、彼女は転びそうになりながらも必ひつ死しに甲かん板ぱんの上を走り続けた。

　ヒューイに会える。

　ヒューイと話がしたい。

　すぐそこにヒューイが、目の前にヒューイがいる。

　そんな、純じゆん粋すいな思いだけに突き動かされて──ついに彼女は、『彼』の前まで辿たどり着いた。

　だが──

　その仮面の裏から漏れだした声は、ヒューイとは似ても似つかぬ男のものだった。







「本当に──そんな美う味まい話があると思ったのかい？」







　ゾワリ。

　モニカの全身に、戦せん慄りつが走る。

　それがヒューイの声ではなかった、という事実よりも──その声に含まれた、圧あつ倒とう的なまでに人間的な感情の塊かたまりに気け圧おされたのだ。

　憎にくしみでも、悲しみでも、狂きよう気きでもない。

　ただ、純じゆん粋すいに、『楽しい』という感情が、その短い言葉の中に溢あふれかえっていたのだ。

　蟻ありを踏みつぶす子供や、人間同どう士しが殺し合う様さまを楽しむコロシアムの観客達たち、あるいは大いなる目もく標ひようを達した際に放たれる、純粋な歓かん喜きの声をあげる人間達のように。




　悦よろこび　喜び　慶よころび　歓よころび




　圧倒的な『よろこび』の感情が、その短い声に籠こめられており、それが逆に得えも言われぬ不ぶ気き味みさとなってモニカの体に襲おそいかかった。

　そして、その不気味さは、続いて形となって彼女の前に現れる。




　視し界かいの下か方ほうを滑すべるように蠢うごめく、銀ぎん色いろの刃やいば。




　もしも、彼女が万ばん全ぜんであったならば──『仮か面めん職人』として培つちかった反射神しん経けいが、その一いち撃げきを躱かわす事はできていたかもしれない。

　だが、ヒューイに会えるという希望が、彼女の危き機き感を狂わせた。

　長い軟なん禁きん生活が、彼女の筋きん力りよくを衰おとろえさせた。

　そして、『とある事情』により、彼女の現在の体力は、全ぜん盛せい期きとは比べものにならない程ほどに落ち込んでいたのである。




　様々な要素が組み合わさった結果。

　ただ、それだけの事だった。

　それだけの理由で、彼女はその凶きよう刃じんを避ける事ができず────




「面白かったよ、ありがとう」




　淡たん々たんとした男の言葉と共に、彼女の体内に、銀の刃やいばが深く深く突き刺さる。

　皮ひ肉にくにも──10年前まえ、彼女が一人の男を刺し殺した時と同じように。

　刃は一切の容よう赦しやなく、モニカの内ない臓ぞうを切り裂さいた。




　　　　⇔




「それにしても……共同墓ぼ地ちから誰だれのかも解わからない骨を掘り出すなんて、やり過ぎじゃない？」

「……その罪は、俺おれが背負うさ。お前は気にしなくていい」

「モニカが気にすると思うけど……。ま、いいか。ヒューイとモニカは、名前も知らない子の死体を犠ぎ牲せいにしたっていう、お揃そろいの罪を背負うんだね」

　空気の読めぬ事を言いつつ、エルマーは大きなずだ袋ぶくろを黒くろ船ふねの中に持ち込んだ。

「ドルメンテルの人達が、他人の焼け焦こげた骨なんかで信用してくれればいいけど」

「寧むしろ、船が沈んでくれた方が都つ合ごうがいい」

　ダルトンと入れ替わりで船に入った、何人かの『仮か面めん職人』の手によって、既すでにカルラ達の体は船から降ろされている。あとは、まだ誰も立ち入っていない『貴き族ぞく用の私し室しつ』に乗り込むだけだ。

「モニカも粉こなを吸って気き絶ぜつしてなきゃいいけど……って、おいヒューイ！」

　既にヒューイは小こ走ばしりになっており、エルマーを置いて船の中へと駆かけ込んだ。

　だが、その先で彼が見たものは──




　暫しばらく使われた様よう子すの無い、もぬけの空からとなった寝室だった。

「……？　モニカ……？　モニカはどこだ!?」

　混こん乱らんと共に、最さい悪あくの想そう像ぞうが頭を過よぎる。

　もしや、遅かったのではないか？

　服屋で購こう入にゆうされた着替えはダミーで、本当はとっくの昔に──

　そんな、絶ぜつ望ぼうに向かう想像に体を支配されそうになった彼を現実に引き戻したのは、甲かん板ぱんの方から聞こえてきたエルマーの叫び声だった。

「大変だヒューイ！　船が燃えてる！」




「この船じゃない……向こうにある船が、動き出して燃えてる!!」




　　　　⇔




　カルラが目を覚ますと、そこには眼鏡めがねをかけた、柔にゆう和わな印いん象しようの顔があった。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

「……ここは……!?」

　倒れる寸すん前ぜんの光こう景けいを思い出し、彼女は慌あわてて起き上がる。まだ体に痺しびれのようなものが残っているが、そんな事に構っている余よ裕ゆうはない。

　だが、今いま彼女が立っているのは船の甲かん板ぱんではなく、船が停てい泊はくしていた港の石いし畳だたみの上だった。

　そして、目の前にいる男を含めて、周囲の状況を見渡すと──先せん刻こくまで自分が乗っていた船が、港から少し離れた場所に浮いているのが見えた。

　更さらに不ふ可か解かいな事に、その船の少し先で、別の船が煙を噴ふいているではないか。

「!?　なんだ!?　一体なにが起こっている……？　答えろ！　マイザー・アヴァーロ！」

　唐とう突とつに怒ど声せいを向けられた男は、相手を宥なだめるような調子でゆっくりと言葉を吐き出した。

「落ち着いて下さい。私も、今ここに辿たどりついたばかりです」

　彼女はマイザーの言葉を聞かず、港から離れつつある船に目を向けた。

「これが……ロットヴァレンティーノの答えか……」

　目を細めて呟つぶやく彼女に、マイザーは真しん剣けんな調子で問いかけた。

「あの、燃えている方の船は一体……？」

「……我々が、本ほん船せんとは別に、この街で購こう入にゆうしていた中ちゆう古こ船せんだ。その事実を知っているのは私と一部の部ぶ下か……あとは、密みつ偵ていぐらいだがな」

「密偵？　あなた方の本当の目的とは……一体なんなのですか？」

「それは……」

　そこまで口にしかけた所で、彼女はハッと我われに返る。薬の影えい響きようが頭に残っていたのか、身み内うちでもない人間にペラペラと情報を喋しやべっている自分に気が付いた。

「……聞いてどうする？　答えが返るとでも思っているのか？」

　目の前の男に敵てき意いを向けるのは筋すじ違ちがいだ。

　そう解わかってはいても、感情の高ぶりが自然とカルラの口く調ちようを荒あら々あらしい調子に変化させた。

「もはや、ロットヴァレンティーノと我々は敵同どう士しだ。答える必要も、馴なれ合う必要もない」

「カルラさん……」

　何とか引き留めようとするマイザーに、彼女は警けい告こくするように口を開く。

「覚えておけ……お前達たちは、ドルメンテル家を敵に回したんだ。お前にその自覚はないかもしれない、お前は本当に何も知らないのかもしれない。……だが、この街は、それを選んだ」

「……」

「一年先さきに、この街が残っていると思うな」

　威い圧あつというよりも、威い嚇かくに近い言葉を紡つむぐカルラだったが、最後に、少しだけ彼女の本ほん心しんを吐き出した。




「だから……街の連れん中ちゆうに言っておけ。今からすぐに、他の街に逃げる準備を始めろとな」




　　　　⇔




　──あれ。

　──どうしたんだろう。私。

　──力が、はいらないよ。

　モニカは、朦もう朧ろうとした意識の中、自分の体の中心から湧わき上がる激しい熱を感じ取っていた。

　船の甲かん板ぱんにしがみつきながら、

　──ああ、そっか。

　──私、死んじゃうんだ。

　自分の運命に気付いたモニカは、ゆっくりと考える。

　──やっと、私、罪を償つぐなえるのかな。

　彼女は何も悪くない。それでも、彼女は贖しよく罪ざいを求めていた。

　自分が刺し殺した男というよりも、自分の身み代がわりとされ、名も解わからぬまま犠ぎ牲せいとなった少女に対する贖罪だ。

　──ごめんね。

　──どうしたらいいのか、解らなかったよ。

　──私、幸せになっちゃいけなかったのかな。

　──それとも、貴女あなたの分まで幸せにならなきゃいけなかったのかな。

　そんな彼女の意識は次し第だいに薄らぎつつあったのだが──風の音に混じって聞こえてきた声に、少しだけ彼女の意識が引き戻される。

　──あれ。

　──ヒューイの声だ。

　船の縁へりに摑つかまったまま、ゆっくりと顔をあげる。

　すると、そこには──こちらに向かって近づいてくる、黒く巨きよ大だいな船の姿すがたがあり──

　甲板に立つ男が、『仮か面めん職人』の装しよう束ぞくのまま仮面だけを外し、モニカの名を叫び続けていた。

　──……。

　──ヒューイ。

　──来てくれたんだ。

　──よかった。

　幻まぼろしでも本ほん物ものでも構わない。

　彼女は自分がもう死ぬという事は理解していたが──最後に見たものが、ヒューイの姿で本当に良かったと感じていた。

　──ええと。

　──私……なんだっけ。あれ。

　──何をしなきゃ、いけなかったんだっけ。

　揺らぐ意識の中、彼女はヒューイの横に立って叫んでいる、一人の友人の姿すがたを見た。

　──ああ、エルマーも来てくれたんだ。

　──うれしいな。

　彼の顔を見て、モニカは思い出す。

　ヒューイに再さい会かいした時に、必ずやろうとしていた事を。

　そして、彼女は──




　笑った。




　モニカは、暗い死に向かう意識の中で、ヒューイ達を見て、確かに笑ったのだ。

　力強い、圧あつ倒とう的な感謝の色が籠こめられた眩まぶしい笑い。

　──ほら、ヒューイ。笑えるよ。

　──エルマーも見て。作り笑いじゃないよ。

　──私、笑えるんだよ。

　──私、笑えるようになったんだよ。

　──ヒューイのおかげだよ。私、幸せだったよ。

　近づいてくる黒い船。もう、彼女はその船を恐れない。

　ヒューイがその船に乗っているのなら、何を恐れる事があるのだろうか。

　ただ、彼女はそんなヒューイの表情を見て。少しだけ悲しくなった。

　──そんな顔しちゃダメだよ、ヒューイ。エルマーにおせっかいを焼かれるよ。

　──そしたら、また私が嫉しつ妬としちゃうよ。

　蠟ろう燭そくが燃え尽きる瞬しゆん間かんのように、彼女の心は最後の力を振り絞しぼる。

　──私は死んだりしないよ。ヒューイ。

　──私はただ、いなくなるだけだから。

　──だから、いつかきっと会えるよ。

　──だから、だからヒューイも笑って。

　──ありがとう。ヒューイ。




　──さようなら、ヒューイ

　──……また会おうね。







　最後に、彼女が呟つぶやいた言葉。

　唇くちびるの動きで、かろうじて「また会おうね」と言ったように見えた。

　この日ひ起こった唯ゆい一いつの奇き跡せきは──そんな彼女の最後の言葉が、ヒューイとエルマーに通じた事なのかもしれない。




　船が間もなく接せつ触しよくしようという直ちよく前ぜん。

　今にも消え去りそうな顔かお色いろだというのに、モニカは楽しそうに笑っていた。

　それは、ヒューイとエルマーがそれまでの生しよう涯がいで見た、最も輝いて見える笑顔だった。

　モニカは、その笑顔を浮かべたまま──




　船の縁へりからゆっくりと身を乗り出し、高たか波なみが待ち受ける海へと、その体を躍おどらせる。




　ヒューイはモニカの名を呼ぶ暇ひますらなかったが、その光こう景けいは世界の時間の中から切り抜かれたかのように、不ふ思し議ぎとゆっくりに感じられた。

　そんなヒューイの視し界かいの中、彼女の笑顔は、最後まで、最さい期ごまで消える事はなく──

　胸むな元もとから溢あふれる血に彩いろどられながら、高くうねる波の合間へと姿すがたを消した。




「─────　────　　──　─　──　─　　─」




　ヒューイが声の無い絶ぜつ叫きようをあげ、モニカを救おうとしたのか、海に身を投げだそうとした。

　エルマーがすんでの所で飛びついて引き留めなければ、ヒューイも共に海の藻も屑くずとなっていた事だろう。

「放せ……放せエルマァァァッ！」

　ヒューイの右手がエルマーの腹に押しつけられ、そこから小さな炎ほのおが噴ふき出した。

　腹の一部が焼けただれ、肉の焦こげる臭においが船の上に広がったが──それでも、エルマーはヒューイを放そうとはしなかった。

　そんなエルマーを殴なぐりつけるが、それでも彼は放さない。

　エルマーもまた、沈ちん黙もくを続け、ただヒューイの体を押さえ付ける。

　言葉など意味がないと理解しているからだ。

　何事かと集まってきた他の『仮か面めん職人』達がヒューイを取り押さえるまで、エルマーは、ただ、じっとヒューイの打だ撃げきに耐え続けた。

　そして、完全に押さえ込まれた時点で、ヒューイは一いつ瞬しゆんだけ声と感情を消し去り──

　次の瞬しゆん間かん、この世のものとは思えぬ叫びを上げて甲かん板ぱんの上に手をついた。
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　──今の叫び声……。

　──モニカの……名前を呼んでたのかな。

　そんな事を考えながら、エルマーは、悲しそうに目を伏ふせる。

　心の中で、モニカの最後に感謝の言葉を述べながら。

　──ありがとう、モニカ。

　──今度は俺おれが……絶対に、ヒューイの奴やつを笑わせる。

　──だから……もしも『あっち側』があるなら……せめて笑って見守ってくれ。

　彼がそう思っている間にも、親友の叫びが甲かん板ぱんを震わせる。

　ヒューイ・ラフォレットの絶ぜつ叫きよう。

　それをエルマーが見たのは、このただ一度だけだった。

　永えい遠えんに続く事になる後の人生を含めても、それが──最初で最後の事だった。




　彼にとって幸か不幸か──港の側で波に吞まれたにも関わらず、彼女の体は結局どこにも打ち上げられる事はなく、生死すらも確かく認にんする事ができなくなった。

　奇くしくも──

　魔ま女じよの疑いを晴らす為ため、湖に沈められたまま姿すがたを消した、ヒューイの母親と同じように。




　　　　⇔




　少女は、かつて一つの罪を犯した。

　だが、その罪は彼女の意い思しとは無む関係に、世の全てから覆おおい隠かくされた。

　そして、少女は生き続けた。

　のうのうと。のうのうと。

　彼女は幸せになろうなどと思ってはいなかった。

　償つぐないをしようと思っていたわけでもなかった。

　ただ、何をすれば良いのか解わからなかっただけなのだ。




　だからこそ──私は、彼女に手を差し伸べたのだ。

　それがどのような結けつ末まつを生むのか、一いつ寸すん先さきの崖がけすら目に映らぬままに。

　私にとって、崖などどうでもよかったのだから。

　彼女に手を差し伸べ、何をすればよいのか解らない私は──

　本能の赴おもむくままに──ただ、トン、と相手の背を押した。

　それだけの事だった。

　一いつ寸すん先さきにあるものが崖がけだろうと、愛する者の腕の中だろうと。

　私にとっては、どちらでも構かまわなかったのだ。




　どうせ、その背を刺してしまうのだから。




　さて、今回の遊びはなかなか面白かった。

　しかし少し疲れたな……チェスの顔でも見て和なごむとしよう。




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【ああ、そうだ。

　君が最初に読んだ手記。あれに書かれていたいくつかの話は偽いつわりだ。

　ニキは、私の事を見つけてなどいない。

　当然、『仮か面めん職人』の一員になったというのも噓うそだ。

　ヒューイ・ラフォレットに拷ごう問もんも受けていない。

　モニカに対して『ヒューイに言われてここに来た』と言ったのは……ラブロが『そう言った方が信用して大人おとなしくついてきてくれるでしょう』と言うのを信じたからだ。

　ああ、これだけは信じて欲しい。私は、本当に彼女を救う気だったのである。

　ラブロの話では、このままでは私が仮面職人達たちに報ほう復ふくとして殺される、それを避ける為ためには、自分の手でモニカを救い出して、相手に『自分は敵ではない』と告げる必要がある。

　今いま思えば都つ合ごうの良すぎる言葉だったが、当時の私は、それを疑う事ができなかった。

　それだけ私は自分のしでかした事に怯おびえ、同時に、ラブロに対して深い信頼を抱いていた。

　戯ぎ曲きよくの最後の修しゆう正せいは本当にやったんだ、ラブロからの提てい案あんだった。

　仮面職人が刺した。そうする事で、あの恐ろしい犯はん罪ざい集団が市民の『憧あこがれの対たい象しよう』にならないように釘くぎを刺す……そういう目的だった。

　おかしいというのは解わかっている。何な故ぜそれを鵜う吞のみにしたのか、いまだに私にも解らない。




　ああ。そうだ。そうだとも。……モニカが生き延びたというのも、噓だ。

　彼女は、死んだ。私が殺したようなものだ。

　私を恨うらんでくれ。私を罵ののしってくれ。

　私が全ての真実を理解したのは、その日から何年も過ぎ去った後の事だ。

　しかし、そんな事は言い訳わけにならない。

　どれほど言い訳わけをしようと、彼女は確かに死んだのだから。




　ただ、一つだけ記しておく事がある。

　彼女は……モニカ・カンパネルラは、何もこの世に残さなかったわけではない。

　あの実行の日の、まさに数日前まえ──彼女に着き替がえが必要だったのは、一つの理由があった。

　布ぬの屋やで、彼女の服ふく以外にも、ある布が買われていた。

　……彼女は、自ら出しゆつ頭とうしていた時点で、妊にん娠しんしていたのだ。

　誰だれの子かは、言うまでもないだろう。

　彼女自じ身しん、名な乗のり出た時点ではそれに気付いていたのかどうか……。

　ともあれ、彼女は……確かにこの世に残したのだ。

　自分が生きた証あかしを、ヒューイ・ラフォレットとの『繫つながり』を】




　　　　⇔




「なあ……ラブロ、あの時、甲かん板ぱんで何があったんだ……？　あれだけ喜んでいたのに、どうして彼女は自じ害がいなんて……」

「私もまだ、心の整理がついていないんです」

　船と街が燃えた翌よく日じつ、ジャンの問いかけに、ラブロは悲しげにそう答えた。

　彼らはあの後、近づいてきた黒くろ船ふねから『仮か面めん職人』達が大おお勢ぜい乗り込んできた事に合わせて、その中に紛まぎれ込む事で本ほん土どに戻る事ができたのだ。

　『まずいことになりました。彼女が、自害を……。どうしてこんな事を！』とラブロが言い、混こん乱らんしたジャンは、そのまま彼の言うなりに、煙を上げ続ける船に隠かくれてやり過ごしたのだ。

　心の中に違い和わ感かんがあるが、この時点での彼にはラブロを疑うという選択肢しはなく、それ以上に心配な事が彼にはあった。

「……それで、あの……モニカの子供はどうするんだ？」

　不安に満ちた声をあげるジャンに、ラブロは凛りんとした調子で言葉を返す。

「ええ、私が預あずかる事で、カルラさん達とも話がつきました」

「そうか……いいのか？」

「ベグには病死した知ち人じんの孤こ児じ、と伝えてあります。チェスは……『家族が増えたみたいだ』と、無む邪じや気きに喜んでいましたよ。主に世せ話わをする事になるニキにも……折を見て伝えるつもりです。その赤あか子ごが、モニカの子であるとね」

「ああ……そうか、ニキは、モニカと知り合いだったんだな」

　深く落ち込みつつも、ジャンは僅わずかなりともモニカが希望を残した事に安あん堵どしているようで、今はそれに縋すがって気力を保っているような状態だった。




　そんな彼を見て、ラブロは思う。

　──さて、なかなか面白い結果になったな。

　──最初は、魔ま女じよ狩がりの村で見かけた奴やつがいたから、ちょっとからかおうとしただけなんだが……まさか、ここまで面白くなるとは思わなかった。

　──ああ、船の上でのあいつの絶ぜつ叫きよう、傑けつ作さくだったなあ。モニカが最後に笑っていたのも、意い外がいではあったが、実に良かった。あの精神力りよくの強さに、心が洗われるかと思ったよ。

　淡たん々たんとそんな感想を想おもい浮かべつつ、一人の外げ道どうは今日きようも人生を謳おう歌かする。

　心の中に、ほんの一ひと欠片かけらのひっかかりを覚えながら。

　──しかし、あのヒューイ・ラフォレットという男は、もっとネガティブな奴だと思っていたが、まさかあそこまで行動的とは。少々予よ想そう外がいだった。

　──……あいつと一いつ緒しよにいる、エルマーとかいう奴のせいか？

　──……どうにも、あの笑顔を見ると不安になる。

　自分が他人に対して『不ぶ気き味みさ』を感じるのは生まれて初めての事ではないだろうか？

　男はそんな自分の心しん境きようをほんの少しだけ訝いぶかしみ──すぐに忘れる事にした。




　ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク。

　この男の名を、まだヒューイもエルマーも知る事はない。

　彼が全ての元げん凶きようであり、モニカに凶きよう刃じんを突き立てた張ちよう本ほん人にんだとヒューイ達が知るのは──まだ、少しだけ先の話。




　後に彼らが得る『永えい遠えん』という時間の中で──ほんの、ほんの少しだけ先の事だった。




　　　　⇔




ジャンピエール・アッカルドの手しゆ記き




【ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク。

　ここまで私の手記を読んだなら、決してその名を忘れないでほしい。

　それが、私がこの手記に籠こめた呪のろいであり、希望だ。

　どうして私が、この話を語る最初に『不ふ老ろう不ふ死し』の話をしたと思うだろうか？

　ドルメンテル家の目的を分かり易やすく書く為ためではない。

　つい先日……あの男が、ラブロが私の前に現れたのだ。

　10年前と変わらぬ姿すがたで、不老不死という体を引き下げて！




　そう、奴やつと離れた10年の間に、私はやっと彼の『悪あく意い』に気付く事ができた。

　心にかけられた呪まじないがとけたと言ってもいいだろう。

　……だが、奴が私の目の前に現れたのは、それを見み越こしての事だった。

　自分の過あやまちに気付いた私が、どんな顔をしてのうのうと生きているのか……ただ、それだけを見に来たのだという。

　私は絶ぜつ望ぼうを味わい──結果として、この手しゆ記きを書き、命を絶つ事にした。




　まだ見ぬ君よ。

　奴は、永えい遠えんを手に入れた。

　私は君に会う事はない。私はこれを書き上げた後に自ら命を絶つからだ。先日、私にも息むす子こが生まれたが……この子と心しん中じゆうするつもりはない。ただ、もしもこの子の命が後の世に繫つながる事になり、この手記を読むのが私の子し孫そんだとしたならば──




　ラブロ・フェルメート・ヴィラレスク。この男には気を付けろ。

　決して近づいてはならない。目を離してもいけない。

　ただ、自分に興きよう味みを持たれぬように、ただそれだけを祈いのり続けて欲しい。




　最後に……これが誰だれかに読まれる事で、私の罪が償つぐなえるとは思わない。

　ただ、それによって私の死が報むくわれ、誰かをラブロの手から救う事ができるのならば、私はそれで満足だ。

　感謝する。私は君に感謝する。

　そして私は君を恨うらむ。だが、感謝する事も事実だ。

　できることならば、もう一つだけ、未み来らいに祈らせて欲しい。

　ヒューイ・ラフォレットとモニカ・カンパネルラ。

　最初の手記と被かぶるが、この二人が確かに愛し合っていた事を、せめて君だけでも覚えていてくれないだろうか。彼らの真実を、せめて一人だけでも知っていて欲しいのだ。




　それが、私がこの世に残す唯ゆい一いつの未み練れんである。





まだ見ぬ君へ　　　　　　　　




ジャンピエール・アッカルド】






　　　　⇔




２００３年　ロットヴァレンティーノ




　全てを読み終えた青年の中に、一つの疑問が湧わき上がる。

　本当に彼は……ジャンピエール・アッカルドは、命を絶ってしまったのだろうか。

　青年はそれがどうしても気に掛かった。

　パソコンなどという気の利いたものは家には無く、彼は街の中で一番大おおきな図書館へと自転車を走らせる。ジャンピエールの手しゆ記きを読み解とく際、何度か訪おとずれた図書館だ。

『ロットヴァレンティーノ第三図書館』という看かん板ばんが掲かかげられた、趣おもむきのある図書館。

　古くから残る史し跡せき的てき建築の横に、最近建たてられた新しん館かんが並んでいる。

　青年はその中に足を踏み入れ、街の史跡に関わる本を借り出し、自分の祖そ先せんに関する記き述じゆつを徹てつ底てい的に調べ始め──

　僅わずか３分後に、その記述は見つかった。




　ジャンピエール・アッカルドは、孫まごや曾ひ孫まごなどの大だい家族に恵まれ98歳さいで他た界かいした。




　──卑ひ怯きよう者ものめ。




　──卑怯者め！　卑怯者め！




　そう叫びかけたが、青年は思いとどまった。

　図書館の中という事もあるが──自分がもしも『彼』と同じ立場だったならば、果たして死ぬ事ができただろうか？　その疑問が思い浮かんでしまったからだ。

　もはや、あの手記が創そう作さくだなどとは思っていない。

　彼は、更さらに街の史跡を調べ、アヴァーロ家やボロニアル家、ドルメンテル家の介かい入にゆうや大たい火かの事実があった事を突き止めた。

　更に、１７１１年に、ドルメンテル家との闘とう争そうが──

　その件について調べていた彼の背に、男の声がかかる。

「最近よくここに通っているようだが、何か調べ物かね」

　白い髭ひげを蓄たくわえた、がっしりとした体たい格かくの老ろう齢れいな紳しん士しだった。

　胸には、この図書館の館長であることを示す札が付けられている。

　男はこの図書館の名が第三図書館であると思い出し、目の前の男が『不ふ死し者しや』──ダルトンなのではないかと考えたが、男に両腕がある事に気付き、その考えをうち消した。

「もうすぐ閉へい館かん時間なのでね。ああ、本は私が片付けておこう」

　威い圧あつ感かんはあるものの、優しげな態度の老ろう紳しん士しに礼を告げ、青年は図書館を後にした。




　青年を見送った後、彼は机つくえの上に置かれていた本を手に取った。

　どうやら、ジャンピエール・アッカルドや、ドルメンテル家とロットヴァレンティーノの関わりについて調べていたようだ。そのページに目を通し、老紳士は当時の事を思い出す。

　──懐なつかしいな。

　──あの頃は、鉤かぎ爪づめをつけた事もあったか。

　そして、老ろう館かん長ちようは自分の右手をさすりながら考えた。

　──最近の義ぎ手しゆは、本当によくできているものだ。

　同時に、自分の生徒の一人が死んだ時の事を思い出し、僅わずかな時間、目を伏せる。

　──あの世というものがあるなら、モニカは不幸なのかもしれんな。

　──何しろ、想おもい人びとであるヒューイは、永えい遠えんにそちらに行く事はないのだから。

　第三図書館の館長である男は、無む言ごんのまま本を閉じ、そのまま図書館の奥へと姿すがたを消した。




　一つの図書館の中に、記録と記き憶おくを残したまま──

　ロットヴァレンティーノ街は、静かに歴史を紡つむぎ続ける。

　過去に起こった、全ての罪を吞み込みながら。





バッカーノ！　１７１０　完
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成なり田た良りょう悟ご

何か著者近影に使える写真は無いかと探していたら、一昨年の元旦に撮ったこんな写真が。『初日の出を浴びる自分の姿は貴重なので撮ろう』とでも思ったんでしょうか。いやまさかそんな小学生じゃあるまいし……と２年前の自分の考えが解らなくなる29歳。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で様々なキャラデザをこなす実力派。
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